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    　　　　プロローグ　～ゲームスタート～


    



    



    　私は素直じゃないことにおいて、他の追つい随ずいを許さないと思っている。


    　たとえばあの日、あの出来事。


    　彼との出会いの思い出────


    



    「……アホドジマヌケなんじゃなくて」


    　私は状況に戸惑いながら、そうつぶやく。


    　誰かに背負われることが、こんなにも恥ずかしくて悔くやしいとは知らなかった。


    　しかも相手は男の子。


    　今、ケガをして歩けない私の足代わりになっているのが、綾あや野の海かいと名乗った彼だった。


    　彼の歩調は普通だ。特に遅いということはない。むしろ私が歩くよりも速い。


    　彼にとって私の体重はあってないようなものらしい。実際、体重はとても軽いのだけれど。


    　年を考えても、私は小さい。私はほかの同年代の子どもよりも小さく見える。


    　この頃から、ひとつ下の妹であるアサヒよりも背が低かったくらいなのだ。


    　一方、彼の背中は大きかった。おたがい子どもなのだが、彼は年齢どおり小学生に見えても、私のほうはもっと小さい園児に見えてしまうかもしれない。


    「そういえば、まだ聞いてなかったけど。おまえ、なんでケガしてたんだ？」


    「…………」


    　私は答えない。理由を言うのが恥ずかしい。


    　私は鉄棒で逆上がりの練習をしていた。クラスメイトに見つからないよう、わざわざ街外れの公園まで出向いて。


    　これでも私は、小学校で成績トップをとり続けている。卒業するまで維持できる自信がある。


    　唯ゆい一いつ、体育をのぞいて。


    　妹のアサヒは運動神経がそこそこいい。なのに私は、運動オンチ。


    　自分に苦手分野があることを、私はどうしても許せなかった。素直じゃないうえに、負けず嫌いなのも自覚しているつもりだ。


    　だから私は、体育の授業で課された逆上がりを華麗に突破するために、人知れず特訓をすることに決めたのだ。


    　その練習中にケガをした。情けないことに鉄棒から手が外れたのだ。きれいに尻しり[image: ]もちをつければまだよかったのだけれど、無理に足から着地しようとしたせいで、足首をひねってしまった。


    　ちなみに逆上がりは一度も成功していない。


    　あまりの痛みに泣きそうになった。足もそうだし、心も痛い。


    　だけど、泣きはしなかった。


    　誰も見ていなかったにしろ、涙なんか流したら負けたような気分になる。誰に負けたのかって？　そんなの、自分自身に決まっている。


    　私は自分の運動オンチにだって負けたくない。


    「……なあ。なんでケガしたのかって聞いたんだけど」


    「アホなんじゃなくて」


    「いてっ、いてっ、なんで頭をぽかぽかたたくんだよ！」


    　私は、弱みを誰にも見せたくない。そういう性しよう分ぶんなのだ。生きづらいとわかっていても、どうしようもない。直すつもりも特にない。


    　とはいえ、ケガで歩けないというのも同様に辛つらかった。私が困っていたところ、彼が偶然通りかかったというわけだ。


    　べつに、私から助けを求めたわけじゃない。それどころか私は彼に対して、近くに寄るな、早くあっちにいけと言わんばかりの負のオーラを放っていた。


    　だけど、足を押さえてうずくまる姿で察したらしく、彼は強引に私をおんぶした。


    　突然のことに、言葉もない。


    　こんなことをされたのは、初めてだ。親にだっておんぶされたことはなかったのに。


    　この男に初体験を奪われた！


    「いてっ、いてっ。なんでまた、たたくんだよ！」


    「あなたがムカつくから」


    「助けてやってるのになんてやつだ……」


    　そもそも、この男の子はなぜ私を助けたのだろう。ずっと疑問に感じていた。


    　知りあいでもなんでもない初対面の私を助けても、彼にメリットはなにもないはずなのに。このもやもやした気持ちを吹き飛ばす合理的な理由が欲しい。


    　私が尋ねようとしたところで、


    「おまえの家って、どこなんだ？」


    　彼が逆に聞いてきた。


    　私の住所も知らずにこれまで歩いていたことに呆あきれる。彼にまだ伝えていなかった自分のうっかりにも呆れてしまう。


    　街外れの公園だけあって、私の家は遠い。子どもの足とはいえ、歩いて一時間はかかる。


    　ぶっきらぼうにそう伝えたのだけど、彼は問題ないと答えた。どうも、彼の家も私の自宅から近いようだ。


    　あの公園を通りかかったのは偶然だと聞いていたが、だとすると私のようになにか目的がなければ訪れるとは思えない。


    「あなたも、鉄棒で逆上がりの練習に来たとか？」


    「なんだそりゃ。逆上がりなんか練習しなくてもできるだろ」


    「そんなわけないでしょう。なにその嫌み」


    「俺おれの頭をたたくなって！」


    　彼こと綾あや野の海かいが、この年にして逆上がりどころか大車輪からの宙返りもできる超人だと私が知るのは、もう少し先の話である。


    「……俺、この街に引っ越してきたばかりなんだ。だから、学校が始まる前に街をいろいろ見て回りたかった。あの公園に寄ったのはそれが理由だよ」


    　彼は視察と称して、この街を走って一周するつもりだったらしい。


    　それは、私が街外れまで出向くよりも何倍も長い距離になる。だったら自転車を使えばいいのに。


    　呆れてものも言えない。彼に対して呆れたのはこれで何度目だろう？


    　さらに話を聞くと、彼の家庭は両親の仕事の都合で引っ越しが多いらしい。


    　ただ、この街には長く住むことになるという。少なくとも小学校を卒業するまでは。


    　彼が私と同学年であることもこのとき知った。


    　住所が近所であることから考えても、彼は私が通う小学校に、転校生としてやって来るのだろう。


    「俺おれたち、クラスメイトになれたらいいな」


    　彼はそう話したあとに笑った。


    　なぜクラスメイトになりたいのかさっぱりわからない。というか、爽さわやかな笑い声が無む性しように腹立たしい。私はほとんど笑わない子どもだったから、よけいに。アサヒにもよく指摘されていたりする。


    　それにしても、彼は私を背負って歩いているにもかかわらず、笑う余裕があるらしい。私の体重が軽いとはいえ、この状態で一時間の距離を歩くのは辛つらいはずだ。


    　どうせ、すぐに音ねを上げるだろう。


    　そう思って、私はちょっと勝ち誇った気分でいたのだけれど。


    　彼は私の家に着くまで文句も言わず、いや、私が頭をぽかぽかたたいたときにはさすがに文句を言っていたけれど、それ以外ではついに愚ぐ痴ちのひとつもこぼさなかった。


    　完敗。


    　私は彼に、負けたのだ。


    「暗くなる前に着けてよかったよ。じゃあな、ちゃんと病院いっとけよ」


    　彼との別れ際、私は打ちひしがれながらもようやく尋ねることができた。


    　なぜ、私を助けてくれたのか？


    　結局、一言だってお礼を言えなかった私なのに……。


    「助けた理由？　そんなのねえよ」


    　彼は、きょとんとした顔でそう答えた。


    「……ないってことはないでしょう」


    「え、そうなのか？」


    「聞いてるのは私よ……」


    「そう言われてもな。助けたいから助けたっていうのとも違うんだ。息を吸いたいから、息を吸うっていうのが違うのと同じでさ」


    　そうして彼は、また爽やかに笑う。


    「だからまあ、よくわかんね。俺、バカだからさ。悪いな」


    　開いた口がふさがらない。本当に、呆あきれる……。


    　彼の答えはただひたすらに純粋で。


    　助けたいから助ける、やりたいからやっている──そんなレベルでもなくて。


    　きっと彼は、気がついたらやっていた。


    　綾あや野の海かいにとって私を助けたのは、呼吸をするのと同レベルに自然な行為だったのだ。


    



    　その後、私は彼と友だちになった。


    　転校生としてやって来た彼が、話していたとおりに偶然、私のクラスメイトになったのも理由のひとつ。


    　そしてもうひとつの理由は、私が彼に惹ひかれてしまったからだろう。


    　私は彼に教えてもらったのだ。


    　勝ち負けの空むなしさ。他人と自分を比べる不毛さ。


    　今となってはどんな教科で成績トップを取ることにも、私は興味を失っている。


    　私は向上心と引き替えに、心の自由を手に入れたのかもしれない。そんな気がしている。だってこんなにも私の肩は軽い。毎日が楽しい。この日常を愛いとしく思う。


    　だから私は満足だ。


    　海かい、彼の妹である空そら、アサヒの四人で一緒に過ごす日々に、不満なんて生まれなかったのだ。


    



    　これもあとになって知ったことだが、海にとって私は初めてできた友だちだったようだ。


    　それは、私にとっても同じ。


    　いや、それ以上のものだったと今ならば言える。


    



    　この思い出はたぶん、私こと楠くすの瀬せユウヒの、初恋だ。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の海とその妹、空が学校から帰宅して、玄関の扉を開けたときのこと。


    　頭上から突然、雪のような白いなにかが舞い降りた。


    （これは……羽根か？）


    　そう思った瞬間、幾枚もの羽根が重なりあい、目の前がまばゆい白に染まった。まるでスポットライトを当てられたような感覚。海と空は反射的に手をかざして、目を細める。


    　光の向こうに、人のような影が見える。シルエットしか確認できないため、本当に人かどうかは判然としない。その背中には、翼のように伸びた影がうっすらと見えていた。


    『…………』


    　その何者かから、声が届いたような気がした。だけどよく聞き取れない。


    　光は次第に収まっていく。視界がようやく明けると、人影はすでに消えていた。海と空はあっけに取られるしかない。今のは、なんだったのだろう。


    「海、空。おかえりなんだぞ！」


    　ふたりが呆然としていると、妖精然とした少女がどこからともなく現れた。


    　彼女の脳天気な言葉のおかげか、海は不思議と落ち着きを取り戻す。というより怒りが込み上げてきて、ここぞとばかりにつまんで放り捨てた。


    「なにするんだーっ！」


    「弁当の恨うらみだよ。おまえ、俺おれの昼飯を勝手に食べたよな？」


    「おいしかったんだぞ！　やっぱり空そらの手料理は最高だ！」


    「感想なんか聞いてねえよ……」


    　今日きようの昼休み、弁当箱を開けたらパーシィが入っていた。本来の中身は綺き麗れいさっぱり食べられていたのだ。


    「兄さん。お弁当なら、わたしの分を半分あげたじゃないですか」


    　空もまた、海かいと同じように平常心を取り戻している。


    「それよりも、パーシィがなぜ再び現実世界にやって来たのか、その理由を聞くべきだと思いますよ。さっきの光も、それに関係しているのかもしれません」


    「ドリメモはもうクリアしたわけだしな……。おいパーシィ、どういうことだ」


    「あたしがちゃんと説明してやるから、耳かっぽじってよく聞くんだぞ！」


    　相変わらず胸を反そらして偉そうにするパーシィに、苛いら立だちよりも安あん[image: ]どが勝まさったのは、なんだかんだで海も彼女にもう一度会いたかったからだろうか。


    （……また厄やつ介かいごとに巻き込まれなかったらの話だけどな）


    「あたしが現実世界に舞い戻ってきたのは、またおまえたちにゲームを強要するためなんだぞ。一度クリアしたからっていい気になられても困るんだぞ。たとえるならドリメモは四し天てん王のうの中でも最弱なんだぞ。おまえたちはもはやあたしの手のひらで踊るかわいそうな人形と言っても過言じゃないんだぞ。わかったらさっさとゲーム世界に引き返すんだぞバカ人間！」


    「予定調和ご苦労さん」


    「ぎゃー！」


    　海は玄関の傘かさ立たてに差してあったハエたたきでパーシィをかっ飛ばす。やっぱり厄介ごとを持ってきた。


    「……兄さん、パーシィ。ひとまずリビングに移動しましょうか。そのほうが落ち着いて話すことができます」


    　空はあくまで冷静に対応する。


    　海が知る限り、どんなアクシデントが起こっても空は基本このスタンス。おかげで話がスムーズに進むのは、ドリメモの世界でも同じだった。


    　通学カバンを部屋に置き、リビングに集合したところで空が口火を切る。


    「わたしからいくつか質問があります。パーシィは、わたしたちにまた『コミカルステージ』、略してコミステのゲームをプレイしてほしいんですね？　ドリメモの場合と同様、またゲーム世界に入ることになると思いますが……」


    「そうなんだぞ」


    「それはつまり、ドリメモ以外にもつくも神がみが宿っているソフトが存在しているということなんですね？　ゴミ捨てと呼ばれて長い間ぞんざいに扱われてきたせいで、つくも神がみは人間に恨うらみを持っていると以前にも聞いてます」


    「そうなんだぞ」


    「そんなつくも神を放っておけば、わたしや兄さんのように強制的にゲーム世界に連れ込まれてしまう被害者が出る恐れがあるため、その前にわたしたちに対処してほしいんですね？　プレイヤーになりきってハッピーエンドを迎えることで、つくも神を満足させるという手法になりますよね」


    「そうなんだぞ」


    「だとすると、わたしたちの最終目標は、コミステのすべてのソフトでハッピーエンドを迎えてつくも神の全員を満足させることで間違いありませんか？」


    「間違いないんだぞ」


    「ここで言うすべてのソフトというのは、パーシィがわたしのもとにやってきたことを考えると、発売された全部のソフトという意味ではなく、わたしが所持しているものに限定されているという意味で問題ありませんか？」


    「問題ないんだぞ」


    「ドリメモのつくも神が行動を起こしたことで、おそらくほかのつくも神もあとに続きやすくなったことでしょう。時間はあまりなさそうですし、急ぐに越したことはないんですね？」


    「そのとおりなんだぞ」


    「というわけで、兄さん」


    　空そらは人さし指をぴんと立てる。


    「パーシィはこのように、やむにやまれぬ事情でわたしたちに助けを求めているようです」


    「……最初からパーシィが、自分でそう説明してほしかったな」


    　それならハエたたきでホームランにすることもなかったのに。そして、我が妹ながら怖いくらいの状況把握能力だ。不思議設定に強いのはゲーマーだからだろうか。


    「なあ、パーシィ。ドリメモのつくも神はあれからどうなったんだ？」


    「彼女からは、ありがとうって感謝の言葉をもらったぞ。おまえたちがハッピーエンドを迎えてくれたから満足したみたいだ。もう悪さはしないと思うぞ」


    「その感謝の言葉って……」


    　海かいと空は顔を見合わせる。


    「……兄さん。わたし、エンディングで声を聞いたんです」


    「ああ、俺おれもだ」


    「たしかに、ありがとうと感謝の言葉をもらいました。だとすると、あの声の主ぬしがドリメモのつくも神だったんでしょうか……」


    「パーシィ、どうなんだ？」


    「よくわからないんだぞ。あたしはエンディングのとき、おまえたちのそばにいなかったから」


    　そういえば、と海かいは思う。あのとき、パーシィはどこにいただろう？


    「……どちらにしろ、ドリメモのつくも神がみはわたしたち人間を二度とゲーム世界には連れ込まない。その代わりにほかのソフトのつくも神が、ドリメモのつくも神の真ま似ねをするかもしれない。そういうことですよね」


    　空そらは、自分にも言い聞かせるように言葉を続ける。


    「わたしは、パーシィに協力しようと思います。もう一度ゲーム世界に飛ぶことも、やぶさかではありません」


    「……本気か？」


    　海は信じられない気持ちで空を見る。


    「また、ドリメモみたいに大変な恋愛をすることになるんだろ？」


    　しかも身に危険が及ぶ可能性もある。現実世界に無事帰還できる保証はない。


    「それは、ゲームジャンルによるでしょうけど。ただ、男子が主人公のゲームだった場合は、わたしひとりではクリア不可能だと思います」


    　ドリメモの世界では、主人公を演じる海が到着するまで、空はひとりで助けを待つハメになったのだ。


    「前回、兄さんには大変な負担をかけました。だから、兄さんにまで協力を求めると言っているわけではありません」


    「……それだと、またおまえだけ閉じ込められるかもしれないんだろ？」


    「女子が主人公のゲームなら大丈夫ですし、それでなくともほかに方法があるかもしれません。探してみるつもりです」


    　空はこうと決めたら、なかなか意見を曲げない。頑固なのは海も承知しているが、あえて聞いてみる。


    「空。なんで、そこまでするんだ？　つくも神が悪さをするにしろ、おまえが助ける義理はないだろ？」


    「義理ならあります」


    　空は迷わずに答えた。


    「わたしにとって、コミカルステージは大切なゲーム機なんです。感謝していると言ってもいい……。だから、コミステのつくも神であるパーシィが困っているなら、助けてあげたい。もしここで断ことわったら、それこそ不義理になってしまうんです」


    「……なんで、コミステをそんなに大切にしてるんだ？」


    「それは……内緒です」


    　空は恥ずかしそうに海から顔を背そむける。


    　海は軽くため息をついた。


    「空そらがそこまで言うなら、俺おれも協力するさ。間違ってもパーシィのためなんかじゃなくて、空のためだからな」


    「……いいんですか？　また現実に戻ってこられる保証はありませんよ？」


    「だったら、なおさら空ひとりに任せるわけにいかない。むしろ、助けを拒まれるほうが困るくらいだ」


    「……わたしが止めても、聞かないんですよね。兄さんは頑固ですから」


    「そっちには負けるさ」


    　空は小さく笑う。その表情は呆あきれたようでも、感心したようでもあった。


    「話は決まったんだぞ。さっそく次のゲームに乗り込むぞ！」


    　パーシィが意い気き揚よう々ようとふたりの間を飛び回る。


    「あたしの力があれば、ふたりをゲーム世界に連れていくことが可能だぞ。存分にあがめられられらりゅといいんだぞ！」


    　以前、空はドリメモのつくも神がみによって連れ去られたが、海かいのほうはパーシィの神としての力だった。神さまのわりに、自慢するときにはよく言葉を嚙かむけれど。


    「優秀なあたしだけど、これでもまだ新米だから、ふたりをゲーム世界から現実世界に連れ帰ることはできないけどな！」


    「そこは威張るところじゃねえだろ。でさ、俺たちはどのゲームの世界に飛べばいいんだ？」


    「そこまでは知らないんだぞ」


    「まさか、手当たり次第にクリアしろって？」


    「最悪、そうなると思うぞ。ソフトにはそれぞれつくも神が宿ってると思うけど、誰が悪さを企たくらんでるのかまでは判別できないんだから」


    「おまえが直接聞いてみればいいだろ」


    「それができるなら、そもそもゲーム世界に入る必要がないんだぞ。初めから言葉での説得を試みればいいだけなんだぞ。そんなこともわからないからおまえはバカなんだぞバカ人間」


    「やべえ、目からウロコだ」


    「ぎゃー！　感動してるならあたしをたたくなーっ！」


    「兄さん、ハエたたきを常備するようになりましたね……」


    　空は逸それた話を戻すために、ぽんと手を打つ。


    「さて、次はわたしの部屋に移動しましょう。コミステのソフトはそこにそろっていますから」


    



    「わたしが所持しているコミステのソフトは、これで全部です」


    　空が用意したゲームソフトは、十本に満たない程度だった。


    　発売されたすべてのソフトが対象だったら気が遠くなる話だが、この数ならコンプリートもまだ現実味がある。ドリメモでの苦労を考えたら楽観はできないけれど。


    　この中から、まずはどのソフトをプレイすべきか選ばなければならない。


    　海かいが真っ先に目に留めたのは『ドリームメモリーズ２』だった。


    「空そら、これは？」


    「ドリメモのナンバリングタイトルですね。１のシステムを継けい承しようしつつ、改良を加えているようです」


    「あの内容で、よく続編が出せたな……」


    　主人公のステータスに依い存ぞんするドリメモ１のゲームシステムは、あまりに理り不ふ尽じんだった。そして肝心のストーリーのほうは、恋愛ゲームを謳うたっているくせに一歩間違えれば凌りよう辱じよくゲーム。世間からクソゲー扱いされるのもうなずける。


    　いや、コミステはゴミ捨てと呼ばれているだけあって、どのソフトも似たような内容なのかもしれない。まだゲームスタートすらしていないのに、早くも憂ゆう鬱うつになってくる。


    「男主人公の恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームですので、このソフトを選んだ場合は兄さんが主人公役になると思います。コミステのソフトはどれも序盤しか遊んでいませんので、ドリメモ２についても詳しく説明することはできないんですけどね」


    「あたしも、説明書に書いてあることくらいしか教えてあげられないぞ」


    「結局、プレイしてみないとわからないのか……」


    　前途多難としか言いようがない。


    「ですが、兄さんが目を付けたソフトは正解かもしれません。わたしたちは一度、ドリメモ１をクリアしたわけですし、その経験が役立つこともあるでしょう。攻略しやすいソフトから選ぶのは常道と言えます」


    　空はそう話しながらも、ドリメモ２とは違うソフトにちらちらと視線を振っていた。


    　海が不思議に思って手に取ると、タイトルは『シスターメーカー』となっている。


    「空、このゲームは？」


    「……なんでもありません」


    「そうか？　やけに気にしてたみたいだけど」


    「べつに、そのゲームを選んでほしいわけじゃありません」


    　こんなふうに、空はときおり墓ぼ穴けつを掘ることがある。クールぶっていても幼おさなさを残している証しよう拠こだったりする。


    「このシスターメーカーってやつも、攻略が簡単なのか？」


    「……知りません。言ったじゃないですが、わたしはどのソフトも序盤しか遊んでいないって」


    　コミステは古いゲーム機なので、ソフトはどれもバックアップの電池が切れている。そのせいで、空は最後までプレイしたくてもできなかったというのは聞いている。


    　そう考えると、空がコミステを手に入れたのはつい最近なんだろう。昔から持っていたのなら、バックアップが可能だった頃にしっかりプレイしていたはずなのだから。


    「シスターメーカーって、どういうゲームなんだ？　序盤しか遊んでなくても、ジャンルくらいは知ってるんだろ？」


    　海かいが聞くと、空そらはためらいながら答える。


    「……主人公である兄が、妹を攻略する、恋愛ＳＬＧです」


    「え？　兄きよう妹だいなのに恋愛なんかできるのか？」


    「できます」


    　断言。


    「……とにかく、今回はドリメモ２を選びましょう。パーシィもそれでいいですか？」


    「どうせ全部のソフトをクリアしてもらうんだから、どれから始めたって同じだぞ。じゃあさっそくゲームスタートなんだぞ！」


    「待ってください。前回は突発的で準備もなにもできませんでしたが、今回は違うんです。ドリメモ２について、今のうちに少しでも多くの情報を手に入れておきましょう」


    「攻略サイトでも調べるのか？」


    「はい。ほかにも用意するものはありますけど。夕飯も食べないといけませんね」


    「そういえば、もう夕飯時だな」


    「……ふたりとも、緊張感が足りないんだぞ。のんびりしてるっていうか。緊張しすぎてポカするよりはいいけど」


    「パーシィはごはん、いらないんですか？」


    「いるに決まってるんだぞ！　ゲームクリアは逃げないからな！」


    「おまえも十分、のんびり屋だな」


    　またこの三人で食卓を囲む日が続くんだなと、海は困ったような嬉うれしいような、複雑な気分になるのだった。


    



    　夕飯後、空は言葉どおり下準備を始めた。自室に戻り、パソコンにかじりついてドリメモ２の攻略サイトを調べる。パソコンがあるのは空の部屋だけなので、海も隣でモニタをのぞいている。海はゲームに疎うといため、攻略記事を見ても理解不能だったりするのだけれど。


    「……に、兄さん。顔が近いです」


    「あ、悪い」


    「い、いえ」


    　空は落ち着きなく、隣の海を気にしている。


    「……こうして調べたところで、どの程度役に立つかは不明なんですけどね」


    　海と空のふたりがドリメモ１の世界に入ったときは、ストーリーやシステムに歪ゆがみが生じ、本来の内容とは異なる点が生まれてしまった。


    　これからプレイするドリメモ２でも、オリジナルのとおりとはいかないだろう。攻略サイトには載っていない攻略法が必ひつ須すになる。


    　そもそも攻略ヒロインからして、変わっているかもしれないのだ。


    「攻略ヒロインに関しては、実際にゲーム世界に入ってみなければわからないと思います。ただ、心構えだけは持っていてくださいね」


    　それはつまり、ドリメモ１でもあったように、星ほし見みをはじめとする現実の友人たちが攻略対象かもしれないという意味だ。


    「もうひとつ、心構えを持たないといけません。批評サイトでは、ドリメモ２は１と同程度の評価を下されています」


    「……やっぱりゴミ捨てなのか」


    「ゴミゴミ言うなって言ってるだろー！」


    　パーシィが顔の急所にめがけて蹴けりを繰り出す。


    「いちいち跳び蹴りすんなってこっちも言ってるだろ！　目とか鼻とか地味にいてーんだよ！」


    　徹底して急所ばかり攻撃してくる害虫と格闘していると、空そらはパソコンの電源を落として席を立った。


    「兄さん。攻略サイトも一通り調べましたし、わたしはちょっと着替えます。部屋から出てもらっていいですか」


    「……なんでまた着替えなんか？」

  


  [image: ]


  
    「ゲームオーバー対策のためです。前回の経験を踏まえて、厚着をしてプレイするべきだと思ったんです」


    「そういえば、ゲームオーバーを経験するたびに服が脱げていったんだよな」


    「あ、あんな目に遭あうのは、もうごめんです……」


    　思い出したせいだろう、空そらの顔が沸ふつ騰とうしたように赤くなる。


    　ハッピーエンドを迎え、現実に帰還した際、海かいと空は全ぜん裸らだった。あろうことかその姿のまま手を取り合って喜んでしまった。


    　おかげで海は、空のあられもない姿を上から下まで余すところなく見てしまった。


    　成長してるんだな、我が妹も……。


    「……兄さん。もし思い出したら二度と口をききません」


    「おまえも思い出してただろ！」


    「なんのことですか。わたしはすべて忘れました。兄さんも早く忘れてください。でなければ二度とごはんを作りません」


    「……わかったよ。俺おれはおまえの裸はだかを見ていない。記憶にあるのは一緒に風ふ呂ろに入ってた頃のおまえの裸だけだ」


    「そ、それはそれで恥ずかしいんですけど……。とにかく、着ている服が多ければゲームオーバーの回数が稼かせげるはずです。さっきも言いましたけど、着替えますから部屋から出ていってくれませんか」


    「厚着するだけだろ？　俺がいても問題なさそうだけど」


    「兄さんも、自分の部屋に戻って厚着をしてきてくださいという意味です。それとも、兄さんだけ裸になりたいんですか？」


    　なりたいわけがないので、海は言われたとおり部屋から出た。


    　海は自室のクローゼットから服を取り出す。今の季節は春なのだが、冬の出いで立ちのようになって空のところに戻ってくる。はっきり言って暑い。


    　だが、空の格好は海とは比べものにならないくらい暑そうだった。


    「お、おまえ、そんな厚着して大丈夫か？」


    　いったい何枚着込んでいるんだろう。


    　スレンダーな体型の空が見る影もなく、今はダルマみたいに丸々している。たとえ冬でも普通はここまで着込まない。


    「だ、大丈夫です……これくらい」


    　息が切れ切れで、見るからに辛つらそうだ。


    「もう二度と、あんな醜しゆう態たいはさらしませんから……えっへん」


    　ふんぞり返ると、そのまま後ろに転がっていきそうだ。


    「……ていうか、やっぱ辛そうだぞ。顔は赤いし、汗もすごくかいてるし」


    「た、たとえ今は暑くても、ゲーム世界に入ってしまえば格好が変わりますし、普通に過ごすことができるはずです……」


    「……現実に帰ってきたとき、脱水症状で倒れたりしないでくれよ」


    「ドリメモ１では、ゲーム世界で一年ほど過ごしましたけど、現実世界では八時間程度でした……。今からゲームスタートすれば、翌朝までにはクリアできると思います……。そのくらいなら、わたしの体も耐えてくれるはずです……。いざとなったら現実と仮想を行き来できるパーシィに、介かい抱ほうしてもらいます……」


    「任されたんだぞ。空そらには、現実のことなんか気にしないで、ゲームクリアのほうに専念してほしいからな！」


    「さあ、兄さん……。パーシィもこう言っていることですし、早くゲームをスタートさせましょう……」


    　なんだかすでに疲れ切っている空だが、ゲーム機にソフトを差し込んで電源を入れる流れはスムーズだった。さすがはゲーマーと言っていいのかはわからない。


    　空はコントローラを持ち、ベッドに座る。それが、ゲームをプレイするときの普段の体勢なのだろう。ドリメモ１のときのように寝そべることもあるようだけど。


    「兄さんも、どうぞ」


    　海かいはもう一方のコントローラを受け取ると、空のすぐ隣に座った。


    　ベッドの上で肩と肩が触れあいそうな距離。


    「っ……」


    　実際に少し触れると、空の体がびくっと跳ねた。ダルマのような姿が振り子のように揺れ、ゆっくりと元に戻っていった。ダルマというかヤジロベエみたいだ。


    「に、兄さん、そこに座るんですね……」


    「あれ、ダメだったか？」


    「い、いえ」


    　空はコホンと咳せきをする。


    「それでは参りましょうか。ゲームスタート！　ニューゲーム、オン！」


    　そしてふたりは、同時にスタートボタンを押した。


    　その瞬間、ゴーンゴーンと教会の鐘のような音が脳の芯しんに響き渡る。見れば、パーシィの姿が神こう々ごうしく光っている。つくも神がみとしての力が、海と空を新たな世界へと導こうとしている。


    　視界に続いて、思考も白く塗りつぶされていく。


    　そんな中、海は思う。


    　俺おれたちはまた、現実に戻ってくる。


    　なにがあろうと、どんな苦境に立たされようと。


    　この大切な妹を、必ず無事に連れ帰る────

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２①　～ヒロイン攻略～


    



    



    「起きろ、海かい！　ゲーム世界にやって来たぞ！」


    　徐々に意識が覚かく醒せいする。


    　綾あや野の海が最初に気づいたのは、顔の周りをなにかがぶんぶん飛んでいる音だった。


    　べちっと払う。手応え十分、ジャストミート。


    「ぎゃー！」


    「うるさい蚊かだな……」


    「違うだろーっ！　寝ぼけてるようなら跳び蹴げり食らわせるんだぞ！」


    「ちょっ、わかったって！　ちゃんと起きるから！」


    　海はベッドから上体を起こし、思いきり伸びをする。


    　部屋には日の光が差し込んでいる。外は爽さわやかな青空が広がっているようだ。


    「さっきまで夜だったのに、もう朝か」


    「世界が変わった証しよう拠こなんだぞ。ゲームが始まったんだ」


    　パーシィが言ったとおり、無事にドリメモ２の世界に入ることができたようだ。


    「ここは、ドリメモ２の主人公の家なんだな？」


    「そうなんだぞ。おまえが寝てたこの部屋は、主人公の自室だと思うんだぞ」


    　部屋の内装をざっと見渡す。ベッドと勉強机、本棚、クローゼット、そして当たり障さわりのないポスターが壁に一枚貼はってある。


    　ドリメモ１の主人公の部屋と比べると、細部にちょっとした違いがあるくらいで、おおまかには同じだった。恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームの主人公の部屋というのは、どれも大たい差さないらしい。


    「空そらはもう起きてるんだぞ。おまえがなかなか目覚めなかったから、今ごろキッチンで朝ごはん作ってるはずだ」


    「そっか、空もこの家にいるのか」


    「ドリメモ１でもそうだったけど、ふたりはまた兄きよう妹だいの設定になってるんだぞ」


    　海は、パーシィと一緒に部屋を出る。


    　間取りは自宅のマンションと違うが、朝食のいい匂においが漂ただよってきたのでキッチンの場所はすぐにわかった。


    「おはようございます、兄さん」


    　キッチンでは空が待っていた。再会できるとわかっていたものの、実際に出会えたことで海は大きく安あん[image: ]どする。


    「朝ごはん、ちょうどできました。今後のことは食べながら話しましょう」


    　食卓につくと、より空腹を感じる。夕飯を食べてからドリメモ２の世界に入ったのだが、気分や体調は寝起きと変わらない。このあたりはゲーム世界に沿っている。


    　空そらと一緒にまず話しあうのは、ドリメモ２のゲームシステムについて。ＳＬＧシミユレーシヨンゲームにおいては、システムこそが攻略方針を決定づける最大の要素となる。


    「いちおう説明書はあたしが持ってるんだぞ」


    「おまえの説明より、空から聞いたほうがいつも早いんだよな……」


    「なんだとー！」


    「パーシィ。食事中に跳び蹴げりはいけませんよ」


    　空がたしなめたおかげで攻撃は飛んでこなかった。


    「ていうか、食事中に限らずやめてほしいんだけどな……」


    「おまえが失礼なこと言わなければ、あたしもやらないんだぞ」


    「それではドリメモ２の攻略にあたり、まずはゲームシステムについて説明します」


    　空が淡々と話の軌き道どうを修正する。


    「わたしとパーシィはもう知っていますけど、兄さんは初見です。兄さん、食べながらでいいのでちゃんと聞いてくださいね」


    　ドリメモ２のシステムは、ドリメモ１を踏とう襲しゆうしているという。


    　ヒロインの好感度を上げるだけではなく、主人公のステータスも重要なポイントとなる。ヒロインによって有効なステータスが違うため、各パラメータをそのヒロインが好むように上げる点は変わっていない。


    　ケータイからステータスのメニューを選ぶと、液晶画面にパラメータが表示される。パラメータの内訳は『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』の五つ。


    　ドリメモ１のときと同様、初期ステータスは主人公役の海かいをもとに設定されているため、『運動』のパラメータだけ突とつ出しゆつして高い。仮想だけあって、肩のケガもなかったことにされている。


    　ゲーム世界にいる間だけは、海は元来のパフォーマンスを取り戻せるのだ。


    「『運動』だけ並外れて高いことがプラスになるかマイナスになるかは、まだわかりません。ですが、兄さんが持つ武器のひとつなのは間違いないと思います」


    「ほかのパラメータが並以下なのも武器になるか？」


    「そ、それは……ご愛あい敬きようということで」


    　空の反応で察することができた。


    　海のステータスはバランスが悪いが、このパラメータをうまく上げていかなければ、ヒロインとのイベントは発生しない。イベントが発生しなければ、好感度も上げられない。


    　海の日々の過ごし方で、各パラメータは変化していくことになる。


    「ここまでは、ドリメモ１のシステムのおさらいみたいなものです。ドリメモ２ではさらに、『コミュモード』という新たなシステムが搭とう載さいされているんです。コミュというのは、コミュニケーションの略ですね」


    「会話を使ったシステムってことか？」


    「簡単にまとめると、そうなります」


    　コミュモードとはヒロインと一緒に下校するなど、放課後の時間帯を共に過ごす中で、選んだ話題によって次のイベントが発生するというもの。つまりは選択肢の一いつ環かんになっている。


    　選べる話題は『勉強』『スポーツ』『娯楽』『家族』『友達』『恋愛』『エッチ』の七種類。


    　ひとつ、ツッコミを入れたい項目があったのだが、言ったら空そらにじと目を向けられそうなので自じ重ちようする。


    「空。コミュモードの会話と日常会話の違いって、どうやって判断するんだ？　ケータイにはそれらしきメニューは見当たらないけど」


    「ドリメモ１でも、イベント中にルート分岐の選択肢が表示されることはありませんでした。そうすると、時間帯で判断するしかありませんね」


    「放課後に会話すれば、コミュモードが起動してることになるわけだな」


    「はい。ヒロイン攻略のために、どの話題で攻めるかがカギになると思います。その際、主人公のステータスも考慮されます。たとえば『学力』が低いのに、『勉強』の話題を出しても効果がありません。ちなみに主人公のステータスはドリメモ１と同じく、基本的には選択授業や部活動で上げることができます」


    　システムを大まかに理解したところで、海かいはふと気がついた。


    「ステータスにさ、『会話』ってあるよな。コミュモードが会話を使ったシステムなら、もろに影響しそうなんだけど。俺おれは『会話』パラメータを上げたほうがいいんじゃないか？」


    「どうでしょう……そうとは限らないかもしれませんけど」


    「説明書にも、特に関連があるとは載ってないんだぞ」


    　パーシィがぱらぱらめくりながら補足する。


    「じゃあ、『会話』はあまり関係ないのか」


    「いえ、目の付けどころは悪くないと思います。ヒロイン攻略に詰まったときに、『会話』が取っかかりになるかもしれません。念頭に置いておきましょう」


    　攻略対象のヒロインがどのパラメータに惹ひかれるのか判断がつかない場合には、手当たり次第にステータスを上げるよりも、『会話』を優先するべきということだ。


    「それと、気になる攻略ヒロインについてですけど、今回は全部で四人だそうです」


    「ドリメモ１のときは五人だったよな。ひとり減ったのか」


    「説明書には、前作よりもひとり減ったぶん、内容のボリュームアップが図はかられているって書いてあるんだぞ」


    「それが吉と出るか凶と出るかは、まだわかりませんね」


    　そして、攻略ヒロインが誰になるのかも、これから判明するはずだ。


    　空そらの説明が一段落すると、ちょうど食事も終えている。


    「ごちそうさまでした」


    「お粗末さまでした。そろそろ登校時間ですね、準備しましょうか」


    　空は食器を片付けたあと、自室に向かう。制服に着替えるためだろう、海かいも急いで支度を始めることにした。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海は、空とふたりで通学路を歩いていく。


    　学校までの道のりはすでに知っている。この街はドリメモ１の舞台と同じだからだ。


    　ナンバリングタイトルらしく、学校のほうも引き続いて「夢ゆめ色いろ高校」。その証しよう拠こに、ふたりが着ている制服も前回と一緒だ。


    『１』と違う点を挙げるとしたら、この気温。


    　外は思ったよりも寒い。空気が冷えていて、風も冷たかった。


    「今って春じゃないのか……？」


    「兄さん、家でカレンダーを確認しなかったんですね。今は十一月ですよ。ドリメモ２の季節は１と違って、秋なんです」


    　道の脇に立ち並ぶ街路樹からは、紅葉が見られる。空の言葉は本当だ。


    「この季節は飛ぶのが大変なんだぞ……」


    　吹きすさぶ木枯らしの影響で、パーシィの体がきりもみ状態になっていた。


    　海と空が着ている制服は冬用だが、上にもう一枚羽織ってきてもよかった。次からはそうしたほうが無難だ。


    　学校に到着すると、学年が違う空とは廊下の途中で別れることになる。ふたりの学年とクラスは、たがいの学生証に書いてあったので知っている。


    「パーシィ、兄さんのこと頼みますよ」


    「がってんなんだぞ！」


    　パーシィが海の胸ポケットに忍び込む。その姿はカンガルーの子どものようだ。


    　べつにパーシィに助けられることってなにもないんだけどな、と口にするとまた面倒なことになるので、海は黙ってクラスに向かう。


    「って、クラスはわかってても、席の場所まではわからないぞ」


    「クラスメイトに聞いてみればいいんじゃないか？」


    「変に思われなきゃいいけどな……」


    　教室に入り、手近な男子生徒に自分の席を聞いてみる。


    「おまえの席はあそこだろ、変なやつだな。いや、べつに普通か。海かいはいつも抜けてるからな、天然っていうかさ」


    　……失礼な。


    　海からしたら初対面だったのだが、相手は友だちのような反応を返してきた。すでに十一月だし、クラスメイトとしてそれなりのつきあいがあるのだろう。


    「抜けてるついでに聞きたいんだけどさ、おまえの名前ってなんだっけ？」


    「おいおい、さすがに冗談だよな？　オレの名前はＡだろが」


    　ああ、やっぱり。モブキャラは今回もこういう扱いか。海はやるせない気持ちを抱えながら自分の席に向かう。


    「おはよう」


    　海が椅い子すに座ったのと、ほとんど同時だった。聞き覚えのある声と共に、誰かが隣の席に着いた。


    　海は、まさかと思って彼女の顔を見る。


    「……なによ、人の顔をじろじろ見て。気持ち悪いわね」


    　楠くすの瀬せユウヒ────。


    　ドリメモ１に続き、彼女はドリメモ２にも登場するようだった。なんの因いん果がか、再び隣同士の席になっている。

  


  [image: ]


  
    「おまえ……ユウヒ、だよな？」


    「なにを当たり前のことをのたまっているのかしら、アホなんじゃなくて」


    　口く調ちようも態度も、海かいが知るユウヒに間違いない。そして彼女には、れっきとした名前がある。つまりは攻略ヒロインのひとりなのだ。


    　このような事態は一度は経験ずみなのだから、動揺することはないと言い聞かせ、海は努めて冷静になる。


    「あいさつが遅くなったな、おはよう。これからよろしくな」


    「……なによ、いきなり改まって。気色悪いわね」


    　眉まゆをひそめるユウヒをよそに、海は教室を見回した。


    　すると窓際の席に、弓ゆみ倉くら小こ雨さめの姿も発見できた。ユウヒと同じく二度目の登場ということもあってもう驚かない。


    　海は席を立って小雨に近づく。念のため、名前を持っているか確認しないといけない。


    「おはよう、弓倉」


    「フフフ……浅はか」


    「……なにがだ」


    「ホームルームが始まるのです。早く席に戻るべきなのです」


    　チャイムが鳴った。


    　弓倉と呼びかけたとき、彼女は否定しなかった。つまり彼女も名前持ち。攻略ヒロインのひとりで間違いない。


    　判明した攻略ヒロインは、メールで空そらに知らせることにした。ほかにも名前持ちのキャラクターがいないかどうか、休み時間を使ってクラスメイトに話しかけてみるつもりだ。


    　ホームルームが始まると、担任の先生が来月から始まる期末テストについて話し始めた。海にとってはうんざりする話である。


    　ドリメモ１の場合と変わらなければ、夢ゆめ色いろ高校は選択授業だが、テストのほうは全教科が実施される。海としては、授業もテストも体育だけを選びたい。それなら気が楽だ。


    　『運動』パラメータはもう、カンストしているけれど。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空は、授業が始まってもクラスメイトの楠くすの瀬せアサヒを気にしていた。


    　そう。


    　アサヒもまた、名前持ちのキャラクター。攻略ヒロインのひとりである。


    　これで判明した攻略ヒロインは、楠瀬ユウヒ、楠瀬アサヒ、弓倉小雨の三人となった。


    　兄はまだアサヒと出会っていないだろうが、ゲーム初日の今日きようはプロローグであるヒロイン紹介イベントに費やされるので、近いうちにアサヒと会話することになるだろう。


    （このドリメモ２でも、１と同様、兄さんの友だちや知りあいが攻略ヒロインを演じることになるようですね……）


    　ドリメモ１をクリアしたことで、ゲーム世界と現実世界の関係性はある程度判明している。


    　システムをはじめとするゲームルールや、物語の舞台はソフトに準じゆん拠きよするが、キャラクター設定に関してはプレイヤーの影響を受けるようだ。主人公のステータスは実際の兄のステータスとなり、攻略ヒロインもまた兄との関係性が強い知人が選ばれている。


    　友とも利り星ほし見みは、兄が世話になった部活のマネージャー。１で兄が攻略を果たした。


    　楠くすの瀬せユウヒとアサヒは、兄の幼おさななじみ。１では兄の攻略に協力してもらった形。


    （弓ゆみ倉くら小こ雨さめ先輩のことは……よくわかりませんけど）


    　兄と小雨の関係は、空そらは詳しく知らない。兄の話では単なるクラスメイトのようだが、攻略ヒロインになるくらいなので、それだけとは思えない。


    　ゲーム世界と現実世界の関係性について、ほかに重要なのは時間経過に関してだろう。


    　ドリメモ１での経験から計算すると、仮想の一年は現実の八時間。


    　ゲームオーバーでも現実の時間が少し進むらしく、一回につき一時間程度だと考えられる。


    　今回のゲームスタートがだいたい夜七時。翌日の登校時間までは十二時間以上ある。攻略によほど時間をかけない限りは、前回のように学校を無断欠席することはない。


    　あとは、ある意味最もタチが悪いのが、ゲーム世界でゲームオーバーになると現実世界で服が脱げてしまうこと。


    （厚着をしているので、こちらはクリアしたも同然ですけどね。えっへん）


    　空は自信満々だ。というよりも、無理やりそう思い込もうとしている。兄に裸はだかを見られたことはすでにトラウマみたいになっている。


    （……わたしも、兄さんの裸は見てしまいましたけど）


    　空は照れを抑えられない。だけど忘れるつもりはない。


    　その記憶は逆に、空の宝物みたいになっていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　昼休みになると、綾あや野の海かいは教室を出て中庭に向かう。そこのベンチで空と昼食の待ち合わせをしている。


    　胸ポケットのパーシィは、退屈な授業中に居眠りを始め、まだ目覚めない。気楽なものだ。そんなパーシィが海にはうらやましい。自分だって可能なら授業は全部寝ていたい。


    　授業以外の時間では、クラスの生徒たちに一通り話しかけてみたのだが、名前持ちだとわかったのはユウヒと小雨のふたりだけだった。


    　そこにもうひとり、空そらからのメールにあったアサヒも加えることができる。


    （……この流れからすると、友とも利り先輩もいるのかもな）


    　海かいはドリメモ１をクリアするにあたり、友利星ほし見みを攻略した。だからと言って、今度も彼女を攻略するとは限らない。むしろ今はその逆で、攻略する気が起きなかった。


    （だって、俺おれは……）


    　海が階段を降りたとき、廊下の向こうで見知った後ろ姿を見つけた。


    　もしかして、と思っていると、その女子生徒は廊下の角を曲がった。


    　視界から消える寸前に見えた横顔は、間違いなく星見だった。


    　海は駆かけ出す。


    　もう見えなくなってしまった姿を追い、廊下を曲がる。


    　だが、その先に星見の姿はない。ほかの生徒をかき分けながらしばらく探し回ってみたが、結局見つけられなかった。


    （……やっぱり、友利先輩も攻略ヒロインのひとりってことか？）


    　だが、本当にそうだろうか。


    　すんなり受け入れることができないのは、出会おうとしたのに出会えなかった先ほどの状況が、以前のすれ違いに似ていたから。ステータスが足りなくて、会話はおろか会うことすらできなかったドリメモ１での苦い経験に重なったのだ。


    「あ、センパイ！」


    　元気な声に呼びかけられ、海の思考は途中でストップした。


    　見れば、アサヒが満面の笑みを浮かべてこちらに駆けてくる。きっとアサヒのお尻しりにしっぽがついていたら、左右にぶんぶん振っていただろう。


    「これから学食ですか？　あ、お弁当持ってるし、違うのかな」


    「中庭で食べるつもりだったんだ」


    「……外に出るんですか？　この季節だと、寒いと思いますよ」


    「天気はいいし、なんとかなるさ」


    　海は平気でも、空が寒いと言うようなら、次からは校舎の中で待ち合わせすることにしよう。


    「センパイ、もしかして空ちゃんと一緒ですか？　空ちゃんも昼休みになったらすぐに教室を出ていったから」


    「まあな、そんなところだ。アサヒちゃんは学食か？」


    「あ……えっと、実はボクもお弁当で……」


    　その言葉を聞いて、海はアサヒも誘おうかどうか迷った。


    　だが、すぐに打ち消す。アサヒが一緒だと、ドリメモ２の攻略について話せない。空と昼飯を食べるのは、作戦会議の一いつ環かんなのだから。


    「ごめん。俺、急ぐから。じゃあな」


    「あ……」


    　去り際に見えたアサヒの表情は、沈んでいた。お尻しりにしっぽがついていたら、へなへなとしおれていたに違いない。


    　罪悪感を抱いだいたが、アサヒは攻略ヒロインのひとりなのだから、いたずらにフラグを立てることはできない。


    　海かいはまだ、誰を攻略するか決めていないのだ。


    （いや……攻略したい相手は、いちおういるんだよな）


    　今のところ判明している攻略ヒロインは、楠くすの瀬せユウヒ、楠瀬アサヒ、弓ゆみ倉くら小こ雨さめの三人。この中からひとりを選べと言われたら、彼女しかいない。


    　今は離ればなれの相手だが、ドリメモ１の経験を経へて、少しは近づくことができた幼おさななじみの女の子。


    　もしもドリメモ２の攻略に成功したら、現実での距離もさらに縮まるのではないか……。


    　この世界に降り立ったときから、海は漠ばく然ぜんとそう思っている。


    



    「兄さん、こっちです」


    　中庭では、空そらがベンチに座りながら手招きしていた。


    　海が近づくと、空は横にずれてひとり分のスペースを作る。海はうなずいてそこに座る。長年連れ添った夫婦のように息がぴったり合っていた。


    「空、寒くないか？」


    「兄さんは寒いんですか？」


    「いや、少し肌はだ寒いけど、このくらいなら平気だ」


    「日差しも柔らかいですし、この時間は風も弱いです。凍えることはないと思います」


    「それは、寒いってことか？」


    「兄さんが平気なら、わたしも大丈夫ということです」


    　答えになっているような、なっていないような。


    「わたしからも質問です。兄さんは今日きよう、アサヒちゃんと出会いましたか？」


    「ついさっき、会ったよ。ちょっと話しただけで別れたけど」


    「ということは、アサヒちゃんも攻略ヒロインのひとりで決まりですね。ドリメモ２のヒロインも、１に引き続いて兄さんの友だちや知りあいなのも決定のようです。キャラクターが一新しているため、攻略サイトの情報が使えないのも残念ながら確定しました」


    　残念と言いつつ、空の顔は暗くない。想定の範囲内だったからだ。


    「ヒロインは全部で四人って話だよな？　まだ、あとひとり残ってるわけか」


    「いずれ出会うと思いますよ。ドリメモ１の場合を考えれば、友とも利り先輩かもしれません」


    「……いや、たぶんそれはない。さっき友利先輩を見かけたんだけど、すれ違ったんだ。紹介イベントが始まってるなら、そのときに会話できたはずだ」


    「なるほど……」


    　空そらは人さし指を顎あごに当てる。思案するときの空のクセ。


    「まだ断言はできませんけど、兄さんが学校に通っている間に友とも利り先輩とのイベントが発生しなければ、攻略ヒロインから除外していいと思います。いくら姿が似ていても先輩は名前持ちにならず、モブキャラと同様の扱いになってしまうことでしょう」


    　内心、ホッとする。海かいはそもそも、星ほし見みが攻略ヒロインではないことを願っている。


    （……俺おれはきっと、友利先輩には恋をしていないからな）


    　ドリメモ１での経験で、それがわかったのだ。


    　だったらなぜ、海は一度、星見を攻略しようとしたのか。海がそう思うに至った、星見に対する気持ちの正体とは、なんだったのか？


    　去年の秋、台風の中をグラウンドでひとり立ち尽くす星見。


    　海は放っておけなかった。


    　野球部のマネージャーとして、これまで助けてもらっていたのだから当然だ。だからこそ今度は、自分が星見を助けたかった。


    　この気持ちに、感謝以上のものはないと今なら言える。少なくとも恋とは違うのだと、星見を攻略したことで、海は確信を得ることになったのだ。


    「攻略ヒロインが友利先輩じゃないとすると、残りのひとりは誰になるんだろうな」


    「このまま[image: ]なぞの存在として物語が進む場合もありますよ」


    「……そうなのか？」


    「兄さん、忘れたんですか？　ドリメモ１のときだって、最後のひとりは[image: ]だったじゃないですか。結局、エンディングを迎えても[image: ]のままでしたけど」


    　空のその言葉は、ちょっと非難めいて聞こえた。


    「そっか。最後のひとりが隠しヒロインって線もあるのか」


    「紹介イベントには登場せず、プレイの最中にある条件を満たすことで、初めて攻略可能になるキャラクターといったところでしょうね。ですので、もしもそうだった場合は……」


    「今は考えてもしょうがないから、前回同様、無視すればいいんだな？」


    「あ……はい……」


    　海が先回りして答えると、空は複雑な表情で言葉を濁にごした。


    　最後の攻略ヒロインが隠された存在なのかどうかは、今日きようの学校が終わればわかる。昼休みの作戦会議の続きは、ひとまず帰宅後に持ち越しとなった。


    　弁当を食べる空の横顔は、やっぱり複雑そうだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは結局、放課後になっても星ほし見みとは出会えなかった。


    　星見はやはり攻略不可のキャラクター。モブキャラのようなもの。


    　今回、彼女がそのような扱いになったのは、ドリメモ１で一度攻略したからだろうか？　海には判断がつかない。空そらにも、もちろんパーシィにも。


    　海は昼休みに続いて、下校も空と待ち合わせをした。商店街に寄って、一緒に夕飯の買い出しをする。海の役目は荷物持ちだ。


    　この商店街が現実世界とは異なっているとしても、空が買う材料はあまり変わらない。空は栄養バランスをしっかりと考えている。海が運動部員だったから、特に。


    　海が部活を辞めてからは、運動量が減ったぶんだけ食べる量も減っているが、食事内容のほうは維持している。空は決して口にしないが、海に部活に復帰してほしいと願っているのかもしれない。


    　帰宅後、夕飯の準備を始める前に作戦会議を進めることにした。


    「判明した攻略ヒロインは、結局三人だけでしたね」


    「残りのひとりは隠しヒロインみたいだな」


    　いつ出会えるかわからない隠しヒロインはひとまず無視して、今後はユウヒ、アサヒ、小こ雨さめの三人をターゲットに動くことになる。


    「兄さん、覚えていますか？　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームの鉄則は、攻略ヒロインをひとりにしぼることですよ」


    「嫌というほどわかってる。途中でほかのヒロインに乗り換えたり、二ふた股またかけたりするとダメなんだよな」


    「複数のヒロインを同時にねらうと、どうしてもプレイに無駄が多くなってしまいます。プレイヤーが選んだ相手を一いち途ずに攻略するのが、結果的にはクリアへの近道になるんです」


    　ドリメモ１でも一途に星見をねらったことで、めでたくハッピーエンドを迎えたのだ。


    「ヒロインを選んだあとは、そのヒロインが好みそうなステータスを探ることになるんだよな」


    「それに加えて、朝にも言いましたけど、今回はコミュモードという新しいシステムが導入されています。ヒロインとのコミュニケーションが重要な要素になるんです」


    「……だったら、おあつらえ向きだな」


    「なにがですか？」


    「俺おれは、攻略ヒロインにユウヒを選ぶよ」


    　空は目を見開いた。意外な答えだったようだ。


    「……理由を聞いてもいいですか？」


    　海はうなずいて、


    「俺は、ユウヒともっと会話したいんだ。もう長い間、話してないからさ。それに俺にとって、ユウヒは一番の友だちだ。ドリメモ１ではいろいろ苦労したけどさ、そのゲームをクリアしたおかげで俺おれはユウヒとの仲を諦あきらめずにすんだんだ」


    　ドリメモ１ではひさしぶりにユウヒと会話ができて、うれしかった。クラスメイトになれて、席も隣同士になったのだ。現実のユウヒは街を出て、海かいに対して二度と会うことはないとまで言ったのだから、よけいに心が躍った。


    　海も、一度はユウヒとの仲を諦めた。それでもドリメモ１での経験から、海は現実に帰還したあと、ユウヒにメールを送ることができた。


    　返信はあった。淡たん泊ぱくな文面だったし、海のメールに対してユウヒがどのように思ったのかは定かではないが、ふたりの仲はかろうじて保つことができたのだ。


    　海はこのドリメモ２で、ユウヒとの距離をさらに縮めたいと思っている。


    　たとえ仮想だろうと、ユウヒとの仲を深めることができるなら、それは現実での勇気に変えられる。


    　なんといっても彼女は、転校ばかり繰り返していた海の初めてできた友だちなのだ。


    「……空そら。こんな理由じゃ、ダメか？」


    「いいと思いますよ」


    　海が拍ひよう子し抜けするほど、空はあっさりと肯こう定ていした。


    　ユウヒを選んだのは自分本位な理由なのに。感情や感傷を捨て、効率だけを求めれば、ほかのヒロインを選ぶ手もあるだろうに。


    　空は最初から、海が選んだ相手を否定するつもりがなかったんだろう。プレイヤーが攻略したいと思う相手をねらうことこそ最善というのが、空のゲームスタイルなのだから。


    「兄さんのその気持ちは、もしかしたら恋かもしれないんです。だったらわたしは、そんな兄さんを応援するだけですよ」


    　自分はユウヒに恋をしているのかと問われれば、答えられない。


    　これまで海はユウヒを親友だと思っていたし、その範囲でなら好きだと言えるが、この気持ちが異性に対する好きと言えるのかまでは断言できない。海は自分を、まだ恋に疎うとい人間だと思っている。


    　だけど、この世で最も信頼できる妹の空が応援してくれるのなら、迷う必要はなかった。海はユウヒの攻略に乗り出すことを心に決める。


    「そうだよな。ただの友だちから恋人に発展することだってあるもんな！」


    「兄さん、ノリノリですね」


    「なんだその呆あきれた目は……」


    「以前は友とも利り先輩のことが好きかもしれないと言っていたのに、もう未練がないんだなと思っただけです。兄さんは初恋がまだだと言っているわりに、実は惚ほれっぽいんじゃないですか？」


    「いや、水差すなよ。おまえが応援してくれたから、俺も迷いがなくなったのに」


    「そういうことなら、すみませんでした。ゲームも恋愛も、迷いは禁きん物もつですからね。アサヒちゃんからの猛アタックにおされて、迷ったあげくに二ふた股またをかけたら許しませんよ」


    「アサヒちゃんのこと、言うと思ったよ！」


    　ドリメモ１では二度もアサヒをフることになってしまい、そのたびに空そらから怒られた。海かいも忘れていない。


    　今では戒いましめのようになっている。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その夜。綾あや野の空は入浴しながら思いにふける。


    　考え事をするにはお風ふ呂ろが一番。昔から続いている空の日課。それは現実の話だけではなく、仮想のこの世界でも変わらない。


    （兄さんは、攻略ヒロインにアサヒちゃんを選びませんでしたね……）


    　てっきりアサヒを選ぶと思っていたのに。ドリメモ１でも、何度も告白されていたし。兄もまんざらでもなかったようだし。


    　思い出すとムカムカするが、友だちのアサヒが幸せになるなら……といった気持ちも混在して、考えがまとまらなくなってくる。


    　空は湯船のお湯で顔を洗って、思考を修正する。


    　兄のステータスは最初から『運動』が高い。


    　そのため、今作もアサヒとのフラグが立ちやすい。ドリメモ１の経験から、アサヒ攻略に必要なパラメータは『運動』だと思われるからだ。


    　効率だけを求めるなら、必要ステータスのひとつが『運動』だとわかっているアサヒを攻略するのが楽だろう。それは兄も知っているはず。


    　だけど、兄はあえてユウヒを選んだ。


    　そして空もまた同調した。好きな相手を攻略することこそが結果的に近道。このスタイルこそが恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームの王道。


    　言い換えれば、ゲームは楽しんでプレイしてこそ意味がある。


    （恋愛だって、本来は楽しいものだと思いますから……）


    　空はそう、自分自身に言い聞かせる。自分が望んでいる恋愛が苦難の道だからこその望みかもしれない。


    　つくも神がみの願望はあくまで、プレイヤーがハッピーエンドを迎えてくれること。とはいえ、嫌々ゲームをプレイするだけでつくも神が満足するとも思えない。コミステは長い間、プレイヤーにゴミ捨てと揶や揄ゆされてきたゲーム機なのだから。


    （どんなに理り不ふ尽じんなゲームだって、楽しんでプレイする。恋愛ＳＬＧだったら、楽しんで好きな相手を攻略する。わたしはそれで正しいと思います）


    　空そらは信じて疑わない。無理やりにでもそう思い込もうとする。


    （わたしが迷ったら、兄さんまで迷わせてしまうんです……。だからわたしは、このスタイルをくずそうとは思いません）


    　空は今後、ユウヒを攻略したいと言った兄を応援することになる。


    　星ほし見みが相手のときよりも気楽なのは確かだ。


    　空もまた、ユウヒのことが好き。尊敬していると言っていい。


    　彼女は頭脳明めい晰せきで、洞どう察さつ力りよくがあって、たとえ口が悪くても本当は心優しいところがある。ドリメモ１でもらったアドバイスだって的確だったのだ。


    　兄とユウヒは、お似合いのふたり組だと感じる。だらしない兄を、ユウヒはしっかりと支えてくれそうだ。ただ、アサヒが言うにはユウヒも家ではだらしないらしいけれど。前作でそんな情報をもらっている。


    　なんにせよ、ゲームクリアのために空がやるべきことは決まっていた。


    （わたしは……兄さんとユウヒ先輩が恋仲になるために、手助けしないといけないんです）


    　ふたりがいくらお似合いだろうと、複雑な感情はどうしたって拭ぬぐいきれない。


    「……兄さんの、バカ」


    　空は湯船にぶくぶくと沈んでいった。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２②　～コミュモード～


    



    



    　翌朝、綾あや野の海かいはパーシィにたたき起こされるよりも早くベッドから抜け出し、顔を洗ってキッチンに入った。


    　そこでは妹の空が、普段どおりに朝食を作ってくれている。


    「おはようございます、兄さん。ちょうど朝ごはんができたところです」


    　現実と変わらぬこの空気が、海に安心感を与える。ドリメモ２の攻略はうまくいくのか、そういった不安が少しは和らぐ。


    　大食らいのパーシィはすでに食卓についている。


    「海、遅いんだぞ！　もうちょっとで先にいただきますをしてたとこなんだぞ！」


    「ダメですよ、パーシィ。ごはんはみんなそろってからです」


    「はーい！」


    　おあずけを食らう犬みたいだ。


    　三人が座ると、みんなそろって行儀よく手を合わせる。食事時だけは静かなパーシィなので、海かいと空そらは今のうちにユウヒ攻略について話しあう。


    　今後も食事時の作戦会議は恒こう例れいになるだろう。朝、昼、晩共に。


    「兄さん。ユウヒ先輩を攻略するにあたって、必要なステータスはどれになるか、当たりをつけることはできますか？」


    　パラメータの『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』のうち、ユウヒはどれを好むのか。せめて取っかかりくらいはつかめなければ、今日きようから始まる選択授業でつまずいてしまう。


    「俺おれも昨日きのうから考えてたんだけどさ。正直、さっぱりなんだよな」


    「……兄さんは、ユウヒ先輩の親友だって言っていたじゃないですか。それでなくとも幼おさななじみなんですし、少しくらいなにかわからないんですか？」


    「それを言ったら、おまえもユウヒとは幼なじみになるだろ。そっちは心当たりないのか？」


    「正直、さっぱりです」


    「……だよなあ」


    　ユウヒとはそれなりに長いつきあいだ。なのに、ふたりしてユウヒの好みに見当がつけられない事態におちいっている。


    「ユウヒ先輩は、みだりに自分のことを話しませんからね……」


    「そういう性格なんだよなあ」


    　なにが好きでなにが嫌いか、といった話をこれまでユウヒ本人から聞いたことがない。妹のアサヒはその逆で、こちらから聞かなくても自分のことをよく話す性格なのに。


    「しかも、ユウヒの好みを最低でも二種類は知らないといけないんだよな」


    　ドリメモ１のラストでもらった攻略ヒントでは、ハッピーエンドを迎えるにはステータスを二種類以上満たす必要があるとのことだった。


    　攻略サイトによれば、ドリメモ１と同様、ドリメモ２でもクリア条件は同じ。ナンバリングタイトルらしく、ある程度システムは引き継がれている。


    「友とも利り先輩の攻略に必要なパラメータは、『運動』と『情熱』だったよな。じゃあ、ユウヒはそのふたつ以外になるんじゃないか？」


    「そうですね……。ゲームバランスを考えれば妥だ当とうですけど、過信は禁きん物もつです。ギャンブルでよくおちいるらしいんですけど、前回は外れたから今回は当たる確率が高いはず、というのは負けパターンの思考なんだそうです」


    「……前回も今回も、『運動』と『情熱』が必要な可能性は十分あるってことか」


    「ノーヒントの現状だと、選択授業は『運動』以外を平均的に選んでいくしかありませんね。兄さんのステータスが『運動』以外も高くなってくれれば、のちのち役に立つはずです」


    　空の助言に、海は眉まゆをひそめる。


    「その方法って、ドリメモ１のときにダメ出ししてなかったか？　たしか、手当たり次第ステータスを上げまくると、複数のヒロインとフラグが立って修しゆ羅ら場ばになるって聞いたような」


    「安心してください。ドリメモ２のシステムなら、ステータスを上げるだけではハーレム……もとい、修しゆ羅ら場ばにはなりません。コミュモードがありますからね」


    　複数のヒロインとステータス条件を満たしても、コミュモードでイベントを進行させない限りはヒロインとの仲も進展しない。幸いにも新システムのおかげで、ステータスを上げることのデメリットがなくなったのだ。


    「コミュモードって、放課後に一緒に下校しながら会話するだけでいいんだよな？」


    「はい、そこで選んだ話題いかんで、ヒロインとのイベントが進行するというものです。なので兄さんは、毎日必ずユウヒ先輩と帰ってください」


    　ユウヒと下校を共にすることなんて、小学校以来だ。海かいはちょっと尻しり込ごみする。


    「複数のヒロインと一緒に下校すると、同時にイベントが進行して、修羅場に突入するかもしれません。その点は気をつけてくださいね。兄さんはユウヒ先輩に対して、ふたりで帰ろうと言って誘うようにしてください」


    「……具体的にどうやって誘えばいいんだ」


    「遊びにいこう、買い物につきあってほしい、といった感じで理由ならいくらでもつくれると思いますよ」


    　ユウヒは友だちなのだから、共に帰るくらいは簡単なはずだ。


    　だが、ユウヒとは小学校時代には一緒に遊ぶことが多かったが、中学校に上がってからはそんな機会もめっきり減って、高校に進学した際にはついに離ればなれとなったのだ。


    （……そう考えると、俺おれって本当にユウヒの友だちなのか？）


    　今さらながら不安になる。


    「一緒に帰って、コミュモードを駆く使しすることで、ユウヒ先輩の好みも探れると思います。兄さん、頼みましたよ」


    「あ、ああ。がんばってみるよ」


    「もしもユウヒ先輩が先に帰ってしまっても、ちゃんと追いかけてくださいね」


    「……ストーカーみたいだな。でもさ、現実の街と違うからユウヒの住所は知らないし、帰り道がわからないぞ。追いかけようがないじゃないか」


    「ケータイで連絡をとればいいじゃないですか」


    「無視されなければいいけどな……」


    　無視されないとしても、「アホなんじゃなくて」の一言で拒絶されそうだ。


    「……兄さんは、ユウヒ先輩のことになると消極的になりますよね。気持ちはわかりますけど、兄さんの長所は積極性にあるんですから、それを忘れないでほしいって思います」


    　一度は縁を切られた相手だけあって、海はユウヒに対してだけは後ろ向きになることが多い。言い換えれば、この関係を修復したいと思うからこそ、ユウヒ攻略に乗り出したのだ。


    「兄さん、安心してください。ユウヒ先輩の居場所を見失ったとしても、大丈夫なんです。ドリメモ２にはコミュモードの補助的なシステムが搭とう載さいされていますから」


    「……まだ新しいシステムがあったのか」


    「兄さんのケータイに、メニューがひとつ加わっていると思いますよ」


    　ケータイを開くと、ステータスのほかにもうひとつ、『マップ』という項目が増えている。これはドリメモ１にはなかったメニューだ。


    「実は、今作ではマップ移動ができるようになったんです。ＡＤＶアドベンチヤーではたまに見かけるシステムなんですけどね。ケータイメニューから地図を表示できると思います」


    　海かいがマップのメニューを選ぶと、街の縮図が液晶画面に現れた。


    　地図上にマークが三つ、点てん滅めつしている。空そらの説明によれば、このマークはヒロインの現在位置を示しているとのことだ。


    「マップを使えば、ユウヒ先輩、アサヒちゃん、弓ゆみ倉くら先輩の三人の居場所を調べることができるんです。住所だってすぐに判明します。ヒロインと接触したいときは、このシステムを使うことをお勧めします」


    　これさえあれば、ヒロインが今どこにいるか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    　コミュモードを利用するには放課後にヒロインを誘う必要があるので、そのサポートシステムといったところなのだろう。


    「でも、四人目のヒロインは表示されないんだな」


    「やはり残りのひとりは、隠しヒロインのようですね」


    「マップにも出てこないくらいだし、もう最初からいないものとして扱うしかないよな」


    「……そうですね」


    「おまえの考えてることはわかってる。目移りは禁止、ほかのヒロインにうつつを抜かしている暇ひまはない、隠しヒロインを気にするなんてもってのほかって言いたいんだろ？」


    「……そうですね」


    　空の声がなんだか重たい。


    「兄さんの言葉は間違っていません。ですので、わたしも今後は兄さんと一緒には帰らないつもりです」


    「え、そうなのか？　空は攻略ヒロインとは関係ないじゃないか」


    「……念のためです。商店街での夕飯の買い出しも、わたしひとりで大丈夫です」


    「荷物持ちくらいは手伝うぞ？」


    「いえ、兄さんはヒロイン攻略に専念してください。代わりに、わたしは兄さんのサポートに専念しますから」


    「わかった。ありがとうな」


    「お礼は筋違いですよ。ふたりで協力して、ゲームクリアを目指しましょう」


    　そのためにも、空の助言は忘れない。


    　海かいは改めて宣言する。


    「俺おれは、ほかのヒロインには目もくれない。隠しヒロインなんて空気も同然だ。たとえ登場したって俺には虫以下にしか見えないぜ！」


    「……ごちそうさまでした」


    　空そらは超不機嫌につぶやくと、空あいた食器を持って席を立った。


    　場の空気がとんでもなく重い。


    「……おまえ、なんでそんなに不機嫌なんだ？」


    「知りません」


    　空はぴしゃりと言って、その後はだんまりを決め込んだ。


    「ごちそうさま！　おいしかったんだぞ、空のごはんがあればあたしは生きていけるんだぞ！」


    　パーシィの能天気な声が、海には天の助けに聞こえる。


    　その後、海は登校すると、ユウヒ攻略のプランをなによりも優先して過ごした。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　学校が終わって帰宅すると、海は真っ先にその結果を空に報告した。


    「ユウヒを誘って一緒に下校しても、ろくに会話できねーよ！」


    「それは今の兄さんがユウヒ先輩と釣り合っていないからです。先輩から見たらモブキャラだからです。そんな虫と同レベルな相手とまともに会話してくれるわけがありません」


    「今け朝さの話とちがくね！」


    「つーん」


    　空が朝からずっと不機嫌だ。海としては理由がよくわからない。


    　それよりも、プランが失敗に終わったことのほうが海を悩ませている。


    　海は退屈な授業が終わると、放課後にさっそくユウヒを誘った。たまには一緒に帰らないか、と無難な理由を使って。


    　さりげなく誘ったつもりだが、内心はドキドキもの。相手にも伝わったかもしれない。


    　それでも、ユウヒはいぶかしみながらも了承してくれた。ふたりの帰り道は違っていたのだが、海はユウヒの自宅までつきあうつもりだ。なるべく長く接触していたい。


    　海は道すがら、作戦どおりユウヒと会話しまくることにした。『コミュモード』で選べるのは『勉強』『スポーツ』『娯楽』『家族』『友達』『恋愛』『エッチ』の七種類。


    　手当たり次第に話題を振った結果、こんな具合になった。


    



    「なあ、ユウヒ。先生も言ってたけど、もうすぐ期末テストだな」


    　────コミュモード『勉強』。


    「おまえって成績はどのくらいだっけ？　あまり目立ってなかったと思うけど」


    「アホなんじゃなくて」


    　会話終了。


    　ユウヒは仏ぶつ頂ちよう面づらで黙ってしまった。勉強の話題はお気に召さなかったらしい。海かいは諦あきらめずにトライする。


    「あのさ、ユウヒ」


    　────コミュモード『娯楽』。


    「これから一緒に、どこかで遊んでいかないか？」


    「アホなんじゃなくて」


    　会話終了。


    「……ええと、そういえばさ」


    　────コミュモード『家族』。


    「アサヒちゃん、元気か？」


    「アホなんじゃなくて」


    　会話終了。


    「……ところでさ」


    　────コミュモード『恋愛』。


    「おまえ、好きなやつとかいるのか？」


    「アホなんじゃなくて」


    　会話終了。


    　ここで海の心は折れたのだった。


    



    「なんだよこれ！　どれ選んでもアホ言われるだけだよ！」


    「すべては兄さんが虫以下だからです」


    　空そらの言いぐさがひどい。


    「……まあ、俺おれのステータスが足りないせいなんだろうけどさ」


    　ユウヒは最後まで海の言葉にまともに答えず、帰り道の途中で用事があるとそっけなく言ったあと、そのまま立ち去ってしまった。


    　海には追いすがる気力が残っていなかった。


    　いちおうマップを使って、ユウヒが向かった先は調べてみた。地図によると、どうも商店街に寄ったようだ。とはいえ、正確な居場所までは突き止められなかった。マップはおおざっぱなので、どの店に入ったのかは不明。マップは万能ではないのだ。


    　ユウヒはいったい、商店街になんの用があったんだろう？


    「気になったんですけど、兄さんは『スポーツ』の話はしなかったんですか？」


    「いや、したよ。好きなプロ野球チームはどこか聞いたら、やっぱりアホって言われたけど」


    「なるほど……」


    　空そらはしきりにうなずく。


    「兄さんとユウヒ先輩のやり取りは、無駄ではありませんでした。兄さんがアホアホ言われただけではなかったんです」


    「……そ、そうか。で、なにがわかったんだ？」


    「ひとつめは、兄さんがアホなことと」


    「お願い！　傷をえぐらないで！」


    「ふたつめは、ユウヒ先輩の攻略に必要なステータスが『運動』ではないことです」


    「……そうなのか？」


    「はい。ユウヒ先輩は兄さんが選んだ『スポーツ』の話題に乗ってきませんでした。兄さんの『運動』は十分高いはずなのに。たとえばこれがユウヒ先輩ではなく、アサヒちゃんだったら、兄さんとの会話も弾はずんだことでしょう」


    「ドリメモ１でデートしたときは、スポーツの話題で盛り上がったからなあ」


    「リア充じゆうは死んでくれませんか？」


    「おまえがたとえ話したからだろ！」


    　空の機嫌は相変わらず悪い。


    「……要するに、早く『運動』以外のステータスを上げろってことだよな」


    「はい。でないと、ユウヒ先輩はまともに取り合ってくれません」


    「選択授業で体育以外を選び続けるしかないか」


    　現状ではユウヒと簡単な言葉くらいは交わせるが、それだけだ。もともとユウヒとの会話は、コミュモードに限らずあまり弾まないのだけれど。


    「兄さん。コミュモードを気にしすぎて、不自然な会話になっていませんか？　そうなると、よけいユウヒ先輩の機嫌を損ねてしまいますよ」


    「そんなこと言われてもな……」


    「一緒に帰って会話するだけが、攻略の道ではありません。放課後以外の時間も使って、ユウヒ先輩とお話ししてみてください。無理に好みを引き出そうとするのではなく、あくまで自然体を心がけましょう」


    「難しいな……」


    　空の言ったとおり、チャンスは放課後だけじゃない。ユウヒはクラスメイトなのだから、話せるタイミングは多い。使える時間はすべて使うべきだ。


    　ユウヒの好みを早く知るに越したことはない。必要ステータスの目星をつけられたら、効率よく選択授業を選べるようになるのだから。


    「急ぐべきではありますが、前回の友とも利り先輩と異なり、すれ違って会えないわけじゃないんです。焦あせっては事を仕損じます。急がば回れ、ですよ」


    「……まあ、休み時間も使ってユウヒと話してみるさ。この場合はコミュモードじゃなくて、日常会話の範はん疇ちゆうになるんだろうけど」


    　どこがどう違うのか、海かいには判別できないけれど。


    「ていうかさ、放課後に普通に会話するだけなのに、コミュモードなんて名前がついてるんだよな。このシステムって意味あるのか？」


    「たとえ意味のない選択肢でも、ユーザーが選んでいると思わせることができます。内容ではなく、選ぶことに意味があるんです。自分が主人公になった気分が味わえますから」


    「……そういうものか」


    「わたしたちはキャラクターになりきっていますから、視界に選択肢が表示されるわけではありませんし、実感できないのも仕方ありません。ただ、コミュモードは邪魔にならない程度の選択肢ですし、いいアクセントになっていると思いますよ」


    　海にとっては、むしろ邪魔になっている。システムを気にしてしまって、ユウヒとの会話がぎこちなくなってしまうのだから。


    　自分はもっと、ユウヒと自然に話がしたいのに。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌日。海は登校すると、昨日きのうの作戦どおり授業の合間の休み時間を利用して、隣の席のユウヒに話しかける。


    「なあ、ユウヒ。ちょっといいか」


    「なにかしら」


    「ユウヒの好みって、なんだ？」


    「なによ、やぶからぼうに……」


    「なんでもいいんだ。たとえば、好きな食べ物とかさ」


    「…………」


    　ユウヒは仏ぶつ頂ちよう面づらをくずさない。


    「あ、そういえば、嫌いな食べ物はあるんだよな。たしかニンジンとピーマンとパセリと……」


    　あれはたしか、ドリメモ１でのヒロイン紹介イベントだった。


    　弁当を忘れたユウヒのところに、アサヒが届けに来た。その際、ユウヒの嫌いな食べ物の話になったのだ。


    「な、なぜそれを」


    　ユウヒはめずらしく慌あわてていた。


    「いや、アサヒちゃんが言ってたからさ」


    「……ぐぬぬ」


    　なんか悔くやしそうだ。


    「アサヒにはあとできついお仕置きが必要ね」


    「べつにそれくらい許してやれよ……。で、好きな食べ物は？」


    「アホなんじゃなくて」


    　拒絶モードに入ってしまった。


    　こんなふうに基本、ユウヒはツンツンしている。


    　会話が弾はずまない、というよりも、ユウヒのほうで弾ませる気がまったくない。ユウヒが好む話題なんて、なにもないんじゃなかろうか。おかげで海かいは、幼おさななじみのくせにユウヒのことをほとんど知らない。その事実に今さらながら愕がく然ぜんとする。


    　……これじゃあやっぱり、友だちとは呼べないんじゃないか？


    　……ていうか俺おれ、嫌われてる？


    　こちらが一方的に友だちだと思っていただけで、ユウヒは違うのかもしれない。だとしたら、ユウヒにとって自分はいったいなんなのだろう。


    （どうしても、思考が後ろ向きになるな……。ダメだダメだ）


    　ユウヒ攻略はまだ始まったばかりだ。これでは先が思いやられる。


    　海は、ユウヒとのつきあいを思い返す。


    　会話が弾むことだって、これまでにあったはずだ。でなければ子どもの頃は一緒に遊んでいない。もっと早く疎そ遠えんになっていてもおかしくない。


    　ユウヒと離ればなれになったのは、つい去年のことなのだから。


    （俺は今まで、ユウヒとどんな話題で盛り上がっていた……？）


    　ユウヒと会話を交わしたのは、直ちよつ近きんで言えばドリメモ１になる。そのとき、ユウヒとどんな話をしただろう？


    （そうだ……。俺は、ユウヒに相談したんだよな。友とも利り先輩を攻略するためのヒントを教えてもらったんだ）


    　海が相談事を持ちかけると、ユウヒはいつも的確な回答をくれる。ユウヒと会話が弾むとしたら、そういった場合だ。


    　じゃあ、悩み事でも打ち明けてみようか？　このゲーム世界を攻略したい、ドリメモ２をクリアしてつくも神がみを満足させたいと。


    　……アホなんじゃなくてと一いつ蹴しゆうされそうだ。


    



    　放課後も、昨日きのうに続いてユウヒを誘う。


    「ユウヒ、一緒に帰ろうぜ」


    「……なんでよ。なにか私に用なのかしら」


    「一緒に帰るって用があるんだ」


    　ユウヒは怪け[image: ]げんそうな視線を送ってくる。


    「昨日きのうも誘ってきたけど、なにか企たくらんでるの？　もしそうなら、アホなんじゃなくて」


    　どうも警戒されている。今まで一緒に帰ることはほとんどなかったのに、二日連続となればこの反応も納得だ。


    　これでは、自然な会話とはほど遠い。ユウヒと一緒に下校して、さらに会話を弾はずませるというのは最初に考えていたよりもずっと難易度が高かった。


    「私は帰るから。それじゃ」


    「待てって。一緒に帰らないか？」


    「だから、なんでよ。理由がないじゃない」


    「……友だちだからって理由じゃ、ダメか？」


    　拒絶されるだろうか。海かいは内心で身構える。


    　だが、ユウヒからはなかなか返答が届かない。海から視線を外し、なにか思い悩むようにうつむいている。


    「……ユウヒ？」


    「アホなんじゃなくて」


    　決めゼリフが来た。


    「帰るわ」


    　ユウヒは通学カバンを取ると、海の言葉にはそれ以上聞く耳を持たず、ひとりで教室を出ていく。海とは最後まで目を合わせなかった。


    　そのユウヒの姿は、どこか余裕がないように見える。早く帰りたがっているというか。また商店街に用事があるんだろうか？


    （……俺おれから逃げただけかもしれないけどな）


    　落ち込みそうになるが、ぐずぐずしている暇ひまはない。使える時間はすべて使うと決めたのだ。


    　海は気持ちを切り替え、マップを調べる。


    　ユウヒは早々に学校を出て、通学路を歩いていた。


    　地図上のユウヒの動向を見ながら、足取りを追っていく。ユウヒはまっすぐ帰宅せず、途中で寄り道をした。昨日と同じく商店街を目指しているようだ。


    　海も急いで向かう。


    　商店街に着いて、改めてマップを確認。ユウヒは近くにいるようだが、詳しい居場所まではつかめない。


    　時間帯のせいもあって、ここは結構な人通りだった。ユウヒの体は小さいので、人混みの中を捜し出すのは難しい。


    「パーシィ、起きろ」


    　胸ポケットで居眠りしていたパーシィをつまみ上げる。


    「……ふにゃ？　もうごはんの時間？」


    「まだだよ。その前に一仕事だ。この近くにユウヒがいるはずなんだけど、一緒に捜してほしいんだ」


    「ふわー」


    「……あくびしてるんじゃねえよ。たまには役に立たないと、空そらに言って今日きようの晩飯を抜きにさせるからな」


    「楠くすの瀬せユウヒを捜せばいいんだな！　あたしに任せろよな！」


    　意い気き揚よう々ようと飛んでいった。使いようによっては役に立つパーシィと二手に分かれ、ユウヒの捜索を開始する。


    　パーシィは予想以上に早く戻ってきて、ユウヒを発見したと知らせてくれた。


    「あたしにかかればこんなもんだぞ。人間と違って空飛べるし、上から捜せるからな。人混みも関係ないぞ」


    「助かったよ、ありがとうな」


    「お礼より報ほう酬しゆうが欲しいんだぞ！」


    「晩飯はハンバーグにするよう、空に言っておく」


    「わーい！」


    　パーシィの案内で、海かいもめでたくユウヒの後ろ姿を発見。この先、ユウヒがどこかの店に入って買い物でもするようなら、好みがわかるかもしれない。


    　期待を抱いだいて尾行を始める。人通りのおかげで、向こうに気づかれないように歩くことは容た易やすい。


    　ユウヒが立ち寄ったのは、マンガ喫茶だった。一直線に店に入っていく。迷いがなかったので、初めから訪れるつもりだったんだろう。


    （……ユウヒって、マンガが好きなのか？）


    　なにか、イメージと違うような。


    　海もまたユウヒを追って入店する。さりげなく店内を捜してみたが、ユウヒの姿は見つからない。オープン席ではなく、個室に入ったようだ。


    　海はほかの客に不審がられないよう、ひそひそ声でパーシィと話す。


    「ユウヒがどこの席にいるか、また捜してくれないか？」


    　パーシィに頼めば、ユウヒがどんなマンガを読んでいるのかさえ知ることができる。


    「頼むよ。ハンバーグを二段重ねにしてやるからさ」


    　てっきり飛びついてくると思いきや、パーシィは険けわしい顔をする。


    「さすがにこれ以上は、手助けできないんだぞ」


    「……なんでだよ」


    「攻略ヒロインの情報は本来、プレイヤーが努力して手に入れるべきなんだぞ。あたしには録画機能がついてるけど、現実世界ならまだしも、このゲーム世界の録画は禁止されてるし。ヒロインのプライベートを記録できたら、過か剰じようなヒントになっちゃうからな。あくまでプレイヤーの力だけでゲームクリアしなきゃ、つくも神がみたちだって納得しないと思うんだぞ」


    「……たしかに、ドリメモ１の攻略でもおまえはほとんど役に立ってなかったけどさ」


    「あたしは役立たずなんじゃなくて、どうしようもない理由で手助けできないだけなんだぞ！」


    　食べて寝てばかりいるパーシィなので、あまり説得力はないけれど。


    「ゲーム世界の録画は禁止って言ったけどさ。誰に禁止されてるんだ？」


    「それは知らないんだぞ。ただ、あたしは生まれたときからそういう決まりになってるんだ」


    　パーシィの協力が望めないなら、今は引き下がるしかない。ユウヒの好みの手がかりはつかめたのだ。十分な収穫だと思えた。


    



    　マンガ喫茶に寄り道したぶん、帰宅は遅い時間になった。


    　キッチンでは、空そらがすでに晩ごはんの用意をすませている。ハンバーグの香ばしい匂におい。パーシィの希望はメールで伝えておいた。


    「いただきまーす！」


    　ご満悦のパーシィを横目に、海かいは放課後の出来事を空に報告する。


    「ユウヒ先輩の好みはマンガ……？　だいぶイメージと違いますね」


    　空もまた、海と同じ感想を持った。


    「マンガ喫茶に入ったからと言って、マンガを読んでいるとは限りません。ほかの用事があったのかもしれませんよ」


    「そうすると……もうすぐ期末テストだから、テスト勉強のために寄ったとか？　個室なら静かだし、勉強するにはもってこいの環境だ」


    「いえ、それだったら普通に図書館を使うと思いますよ」


    　マップでも確認できるが、この街にも図書館はちゃんとある。わざわざ代金を払ってマンガ喫茶を利用するメリットはない。


    「じゃあ……あの店でバイトでもしてるとか？」


    「兄さん、店内を捜してもユウヒ先輩は見つからなかったんですよね」


    「……そうだよな。バイトしてるなら、見つけられたはずだ。やっぱり個室にいたんだと思う」


    「バイトに関しては、念のためアサヒちゃんにも確認を取ってみますね。ユウヒ先輩がマンガ喫茶に寄っていることも聞いてみます。理由がわかるかもしれません」


    　パーシィは頼れないが、ほかの登場キャラクターに頼ることは許される。空はアサヒのクラスメイトだし、尋ねることも簡単だ。


    「兄さんもちゃんと、ユウヒ先輩本人に聞いてみてくださいね」


    「……教えてくれたらいいんだけどな」


    　どんなやり取りになるか、想像できるのが悲しい。


    



    　次の日、海かいは登校すると、ユウヒにマンガの話題を振ってみた。


    「アホなんじゃなくて」


    　やっぱり！


    「……ユウヒって、マンガは読まないのか？」


    「そう言ったじゃない」


    「いや、アホって言っただけだろ……」


    「まったく読まないわけじゃないけど、自分で買ったりすることはあまりないわね。暇ひまつぶしにアサヒから借りることがほとんどかしら」


    「じゃあ、マンガ喫茶で読んだりとかは？」


    「……ないわね」


    　答えに一瞬、間まがあった。


    「だいたい、なんでそんなことを聞くのよ」


    「俺おれ、おまえのことをもっと知りたいんだ」


    「あ、アホなんじゃなくて」


    　その後、海がいくら話しかけても、ユウヒはアホとすら言わなくなった。完全無視。お姫さまはお怒りのようだ。


    　休み時間に、空そらからメールがあった。アサヒに尋ねてみたようだが、ユウヒがバイトをしているなんて話は聞いたことがないらしい。マンガ喫茶に寄っていることも初耳だったそうだ。


    　ユウヒとマンガ喫茶の関係は、本人から直接聞き出すしかない。まあそれができれば、苦労しないのだけれど。


    



    　放課後に入ると、海はめげずにユウヒを誘う。


    「ユウヒ、一緒に帰ろうぜ」


    「…………」


    　完全無視。


    　今日きようは朝からこんな調子だ。ユウヒは黙々と帰り支度をしている。


    「……なあ、ユウヒ。俺が悪かったから、機嫌直してくれ」


    「あなたは、自分のなにが悪いのかをちゃんと理解しているのかしら」


    　やっと言葉が聞けた。


    「おまえのこと、しつこく聞いたから怒ってるんだろ。おまえって自分のこと話したがらないもんな。ほんと、悪かったよ」


    「50点」


    「……どういう意味だ」


    「それだけじゃ、まだ足りないって意味。自分のしでかしたことを、もっとよく思い返してみなさい」


    　言われたとおり、思い返してみる。


    「そういえば小学生のときに、おまえの着替えをのぞいてしまったな……」


    「ま、待ちなちゃい」


    　嚙かんだ。


    「……そんなことはなかったわ。あなたの記憶違いじゃなくて」


    「たしかあの日は体育の授業があって、女子は教室で体操服に着替えてたんだけど、ちょっと忘れ物したんで時間をおいて教室に入ったら、まだおまえがひとりで着替えてて……」


    「あなたの頭ず蓋がいを切開してその愚かな脳みそを、食べ残した梅干しと交換してやるわ！」


    「カッターと弁当箱持ち出して物ぶつ騒そうなこと言うなよ！」


    　その弁当箱に梅干しが残っているらしい。ユウヒは食べ物の好き嫌いが激しすぎる。


    「そんな黒歴史の話をしたいわけじゃないのよ……。あなた、昨日きのうは私のことを尾行してたでしょう」


    　バレていた。


    「いったいなにが目的なの？　私のなにを探っているのよ」


    「いや、その……。尾行したのは悪かったよ、ごめん」


    「質問に答えなさい。でないとあなたのことをまた無視するわ」


    　本当のことなんて、言っても無駄だ。下へ手たなウソをついたとしか思われない。


    　だが、ここでなにも言わなければユウヒ攻略が一気に遠ざかりそうな雰ふん囲い気きだった。


    　この場を切り抜ける策はないか、海かいは必死に頭を回転させる。この脳みそは、さすがに梅干しよりはマシなはずだ。


    「……実はな、おまえに相談があるんだ」


    「相談？」


    「ああ。でも、なかなか言い出せなくてさ……。それで、最近は不自然な会話になったり、つい尾行したりしたんだよ」


    「……そう。言い出すキッカケを探してたのなら、納得できる話ね」


    　ひとまずは信じてくれたようだ。


    「じゃあ、私になんの相談があるのかしら。ここまで来て、話さないって選択肢はなしよ」


    「ええと……なんていうか。攻略に苦労してて……」


    　とっさにうまい言葉が出ず、正直に話してしまいそうになる。そもそも海は、ウソをつくことが苦手だ。裏表がないのは海の長所であり、短所でもある。


    「攻略って、ゲームの話かしら？」


    　ユウヒが先を促うながしてくる。


    「……ま、まあそんなところだ。でもさ、ユウヒってゲームに詳しくないよな？」


    「勝手に決めつけないで。そんなこと、一言も言っていないでしょう」


    「あれ？　おまえってゲームするのか？」


    「……あなたには関係ないわ」


    「おまえ、自分で言っておいて……」


    「話の続きは帰りながらにしましょうか。教室はほかの生徒が残ってるし、相談事ならあまり聞かれたくないんじゃなくて？」


    　体ていよくごまかされた感じだったが、海かいはうなずいておく。


    　誰にも聞かれたくないというのは本当だ。ユウヒにも聞かせていいのか、迷うところではあるのだが。


    　どのように相談事を切り出すべきか考えながら一緒に下校していると、学校からある程度離れたところでユウヒのほうから口火を切った。


    「海。私に相談があるなら、力になってあげてもよくってよ」


    　海の話に乗ってくるのは、これが初めて。やはりユウヒと会話を弾はずませるには、相談事の体を成したほうがよさそうだ。


    　ドリメモ２の事情を話すわけにはいかないが、たとえ話ということにして、なるべく真実のままを告げることにする。


    「おまえ、恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームって知ってるか？」


    　────コミュモード『娯楽』。


    「知ってるわ。そういったジャンルのソーシャルゲームは、テレビのＣＭでたまに見るから」


    「俺おれがプレイしてるのはそういうのとは違うんだけどさ、最近そのジャンルのゲームについハマっちまったんだ」


    「ゲーマーの空そらの影響かしら？」


    「そう言っていいのかもな。キッカケは空だから」


    「あなたがゲームにハマるなんて、意外ね。梅干しまで筋肉みたいな人なのに」


    「それを言うなら脳みそまで筋肉だろ！　ネタひっぱりすぎなんだよ！……でな、今はあるヒロインを攻略中なんだけど、それがやけに難しくてさ。仲よくなる取っかかりさえつかめないっていうか」


    「そのヒロインって、どんな子なのかしら」


    「いつもツンツンしてて、不機嫌そうで、こっちから話しかけてもアホの一言で終わるんだ」


    「なにそれ、ひどい女ね」


    　おまえのことだよ！　とは口が裂けても言えない。


    「とにかくだ。俺おれはそのヒロインをどうしても攻略したいから、おまえの知恵を借りたいって思ったんだよ」


    「なんだか、お悩み相談というほどの問題じゃないわね……」


    　ユウヒは呆あきれている。こうなるとは思っていた。


    「というより、なぜそこで私に頼りたいと思ったのかを知りたいわ……。ゲームの悩みなら、空そらのほうがうってつけでしょう」


    「でも、俺にとってはおまえが一番頼りになる友だちなんだ」


    「あ、アホなんぢゃなくちぇ」


    　つっかえたうえに嚙かんだ。


    「……だいたい私は、恋愛ゲームには詳しくないのだけど」


    「てことは、恋愛以外のゲームには詳しいのか？」


    「あなたには関係ないわ」


    　ユウヒはつれなく言ってから、続ける。


    「助言というほどのものじゃないけど、こんな言葉があるわ。最善手を打てば必ず勝つのが将しよう棋ぎ、最善手を打っても負けてしまうのが麻雀マージヤン……」


    　……将棋？　麻雀？


    「おまえが詳しいゲームって、その手のやつか？」


    「そうじゃないわ、話は最後まで聞きなさい。私が言いたいのは、恋愛というのは将棋よりも麻雀に近くて、最善手が容た易やすく最悪手になりうるくらい先が読めないってことよ。理屈じゃなくて感情によるところが大きいからね。だから、どうすれば自分が好かれるのかを考えたって裏目に出やすい。打算的な人間があまり魅力的に見えないのも、それを裏付けてると思うわ」


    　言いたいことはわかるような気もするが、攻略ヒントと呼べるかは疑問だった。


    「まあ、これは実際の恋愛の話で、恋愛ゲームがどうなのかは知らないけど」


    「……結局俺は、ヒロインをどう攻略すればいいんだ」


    「あなたは計算で動くのが苦手なんだから、うじうじ悩まずに、やりたいようにやるべきよ」


    「そんなんでいいのか……？」


    「恋に正解なんてないのよ。それはきっとゲームでも同じ。主人公の数だけ攻略方法があって、さらにヒロインの数だけ攻略方法があるんだから」


    「膨ぼう大だいな数の攻略法がありそうだな……」


    「将棋の手の数は、この宇宙に存在する粒りゆう子しの数より多いそうよ。たとえ恋に正解があったとしても、探し出すのはそれくらい難しい。だからこそ、やりたいようにやるのが一番だわ」


    　ユウヒから教わったのは、具体的な攻略法ではなかった。だけど、心構えくらいは教えてもらった気がする。


    　なんといってもユウヒとようやく会話が弾はずんだので、海かいは満足できた。


    　もうひとつ、相談に乗ってもらって気づいたことがあった。ユウヒはゲームに疎うとくないのかもしれない。マンガと同じでイメージと違うし、そんなものに興味はないと思っていたのに。


    　ユウヒの新しい一面が見えてくる。


    　思えば、幼おさななじみのくせにユウヒのことをほとんど知らなかったのは、野球ばかりに打ち込んでいたせいもあるだろう。だけど今は、部活を辞めている。野球以外にも目が向くようになった。恋愛に没頭することだってできるのだ。


    



    　帰宅後は、定番のように空そらと作戦会議を始める。


    「ユウヒ先輩はゲーム好き……。意外ですけど、ゲーム攻略の相談に乗ったところからすると正しいのかもしれません」


    「じゃあ、コミュモードは『娯楽』で今後も攻めるべきだよな」


    「お悩み相談というイベントが発生したわけですしね。だけどこの先、さらにイベントを進めるためにはゲームに関連する兄さんのステータスを上げないといけません」


    「……それってさ、『学力』『運動』『センス』『会話』『情熱』の中で、どれになるんだ？」


    　一見すると、どれにも当てはまらない。空も難しい顔で黙り込んでしまう。


    「ゲーム好きって言えば、空だよな……」


    「どうしたんですか、急に」


    「ユウヒも実は隠れゲーマーなんだとしたら、ユウヒの攻略は空を攻略するようなものかと思って。空ってさ、俺おれのステータスの中でどれに魅力を感じる？」


    「なっ、えっ……」


    　空はおもしろいくらい慌あわてていた。


    「……そ、そんなの、言えません」


    「空とユウヒって、ゲーマーなところだけじゃなくて、ほかにも似てるところが多いんだよな。たとえば性格とか。クールに見えて優しかったり、ドライに見えて世話焼きだったりさ。だから、参考までに聞きたいんだけど」


    「……い、嫌です。絶対に言えません」


    　空は頑かたくなに断ことわる。


    「それって、俺にはどこにも魅力がないって意味か？」


    「そ、そうじゃなくて……とにかくっ」


    　空は赤くなった顔をごまかすように声を荒らげる。


    「ゲームに関連するステータスは、あえて言うなら『センス』だと思います。娯楽というのは大衆文化なんですし、あながち間違ってはいないはずです」


    「なるほどな。『センス』って、どの授業を選べば上がるんだっけか」


    「芸術科目ですね。あとは、部活に入ることでしょうか。ゲーム研究部のような部活があればベストです」


    　選択授業だけではなく、部活も活用できればステータスアップは加速する。ゲー研に入ってゲームに詳しくなれば、ユウヒとの会話もさらに弾はずみそうだ。


    　夢ゆめ色いろ高校にそんな部活があるのかは知らないが、明日あしたにも探してみることにした。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その夜、綾あや野の空そらは入浴中に思いにふける。


    　兄に言われた言葉が、頭の中でぐるぐる回っている。


    　ゲーム好きの空は、兄のどのステータスに魅力を感じるのか？　空はどうしても答えることができなかった。


    　恥ずかしすぎて、言えなかったのだ。


    （だって……）


    　だって空は、兄のすべてが好きだから。


    　どんなにパラメータが低くたって、この気持ちは変わらないだろう。だから、兄にとってのチョロインは空自身にほかならない。


    （わたし……アサヒちゃんのこと、笑えませんね……）


    　こんなふうに兄のことを考えていると、すぐにのぼせてしまう。空は必死に、意識を攻略プランにかたむける。


    　兄も言っていたが、ユウヒはクールでドライに見えてその実、友だち思いだ。兄の相談事にも、いつも親身になって応こたえてくれる。


    （いえ……きっと、それだけじゃないんです）


    　ユウヒは、正確には友だち思いなのではなく、相手が兄だからこそ尽くそうとするのかもしれない。十分にありえる。ユウヒが空と似ているのならば、むしろそうとしか考えられない。


    　空は自分の口で星ほし見みに言ったことがある。自分は尽くすタイプだけれど、その対象は不特定多数じゃない。この気持ちは兄にしか向けないのだと。


    　ユウヒもまた、そうなのだろうか。


    　ユウヒは自分のことを話さない。自分の気持ちを言葉にしない。ユウヒは、妹のアサヒと違って素直じゃない。空もまた、兄の海かいと違って素直じゃない。似た者同士だからこそ、空には理解できる気がした。


    （もしもユウヒ先輩が、兄さんに恋をしたら……。その気持ちを兄さんに伝えることは、できるんでしょうか）


    　空自身、兄にこの気持ちを伝えられる日は、訪れるのだろうか？


    　素直になれない今の自分では、想像もできなかった。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２③　～ゲーム研究部～


    



    



    　綾あや野の海かいは昼休みを利用してゲーム研究部を捜す。すると、いとも容た易やすく発見できた。


    　担任の先生に頼んで部活のリストを見せてもらったら、しっかりとゲー研が載っていたのだ。部室の場所は特別教室棟の視聴覚室となっていたので、すぐに向かう。


    　昼飯を食べる時間も惜おしい。可能なら入部手続きをすませて、放課後からさっそく活動したかった。中庭で約束をしている空そらには、断ことわりの連絡を入れておく。


    （特別教室棟って、ほとんど来たことなかったな……）


    　普通教室棟と違って静まっているのは、昼休みのせいだろう。ここが賑にぎわうのは移動教室があるときくらいだ。


    　自分の足音だけが廊下に響いている。人の気配がない。この調子だと部室は留守かもしれない。


    　それ以前に、視聴覚室の場所がわからなかった。マップを開くが、教室の位置までは載っていない。


    　だが、ヒロインを示すマークが近くで点てん滅めつしている。海と同じく特別教室棟にいるようだ。


    　嫌な予感を抱いだきながらマークを目指して歩いていると、視聴覚室に着いてしまった。


    （……まさか、あいつとこれから出会ってしまうのか？）


    　あまり出会いたくないなぁと気を重くしながら、視聴覚室の扉とびらを開ける。


    「くー」


    　室内では、弓ゆみ倉くら小こ雨さめが床ゆかに布ふ団とんを敷いて寝ていた。


    「なんで保健室でもないのに布団があるんだよ！」


    「……なんなのですか、うるさいのです」


    　小雨はゆっくりと体を起こし、ぼんやりした瞳ひとみを海に向けながら肩にかかった髪を払う。


    「寝ている女子をのぞき見とは、趣味が悪いのです」


    「のぞき見じゃねえよ……。目の前で寝られてたら、いやでも視界に入るだろ」


    「物欲しそうに見てはダメなのです、この布団は小雨のです」


    「この目は呆あきれてるんだ。ていうか、わざわざ布団持参してるのかよ」


    「お昼休みの視聴覚室は、めったに人が来ませんから。お昼寝にはもってこいなのです」


    　ドリメモ１では保健室で寝てばかりいたし、彼女は今回もそういうキャラ設定のようだ。


    「あなたは、小雨のお昼寝を邪魔するために来たんですか？」


    「そんなわけない。俺おれはゲー研に用があったんだ」


    「そうでしょうとも」


    「得意げになる意味がわからない」


    「この私こそ、ゲー研の部長なのです。部員は小こ雨さめひとりのせいで廃部寸前になっているため、新入部員は大歓迎なのです。小雨のお昼寝の邪魔をするならその限りではありませんけど」


    　海かいはげんなりする気持ちを止められない。


    「入部したくなくなってきた……」


    「私のような美少女を目の前にして、まったくわけがわからないのです」


    「わけがわからないのはおまえの存在意義だ」


    「攻略ヒロインに対してとんでもない言いぐさなのです。あなたみたいな部員はいらないのです、もうあっち行ってください」


    　小雨はムッとして、しっしっと犬でも追いやる仕草をはじめる。一方、海は今の言葉にひっかかりを覚えた。


    「……おまえ、自分が攻略ヒロインってわかるのか」


    　それとも単になにかの比ひ喩ゆとして使っただけだろうか。


    「お昼寝の邪魔なので早く消え去ってほしいのです」


    　小雨は追い出す気満々だ。海は慌あわてて言う。


    「い、いや、悪かった。俺おれはゲー研に入部したいんだ。頼むよ、このとおり」


    　ステータスを上げるためには、下げたくない頭も下げるしかない。


    「あなたは、ゲームに興味があるのですか？」


    「ああ。特に恋愛ゲームにな」


    「小雨も日々、暗黒ゲーム神と戦っているのです。小雨がゲー研の部長を務めているのは暗黒ゲーム神を打ち倒すためにほかならないのです。暗黒ゲーム神は恋愛ゲームを舞台にか弱き乙おと女めの心をもてあそんでいるのです。そのような卑ひ劣れつな存在に小雨は屈するわけにはいかないのです。布ふ団とんがあれば生きていけます、働きたくありません」


    「とりあえず、どこからツッコめばいいのかわからねえ」


    「ゲー研に入るなら、ゲームし放題なのです。お昼寝もし放題なのです。学校の勉強なんて社会に出てもなんの役にも立たないのです」


    「後半の残念な発言はいいとして、ゲーム機とかはどこにあるんだ？　ていうか、テレビもないみたいだけど」


    　映写機とスクリーンくらいしか見当たらない。


    「そんなものは必要ないのです」


    「じゃあ、どうやってゲームするんだ？　まさか夢の中でプレイするとか言わないよな」


    「フフフ……浅はか」


    「なんだと……？」


    　小こ雨さめは不敵に笑う。


    「ゲームをプレイするのに、テレビやゲーム機なんていらないのです。言わば飾りなのです。偉い人にはそれがわからないのです」


    「いや、テレビとゲーム機は飾りどころか心臓部だろ……」


    「あなたは、ＴＣＧというものを知っていますか？」


    「……なんだそれ」


    「トレーディングカードゲームのことなのです。このゲー研でプレイするのは、主にカードゲームなのです。これならよけいな設備は必要ないのです」


    　海かいは思った。


    　ゲームはゲームだけど、なんかちがくね？　と。


    「……入部はいいや。邪魔したな」


    「フフフ……浅はか」


    「なんだと……？」


    　小雨はまたしても不敵に笑う。


    「世界は今やカードゲーム全盛期に突入しているのです。競技人口は上昇の一いつ途とをたどり、大会だって毎日のように各地で開催されているのです。プレイするだけではなく、カードゲーム自体を研究することにも意義があるのです。市場規模が一千億円を超えたＴＣＧ産業は経済、社会、教育と多用な分野に影響を及ぼしているのです。つまりＴＣＧを制する者は世界を制するのです。あなたは、それでもゲー研に入部しないと言うのですか？」


    　海は開いた口がふさがらなかった。


    「小雨にはわかるのです……。あなたは小雨と同じ人種だと」


    　小雨の言葉を鵜う呑のみにしたわけじゃない。だが、一理あると思った。そもそもユウヒが好むゲームがコンシューマーゲームとも限らない。カードゲームという可能性はいちおうある。


    「……わかった。入部してみるよ。ＴＣＧってのは初心者だから、お手柔らかに頼むな」


    「これで部員ゲットなのです。廃部が遠ざかったのです。部室を取り上げられるのは困るのです、主にお昼寝のために」


    　小雨はご満悦だった。海はちょっと後悔したが、今さら後には引けない。


    　海はさっそく小雨から手ほどきを受けた。


    　さわったことのなかったＴＣＧトレーデイングカードゲームに最初は戸惑いつつも、中二病の小雨にあてられて徐々に熱が入っていく。


    



    「イメージするのです。あなたは今、地球によく似た惑星『ドリームメモリーズ』に降り立ち、そこに住まう主人公に憑ひよう依いしてヒロインと恋のバトルを繰り広げているのです」


    「なんかすげーピンポイントな設定だな……」


    



    　十分経過。


    



    「このカードのユニット、カッコいいな」


    「イメージするのです」


    「この能力って、どういう意味だ？」


    「イメージするのです」


    「アタックってどうやるんだ？」


    「イメージするのです、勝利の道を！」


    



    　二十分経過。


    



    「俺おれのターン！　ドロー！　召しよう喚かん！　アタックだ！」


    「フフフ……それを待っていたのです、トラップカード発動なのです！」


    「ならば、俺はその前にこのカードを場に出そう！　さらにドロー！　新たなユニット召喚！」


    「やめるのです、次は小こ雨さめのターンなのです！」

  


  [image: ]


  
    



    　三十分経過。


    



    「俺おれのターン！　ずっと俺のターン！」


    「やめるのです、小こ雨さめのライフはもうゼロなのです！」


    



    　海かいはこんな調子で、昼休みだけではなく放課後も部活に勤いそしんだ。


    　小雨の中二病にすっかり毒されてしまったのは言うまでもない。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「ただいま、空そら」


    「おかえりなさい、兄さん。今日きようは遅かったですね」


    「ごめんな、ちょっと部活が長引いて」


    「そうだろうと思いましたけど、連絡くらいは欲しかったところです」


    　綾あや野の空は、兄の帰りにホッと安あん[image: ]どする。


    　帰宅はやけに遅かった。メールをしても返信がないし、なにかあったのだろうかと心配していたのだ。


    「おなか減ったんだぞ……」


    　兄の胸ポケットの中で、パーシィが空腹に目を回していた。


    「兄さん、ゲー研に入ることができたんですよね。部活はどうでした？　ユウヒ先輩の攻略に役立ちそうでしたか？」


    「ククク……浅はか」


    「な、なんですか、その兄さんらしくないセリフ」


    「ユウヒの攻略なんてやってる暇ひまはねえ！　俺は今、ＴＣＧで世界を目指してるんだよ！」


    　空は、そんな兄の額ひたいをハエたたきでぺしりとたたいた。


    「……なにをする」


    「こんなこともあろうかと、常備しておいてよかったです」


    「その武器はパーシィをこらしめるためのものだったのに……」


    「正気に返りましたか？　兄さんは本当に影響を受けやすいんですから。よく言えば純粋ですけど、悪く言ったら天然ですよね」


    　そんな兄だから、空は世話を焼いてしまいたくなる。ユウヒも同じような気持ちでいるから、兄の相談事によく乗ってくれるのかもしれない。


    　空は、ゲー研での出来事を兄から聞く。


    　弓ゆみ倉くら小雨はなかなかクセのある生徒のようだ。恋愛ゲームの攻略ヒロインには、ひとりくらい色物キャラがいるものである。


    「兄さん、ステータスのほうはどうですか？」


    「ちゃんと『センス』が上がったよ。ゲー研は役に立ったみたいだな」


    「ＴＣＧと、あとは弓ゆみ倉くら先輩の中二病のおかげですね」


    「中二病もひとつのセンスってことなのか……」


    「ほかにも、弓倉先輩から教わったことがあります。ユウヒ先輩の好みがゲームなのはいいとして、たしかにコンシューマーゲームとは限りません。ソーシャルゲームやブラウザゲーム、そしてＴＣＧ──世の中にはゲームと呼ばれるものが多種多様にありますからね」


    「俺おれはこのままＴＣＧに触れていればいいんだな」


    「でも、あまり影響は受けないでくださいね。ユウヒ先輩の攻略よりも優先するようでしたら、またハエたたきでたたきますから」


    　パーシィと同じ扱いを受けるのは我慢ならないのか、兄は深刻な顔でうなずいていた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海かいは日を改めて、ユウヒと一緒に下校しながら話題を振ってみる。会話を弾はずませるため、相談事の体ていで。


    　────コミュモード『娯楽』。


    「俺さ、最近ゲー研に入ったんだ」


    「ゲーム研究部のこと？　恋愛ゲームでヒロインを攻略できないって聞いてたけど、まさか部活に入るほど悩んでいるとは思わなかったわ」


    「まあ、攻略はひとまずおいとくとして。ほかにも悩みができたんだ。ゲー研ってＴＣＧをプレイする部活なんだけど、つい熱くなってずっと俺のターンとかやらかすと、中二病の部長に反則負けを言い渡されるんだよ。まあ当たり前なんだけど」


    「なにか嫌な予感がするわ……」


    「俺、おまえに教えてほしいんだ。ＴＣＧの必勝法ってやつを！」


    「そ、そのジャンルにも詳しくないのだけどね……」


    　ＴＣＧトレーデイングカードゲームもハズレのようだ。


    　とすると、ユウヒがプレイするゲームとはどんなジャンルなのだろう。直接聞くだけでは、どうせユウヒは答えてくれない。


    「……あなたはほんと、ゲームにハマっているのね。それはやっぱり、空そらの影響？」


    「まあ、そうなるんだろうな」


    「そう……」


    　ユウヒは、海と目を合わせない。


    　その横顔はどこか寂しげに映る。


    「……ＴＣＧの必勝法だったわよね。詳しく相談に乗るのは、明日あしたでいいかしら？」


    「もちろん」


    　明日も話ができるのなら、断ことわる理由はない。


    「それじゃあ、今日きようはこのへんで。さよなら」


    　ユウヒはそう言い残して、ひとり去っていく。海かいが止める間まもない。


    　もしかしてと思ってマップを開くと、ユウヒはやっぱり商店街に向かっていた。


    （また、マンガ喫茶に寄るのかもな）


    　ユウヒはそこでなにをしているのか。今はまだ、知る術すべがない。


    



    　翌日の放課後。


    　ユウヒは言葉どおり、海の相談に乗ってくれた。


    「ＴＣＧは、あなたに向いてないわ。諦あきらめなさい」


    「相談に乗ってないじゃん！」


    「話は最後まで聞きなさい。ＴＣＧは確率論と心理戦、そして運の世界よ。デッキ構築という戦略に確率が関わり、プレイングという戦術に心理が関わるの。努力して強くなるには、数学と心理学を勉強するしかないけど、あなたはどちらも不ふ得え手てじゃない。特にあなたは、勝つために人を騙だますことなんてできないでしょう？　ウソをつけないタチなんだから」


    「……でも俺おれ、弓ゆみ倉くらとはいい勝負することもあるんだけどな」


    　ユウヒと一緒に帰る場合は部活ができないが、そのぶん昼休みに活動するようにしている。小こ雨さめは授業以外は部室にいるので、放課後が使えなくても問題にならない。


    「部長って、弓倉さんだったのね。彼女のことはよく知らないけど、きっとあなたよりも運が悪いんだと思うわ。だから運の部分だけで、あなたはいい勝負をしているのよ」


    「そうだったのか……」


    「私もカードゲームは初心者だったけど、今ならあなたと勝負しても負ける気がしないわね」


    「フフフ……弓倉は四し天てん王のうの中でも最弱……」


    「脳のう筋きんの海ごときといい勝負とは、ＴＣＧプレイヤーの面つら汚よごしよ……」


    　なぜかユウヒが乗ってくれた。


    　ユウヒはハッと我に返る。


    「くうっ……あなたが妙な相談をするから、私まで影響を受けてしまったじゃない」


    　実はユウヒも俺と同じで天然なんじゃ？　と思ったが、言ったら口をきいてくれなくなりそうなので黙っておく。


    「まあ俺も影響を受けたわけだし、元げん凶きようは弓倉だ。で、結局のところ必勝法はないのか？」


    「そうね。あなたは勝つためにプレイするんじゃなくて、楽しむためにプレイするべきよ。ゲームとは本来、そういうものでしょう」


    　ユウヒの助言は、海かいを納得させるのに十分だった。


    　このドリメモ２も、本来は楽しんでプレイするべきゲームなのだ。つくも神がみもそれを望んでいて、空そらも共感したからこそ、この現状があると言っていい。


    「そうだな。なんか俺おれ、勘違いしてたかも。ありがとうな、助かったよ」


    「どういたしまして」


    「よかったら、また相談に乗ってくれよな」


    　ユウヒは答える代わりに、こんなことを言う。


    「……できるなら、そうしたかったけどね。最近の相談事はなかなか楽しかったし。ゲームは空が詳しいでしょうから、私には来ない話だと思ってたぶん、よけいにね」


    　ユウヒは自じ[image: ]ちようするように、うすく笑っている。


    「だから準備ができていなかったけど……逆に、新鮮だった。ゲーム的に言えば、好感度アップよ。お礼を言ってあげるわ」


    　やはりコミュモード『娯楽』は正解だったようだ。ユウヒ攻略に必要なパラメータのひとつは『センス』で確定だろう。


    　だけど今、この場は別れのような雰ふん囲い気きになっている。


    「私、もうすぐ転校するのよ」


    　不意の言葉に、海は驚く暇ひまもなかった。


    「あなたとは、もう二度と会うことはないでしょうね」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    「……そうですか。ユウヒ先輩は、わたしたちの前からいなくなってしまうんですね」


    　海は帰宅後、ユウヒから突然告げられた言葉を空に伝えた。


    　ユウヒは転校し、この街を離れることになる。


    　転校先は教えてくれなかったし、引っ越しの詳しい日程も教えてもらえなかったが、遅くとも年内には街を出しゆつ立たつする予定らしい。


    　今はもう十二月に入っている。リミットまで、あと一か月もない。


    　なのに空は、思ったよりも驚いていなかった。


    「もしかして、アサヒちゃんから事前に聞いてたのか？」


    「いいえ、予想がついていたんです。そうであってほしくないと思っていたんですけど……」


    　空が言うには、ユウヒの攻略期間はドリメモ１でもだいたい一か月くらいしかなく、ほかのヒロインに比べても短かった。だから、ドリメモ２でも同様のことが起こるのではと考えていたらしい。


    　ユウヒがこのままフェードアウトしてしまえば、攻略を諦あきらめるしかなくなる。その後にほかのヒロイン攻略に乗り出すことは、リスクが高い。妥だ協きようした相手と恋仲になっても、幸せな恋愛とは言えない。ゲームオーバーを迎えてもおかしくない。


    　海かいは、今月中になんとしてもユウヒと結ばれなければならないのだ。


    「スピード攻略が必要なのか……」


    「それが、ユウヒ先輩攻略のキモなんだと思います。でも、わたしはそこまで難易度が高いとは考えていません。ドリメモ１で攻略した友とも利り先輩と比べたら、やさしいほうだと思います」


    「……どうしてだ？」


    「ユウヒ先輩は、脈ありだと思うからです」


    　空そらは、海の瞳ひとみをじっと見み据すえる。


    「友利先輩は、兄さんに好意的な感情を持っていなかったぶん、攻略に苦労したんです。だけどユウヒ先輩は違います。恋愛感情を抱いだいていないにしろ、少なくとも友だちとして兄さんのことが好きなんだと思います」


    「……そうだといいけどな」


    　普段のつれない物言いから考えると、本当にユウヒは自分のことを友だちだと考えているのか疑わしくなる。


    「ユウヒ先輩は、いつも親身になって兄さんの相談に乗ってくれます。それだけを取ってみても、十分じゃないですか。だから、兄さん。タイミングを見てユウヒ先輩に告白しましょう」


    「告白って……さすがに早すぎないか？」


    「ゲームバランスを考えれば、スピード攻略が必要だということは、ユウヒ先輩は最初から好感度が高いという裏付けとも取れるんです」


    　そう言われても、海はまだ半はん信しん半はん疑ぎだ。


    「ステータスはどうなんだ？　攻略には二種類のパラメータを満たさなきゃいけないんだよな」


    「兄さんのステータスは、今はもう『運動』だけじゃなく、『センス』もある程度上がっています。『運動』と『センス』、これでいけるかもしれません」


    「『会話』パラメータは？　こっちはまだ上がってないぞ。コミュモードを考えると、これも重要かもしれないって話してたと思うけど」


    『会話』は唯ゆい一いつ、選択授業や部活では上がらない。放課後や休日を利用して、ヒロインと一緒に遊ぶことが必要なのだが、ユウヒとはまだそういった経験がない。


    「コミュモードが導入されたからといって、ゲームバランスを考えれば、全ヒロインに『会話』が必要だとは思えません。ユウヒ先輩は違うのかもしれませんよ」


    「またゲームバランスか……」


    　ゴミ捨てが発動しないことを祈る。


    「ただ、『会話』を上げるに越したことはありません。兄さん、ユウヒ先輩を遊びに誘ってみてくれませんか？　うまくデートのような雰ふん囲い気きをつくれば、その流れで告白もしやすくなると思いますし」


    「そうなんだろうか……」


    「友だちから恋人に発展させたいというのは、兄さんの言葉ですよ」


    　海かいはまた、ユウヒに対して後ろ向きになっていたことを自覚する。腹をくくるしかない。


    「わかったよ。ぐずぐずしてたら、告白する前にユウヒがいなくなるんだもんな」


    「お願いします。本当は、焦あせりは禁きん物もつなんですけど……。すみません」


    「おまえが謝ることないだろ？　急ぐ理由ができたんだ、しょうがない」


    　そうは言いつつも、タイムリミットができたことで、ふたりの焦りは隠しようもなかった。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２④　～告白～


    



    



    　綾あや野の海は学校が終わるのを待ち、いつものように楠くすの瀬せユウヒを誘う。


    　だが、今日きようのユウヒはそっけなく断ことわった。


    「……もう、あなたと一緒には帰らないわ」


    「また、相談に乗ってほしいんだ。頼むよ」


    「言ったでしょう、私はもうすぐ転校するって。いずれはクラスのみんなに伝えることになると思うわ。あなたの相談に乗るのも終わりよ」


    「だったらさ、相談じゃなくて、たまには一緒に遊ばないか？」


    「……アサヒや空そらを呼んで？」


    「いや、ふたりきりで」


    　でないとデートにならない。


    「ふたりきりって……それこそ、必要のない行為ね。あなたとはどうせお別れなんだから」


    「……転校って、どうにもならないのか？」


    「ならないわ」


    　とりつく島がない。


    　思えば、ドリメモ１でのユウヒも転校が決まるとこんな態度をとっていた。海かいがいくら迫ろうとも、ユウヒは雲のようにすり抜けて逃げていってしまう。


    「……さよなら」


    　ユウヒは言葉少なに立ち去ってしまう。


    　ここで諦あきらめては、ドリメモ１の二の舞だ。海は途中で追いつくと、黙ってユウヒの隣を歩く。ユウヒは一いち瞥べつだけくれたが、こちらも口を開かなかった。


    　そのままふたりで学校を出る。


    　ユウヒはまっすぐ帰宅せず、例によって商店街に寄った。そしていつものマンガ喫茶が構えるビルに入っていく。


    　海も一緒にエレベーターに乗り込むと、ユウヒは非難の視線をよこす。


    「……なんでついて来るのよ。あなたも店に用があるのかしら」


    「まあな。どうせなら、一緒の席に座らないか？」


    「アホなんじゃなくて」


    　ユウヒは海の誘いを一いつ蹴しゆう。エレベーターが到着すると、店のカウンターで手続きをすませてさっさと奥に消えていった。海も続いて入店するが、ユウヒの姿はもう見つからない。個室に逃げ込まれてしまった。


    　海は引き下がるしかなくなり、家路につく。


    



    　食事時には、この経緯を空そらに話した。


    「ユウヒ先輩がなんのためにマンガ喫茶に寄っているのかはまだわかりませんけど、このままだと兄さんから逃げるための口実に使われそうですね……」


    「……それを止める術すべがあればいんだけどな」


    　だが、今のユウヒは海の言葉に聞く耳を持ってくれない。相談事を持ちかけることもできなくなっている。


    「時間もありませんし、少し強引な手に出るしかなさそうですね」


    　そうして海は、空から新たな作戦を授さずかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　翌日。


    　綾あや野の空は、学校の体育倉庫の陰に隠れていた。


    　もうすぐここに、ユウヒが訪れる。アサヒに頼んで呼び出してもらったのだ。


    　ユウヒはなんだかんだで、妹のアサヒを大事にしている。だから、空そらが直接呼び出すよりも確実だと判断した。


    　足音が聞こえてくる。


    　空が物陰からこっそりのぞくと、体操服姿のユウヒがゆっくりと歩いてくるのが見えた。


    　ユウヒは午後の最後の授業に体育を選んでいると、兄から聞いていた。主人公と違い、ヒロインの選択授業には法則性がない。運動オンチのユウヒでも体育の授業を受けるときがある。だから空はこの機会を利用することに決めたのだ。


    　ユウヒは倉庫の前で立ち止まると、首を左右にめぐらせる。空は見つからないよう、息を潜ひそめている。


    「……空、いないの？　大切な話があるって聞いたんだけど……倉庫の中かしら」


    　ユウヒは隠れている空に気づかず、体育倉庫の中に入っていった。


    　そこには今、兄がいる。


    　空は小さくガッツポーズをとる。


    　ユウヒの姿が倉庫の中に完全に消えると、空は物陰から飛び出した。


    　外から素早く、扉とびらにカギをかける。このカギは学校からこっそり拝はい借しやくしたもの。計画が終われば、空はすぐに返すつもりでいる。


    　その計画とは、兄とユウヒを無理やりふたりきりにすることだった。


    （わたしは……ふたりにはもっと、話をしてほしいって思います）


    　兄も言っていた。ユウヒとはもう長い間話していないから、このドリメモ２を機会に仲を取り戻したいと。現実と仮想は違うとしても、仮想での経験を現実に生かすことはできる。


    　ユウヒは、間違いなく兄に好意的な気持ちを持っている。なのにそっけない態度ばかりとるのは、変な意地を張っているだけ。素直になれないだけなのだ。


    　扉をたたく音。施せ錠じようされたことに気づいたユウヒが、外に助けを求めているのだ。


    　体操服なのだから、ケータイは持っていないはずだ。それに、もうすぐホームルームが始まるこの時間なら誰も近くを訪れない。


    　助けは呼べないし、呼んでも届くことがない。


    　ユウヒは頭がよくて勘もいいので、空の策略であることを見抜いたかもしれないが、今となっては関係ない。兄と共に、倉庫の中でしばらくふたりきりで過ごすことになる。


    （……ユウヒ先輩。強引な真ま似ねをして、ごめんなさい。だけど、逃げずに兄さんと話してほしいって思うんです）


    　この状況でいい雰ふん囲い気きをつくれるかどうかは兄次第。


    　そして、ユウヒの気持ち次第。


    　デートとは違うが、告白できる流れを期待したい。


    　ユウヒの兄への想おもいが、恋に変わることを、空は自身の気持ちにフタをして願っている。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の海かいは、薄暗い体育倉庫の中でユウヒを待ち構えていた。


    　誰にも邪魔されず、逃げることもできない状況をつくること。それが空そらの作戦だった。おかげで今はユウヒとふたりきり。


    　場所が場所なので、ちょっと怪しい雰ふん囲い気き。妙に緊張してしまう。


    「あなたね……。こんなところに私を閉じ込めて、なにがしたいのよ。さすがにキレそうなんだけど」


    　ユウヒは腕を組み、じろりとにらんでくる。


    　態度はでかいが体は小さいので、怒ったときの威い圧あつ感かんもそれほどでもない。むしろかわいらしいと言ったら、ユウヒの怒りは倍になるだろう。


    「これが俺おれの仕し業わざって、わかったんだな」


    「そりゃ、あなたがこうして待ってたわけだし。まあ、首しゆ謀ぼう者しやは空なんでしょうけど。あなたたち、なにが目的なの？」


    「俺は、おまえと話がしたかったんだ。空はそれに協力してくれただけだよ」


    「話すだけなら、こんなふうに閉じ込めなくたっていいでしょう」


    「……ごめんな」


    「謝るくらいなら、最初からしないでほしいわね」


    「でも、おまえが逃げたりしなければ、ここまでしなかったんだ」


    　ユウヒは不機嫌そうに顔を背そむけて、ほかの出口を探し始めた。きょろきょろ動いていた視線が、壁の上部に設置された小窓に止まる。


    「あそこから出られそうね……」


    　たしかにユウヒの体なら、あの狭さでも抜けられるかもしれない。


    　だが、いかんせん場所が高い。背伸びをしようが飛び跳ねようが、ユウヒの身長では届きそうにない。


    　そう思っていたら、ユウヒは陸上競技で使うハードルを束たばねたり積み重ねたりてい。


    「積み木の要領で登る気か……。危ないから無理するなって」


    「うるさい。元はといえばあなたのせいでしょう」


    　ユウヒは海の忠告に聞く耳を持たず、ハードルの山を登っていく。


    　ユウヒの体重がいくら軽いとはいえ、足場はすぐにぐらついた。しかもユウヒは運動オンチなので、バランスもうまくとれないでいる。


    「きゃっ……」


    　揺れる足場に、ユウヒはあっけなく後ろに倒れ込んだ。


    　海かいはとっさに抱き留める。予感はしていたので、すぐに動くことができた。


    　くずれ落ちてきたハードルに対しては背を向けて、どうにかユウヒを守る。


    「言わんこっちゃない……。ユウヒ、大丈夫か？」


    「え、ええ……」


    　今はユウヒを背中から抱きしめている格好なので、向こうの表情はうかがえないが、声の調子から狼ろう狽ばいしているのがわかる。


    「そっちこそ、大丈夫だったの……？　ハードルが落ちてきたけど……」


    「ちょっと背中が痛かったくらいだ、問題ない」


    　軽い打だ撲ぼく程度だろう。海にとってはケガのうちに入らない。


    　ユウヒはバツが悪そうに言う。


    「だったら……早く離してくれないかしら。いつまでも抱きしめてないで……」


    　ユウヒの耳がほんのり赤いのは怒っているせいか、それとも恥じらっているためか。


    　海はまだユウヒを離さない。ここで離してしまっては、また逃げられる気がした。


    　体操服の薄い生地越しに、ユウヒの体温が伝わる。あたたかくてやわらかい肌はだのぬくもり。ユウヒもやっぱり女の子なんだなと、そんな感想が浮かぶ。


    　これまでユウヒを、異性だと意識したことは少なかった。おたがい、悪友に近いポジションだったからだろう。だけど今は、否いや応おうもなく異性を感じている。
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    　きっとこの延長線上にある感情こそが、恋なのだ。


    「か、海かい……早く、離して……」


    「……その前に、俺おれの話を聞いてくれないか」


    　時間的にはそろそろ放課後。


    　ホームルームはサボったことになるが、そんな事情はどうでもいい。ユウヒとのこの時間がすべてだった。


    　────コミュモード『恋愛』。


    「俺……好きな子がいるんだ」


    　放課後に入り、そばにヒロインがいれば、場所を問わずにコミュモードを発動できる。海はこのときを待っていた。


    「だけど、そいつはもうすぐ俺の前からいなくなる。転校先も教えてくれないから、もう二度と会えないかもしれないんだ」


    　ユウヒが息を呑のんだのが聞こえた。


    「海……」


    　ユウヒは、こうして密着していなければ聞こえないほどのか細い声でつぶやく。


    「その好きは……どんな好き？」


    「……わからない」


    　海は苦笑いを浮かべる。


    「最初は友だちだと思ってた。今では一番の友だちだと思ってる。だけどこの先は、わからない。恋に変わることもあるのかもしれない。ひょっとしたら、もう変わってるのかもな」


    「……だったら」


    　ユウヒはためらいがちに続ける。


    「その子も……あなたのことが好きだったら、どうする？」


    　今度は海が息を呑む番だった。


    「……ユウヒ。その好きは、どんな好きだ？」


    　ユウヒは小さく震えるだけで、答えない。


    　だが、腕にかかるユウヒの息づかいは次第に熱くなっていた。


    「俺……ユウヒのことが好きだよ」


    　ここしかない。このタイミングしかない。


    　海は思いきって、告白に踏み込んだ。


    「たぶん、これが俺の初恋だ。俺は、おまえに恋をしたんだよ」


    「……私も」


    　ユウヒは自分の手を、海の腕にそっと重ねる。


    　その手は大きく震えていた。


    「私も……あなたのことが好きだった。きっと、私の初恋よ」


    　ユウヒを抱きしめる海かいの力が、強くなる。


    「ユウヒ……。俺おれの恋人に、なってくれるか？」


    「……うん」


    　告白成功────。


    　この瞬間、ふたりは晴れて恋仲になった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　その後はすぐに期末テストが始まった。


    　テスト勉強でおたがいに時間が取れなかったため、デートをはじめとする恋人の時間をつくることはできない。


    　しかもユウヒは引っ越しの準備も重なって多忙になり、放課後に一緒に帰ることもままならなかった。


    　時間だけが過ぎ、徐々に別れの瞬間が近づいていく。


    　だけど、今の海に不安はない。たとえふたりの距離が離れてしまったとしても、その程度の障害に屈するつもりはない。


    　海は、笑え顔がおでユウヒを見送ることができるだろう。


    　ユウヒもまた、もう二度と会わないだなんて、そんな言葉を残すことはないだろう。


    　だって、そう。


    　俺たちの恋愛は、これからだ！


    



    　期末テストも終わり、冬休みが近づいて。


    　結局、ユウヒは誰にも告げずに街を出た。


    　クラスメイトに説明もなく。


    　別れ際の言葉もなく。


    　恋仲になったはずの海に対してさえ、一言もなく。


    　だから海は、笑顔で見送ることはできない。それどころか、見送ること自体ができなかった。


    　海のもとに残ったのは、掲示板に貼り出された名前くらいなもの。期末テストの成績上位者の中に、ユウヒの名が載っていたのだ。


    　ユウヒはなんと、期末テストで学年トップの結果をたたき出していた。


    　だけど、驚きよりも虚むなしさが勝まさっていた。


    　もう、ユウヒとは電話もメールも通じない。連絡は一切途絶えている。新しい住所も転校先も知らず、会いにいくことは二度とできない。


    　ふたりの恋は、距離には勝てなかったのだ────


    



    　────ゲームオーバー。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２⑤　～協力者～


    



    



    　綾あや野の海かいと妹の空そらのふたりは、ゲームスタート時の日付に戻された。このあと登校すれば、プロローグのヒロイン紹介イベントが始まることになるだろう。


    　だが、そんな気分にはなれない。理り不ふ尽じんな結末に憤いきどおりすら感じていた。


    「俺おれの告白を、ユウヒは受け入れてくれた。俺たちは恋人同士になったんだ。なのになんで、ゲームオーバーになってるんだよ！」


    「落ち着いてください、兄さん。答えはひとつしかありません。あの結末は、ハッピーエンドではなかったんです」


    「つきあうことになったのにか……？」


    「兄さんにとってはそうでも、おそらくユウヒ先輩にとっては違ったんです。幸せな恋愛のかたちではなかったということです。つまり……」


    「……つまり？」


    「ユウヒ先輩はまだ、兄さんに恋をしていなかったんです」


    　ユウヒにとって、海かいはただの友だちにすぎなかった？　だったらなぜ、海の告白を受け入れるような真ま似ねをしたのか？


    　現状ではわからない。海たちはまだ、ユウヒの本心をつかんでいないことになる。


    「今回は進めるべきイベントが足りなかったため、中途半端な結果で終わったんだと思います。告白を焦あせりすぎたみたいです……。兄さんに告白を勧めた、わたしのせいですね」


    「ひとりで背負い込むなって。俺おれも承諾したんだから、連帯責任だ。とりあえず、次はもっと慎重に事を進めたほうがよさそうだな」


    　とはいえ、攻略期間は一か月程度しかない。どうしても急ぐことになる。


    「この二周目のプレイでは、一周目よりも無駄を省くことができます。そのぶん、余裕ができるはずです。ユウヒ先輩の転校の日程も判明したことですし、計画的に攻略しましょう」


    　ユウヒの転校は期末テスト後、冬休みに入る直前のことだった。日付で言うと、クリスマス前後だと考えられる。


    「ただいまなんだぞ！」


    　パーシィが戻ってきた。現実の海たちの様子を確認してきたのだ。


    「おかえりなさい。ゲームオーバーの影響はどうでしたか？　わたしたちは厚着をしていましたし、問題はないでしょうけど。えっへん」


    「たしかに問題はなかったんだぞ。ちょっと服が変わってたくらいで」


    「一着くらい脱げたとしても、どうということはありません」


    「あたしもそう思うんだぞ。ドリメモ１のことを考えると、あと一回は猶ゆう予よがあるし」


    「いえ、今回は一回どころか十回くらいの猶予があるはずです」


    「でも、ふたりはもう下着姿になってるんだぞ」


    　自信にあふれていた空そらの笑え顔がおが凍りついた。


    「……なかなかお茶目な冗談ですね」


    「冗談なんかじゃないんだぞ」


    　パーシィは後ろ頭にケーブルを差し込んで、テレビと接続した。画面には、パーシィが記録してきた現実世界の様子が映し出される。


    　空の部屋のベッドに、ふたりが肩を並べて座っている。


    　服を着込みまくってダルマみたいだった空は、もとのスレンダーな姿に戻っている。


    　やけに肌はだ色が多い。白くてまぶしい肌。体のラインがくっきり出ている。


    　それもそのはず、空の肢し体たいを隠しているのは、今はもうブラジャーとパンツだけ。海のほうはＴシャツとトランクス。


    　ふたりは至し近きん距離で座りながらゲームを始めた。そのせいか、眠っている空の頭が海の肩に乗ってしまっている。


    『兄さん……』


    　テレビの向こうの空そらが寝言をつぶやいた。


    　空はますます海かいに寄りかかる。


    　その加重で、ふたりはベッドの上に倒れ込む。


    　海の体を抱き枕まくらとでも思っているのか、空はそのまま腕を回して抱きついた。


    　あられもない格好なので、肌はだと肌がじかに重なる。


    『お兄ちゃん……』


    　現実世界の空は、海の体に頰ほおずりしながらとても幸せそうに眠っていた。


    「見ないでください聞かないでください！」


    　ゲーム世界の空が、パーシィの頭からケーブルを引っこ抜いてテレビを消した。


    「……さて、現実世界のわたしたちは平へい穏おん無事であることが確認できました。厚着作戦が功こうを奏そうしたようですね。やりました」


    「いや、無事は無事だけど、下着姿だったぞ……」


    　厚着はなんの効果ももたらしていなかった。


    「そ、そもそも、兄さんはなぜわたしの隣に座ってるんですか！」


    「急に怒り出すなよ！」


    「わたしは理由を聞いているんです！」


    「い、いや、なんでだっけ？」


    「わたしが聞いているんです！」


    「なんとなく、流れで？」


    「バカ兄さん！」


    　アッパーを食らった。


    「ていうか、おまえも反対しなかっただろ！」


    「反対する前にゲームが始まったんです！」


    「スタートボタン押す前に言えばよかっただろ！」


    「に、兄さんはわたしの隣に座るのがそんなに嫌なんですか！」


    「そういう話じゃなかっただろ!?」


    「つーん」


    　最後にはそっぽを向かれる。


    「あたし……おなか減ったんだぞ……」


    　言い合っている間に登校時間が迫り、朝食はめでたく抜きになった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　海と空は登校中に、二周目プレイの注意点を確認する。


    　このプレイでもユウヒを攻略することで意見は一致している。ほかのヒロインに乗り換えたら、それこそ先のゲームオーバーが無意味と化す。


    　気をつけなければならない点は、ユウヒの攻略期間は一か月程度であること。


    　また、ユウヒはゲームの話題に食いついてきやすいが、好みのゲームジャンルまでは判断がつかないこと。


    　ただ、コミュモードは『娯楽』で間違いない。一緒に下校して『娯楽』──いわゆるゲームの話題を選びながらイベントを進めるのが効率的だ。


    　そして、最も重要だと思われるのが告白のタイミング。これを間違うと前回の二の舞になる。


    　ベストタイミングがいつになるのかはまだ不明なので、イベントを進めながら計っていくしかない。


    「告白の時期を知るにも、コミュモードを使ってイベントを進めないといけません。ここで、ユウヒ先輩が好むゲームのジャンルがキーになってくると思います」


    「そのジャンルがわかれば、会話はもっと弾はずんでイベントも進むって寸法か」


    「そこで、兄さん。コミュモードをユウヒ先輩以外のヒロインにも使ってみましょう」


    「……そんなことしていいのか？」


    　空そらは、目移りは禁止とこれまでさんざん言っていたのに。


    「コミュモードの相手はアサヒちゃんです。アサヒちゃんはユウヒ先輩と一緒に住んでいるので、わたしたちよりもプライベートに詳しいはずです。たとえば、ユウヒ先輩は家だと意外とだらしないとか。ほかにもいろいろ聞けると思います」


    「それだったら、空が直接聞けばすむんじゃないのか？」


    　ふたりはクラスメイトなので、海かいよりもその機会が多い。


    　実際、空は一周目のプレイで、ユウヒがマンガ喫茶に寄っている理由をアサヒに尋ねたことがあった。


    「わたしが聞いても、有力な情報は得られませんでした。だからこそ、コミュモードを使えば変化があるかもしれないと思ったんです」


    　主人公である海がアクションを起こすことで、たとえアサヒが知らなくても、自宅でのユウヒの様子から手がかりをつかめる可能性がある。


    　コミュモードを駆く使しし、アサヒの言葉をヒントにして答えにたどり着くことが、当面の目標になった。


    



    　プロローグのヒロイン紹介イベントを終え、翌日の放課後。


    　海が誘うまでもなく、アサヒのほうからクラスを訪ねてきた。


    「あの、空ちゃんから聞きました。センパイ、ボクにご用があるんですよね？」


    　空がうまく誘導してくれたようだ。


    「ああ。アサヒちゃんと一緒に帰りたくて。それが用事なんだけどな」


    「えっ、あ、あの、ボクとセンパイの帰り道は違いますけど……」


    「アサヒちゃんを家まで送りたくて」


    「な、なんででしょう……？」


    「もしかして、ほかに用事があるとか？」


    「い、いえ、純粋に気になったといいますか……」


    「アサヒちゃんと一緒にいたいからって理由じゃ、ダメかな？」


    　アサヒのぽかんとした表情が、みるみる紅こう潮ちようしていった。


    「だ、ダメじゃ……ないです……」


    　表情を隠すように深くうつむいて、耳まで真っ赤かにしながらうなずいた。


    　姉のユウヒと違って、アサヒは本当にわかりやすい。だから恋愛に疎うとい海かいであっても、アサヒの気持ちを知ってしまう。


    　海が頰ほおをぽりぽり搔かいていると、空そらからメールが来た。


    『目移り禁止！』


    「わかってるって！」


    「ひゃっ。せ、センパイ、どうかしましたか？」


    「……なんでもない。それじゃ、帰ろうか」


    「はい！」


    　アサヒの満面の笑みにつられ、途中でどこかに寄って遊んでいかないかと誘いたくなったが、さっきの空のメールを思い出す。


    　あくまで目的は、ユウヒの情報を引き出すこと。よけいな行為は慎つつしんだほうがいい。


    　海はアサヒを連れて校門を抜けると、さっそくコミュモードのための話題を探す。アサヒとは『スポーツ』の話題で盛り上がることをドリメモ１で経験しているが、今はユウヒ攻略中なのだから、それに関連するものを選ぶべきだ。


    　────コミュモード『家族』。


    「この前知ったんだけど、ユウヒって食べ物の好き嫌いが多いよな。しかも周囲に隠してるし。知られるのが恥ずかしいってことなんだろうけど」


    「……お姉ちゃんに口止めされてるんです。そのこと、誰にも言うなって。ボク、誰かに話した覚えないのによく気づきましたね」


    　ドリメモ１での出来事なので、アサヒの記憶にないのは当然だ。海は内心すまなく思いながら、本題に入る。


    「アサヒちゃん、ちょっとユウヒのことを聞いていいか？」


    「あ、はい、なんでしょう。まさかお姉ちゃん、センパイにひどいこと言ったりしました？　ごめんなさい、お姉ちゃんって口が悪いから……」


    「そんなのはもう慣れてるって。そうじゃなくて、ユウヒってゲームとかやるのかなって」


    「……ゲームですか？　お姉ちゃん、ケータイでもそういうのはやらないと思いますけど。ボクはやってるの見たことありませんよ」


    「ゲーム機なんかは持ってないのか？」


    「はい。ボクの家にそういうのはありません。パソコンならありますけど……」


    「それ、ユウヒは使ったりするのか？」


    「はい。パソコンは親のものなんですけど、内緒で使用してることがあります」


    「親に隠れて、パソコンでゲームをやってるとか？」


    「いえ……どうなんでしょう。ボクがモニターをのぞこうとすると、すぐウィンドウを消して怒っちゃうんです。だから、お姉ちゃんがパソコンでなにをやってるのかはわかりません」


    　アサヒは小首をかしげて海かいを見上げる。


    「あの……なんでそんなこと聞くんでしょう？」


    「ちょっと気になっただけなんだ。ごめんな、変なこと聞いて」


    「い、いえ、お姉ちゃんのことだったらなんでも聞いてください。弱みを握ればセンパイへの暴ぼう言げんもなくなるかもしれません。ボクが知る限り、お姉ちゃんの弱みは食べ物くらいしかありませんけど」


    　ユウヒ攻略の頼もしい味方が増えた。


    　海はこの機を逃のがさず、情報を引き出していく。


    　────コミュモード『勉強』。


    「そういえば、もうすぐ期末テストだな」


    「うう……思い出させないでくださいよう」


    　アサヒは空そらほど優秀ではないが、海ほど悪くもない。成績は中の中だと聞いている。


    　そして、姉のユウヒも同じように目立たない成績だったはずだ。なのになぜ、一周目プレイ時の期末テストでは、学年トップをたたき出せたのだろう？


    「お姉ちゃんはボクと違って、要領いいのにな……」


    　アサヒもうまくこの話題にのってくれた。


    「ユウヒって最近、家でテスト勉強してるか？」


    「いえ……お姉ちゃんが勉強してるのなんて小学校以来、見てません。昔のお姉ちゃんは成績優秀だったけど、今は普通ですし」


    「……ユウヒって、昔は成績優秀だったのか？」


    「あ、はい。子どもの頃はそんな感じでしたよ。お姉ちゃん、基本的に頭いいですし。今だって成績は普通ですけど、それって自宅学習がゼロだからだと思います。ボクは勉強しても普通なのに……。だから、ちょっとお姉ちゃんがうらやましいです」


    　アサヒは勉強して、成績が並。ユウヒは勉強せずに、成績が並。つまりユウヒはマジメに勉強に取り組めば、いつでも上位をねらえるのだ。


    「お姉ちゃん、ある日ぱったり勉強しなくなったんですよね。急に興味を失ったみたいでした。なにかキッカケがあったのかもしれませんけど……ボクはちょっと、わかりません」


    「ユウヒのやつ、マンガ喫茶で勉強してるってことはないか？」


    「……マンガ喫茶で勉強ってできるんですか？　いえ、そもそもお姉ちゃんってそういうお店は使わなそうですけど……」


    　そんなふうに話しているうちに、アサヒの家に着いた。


    　なんの変へん哲てつもない一軒家。現実と比べると細部に違いはあるが、だいたいトレースされている。キャラ設定に関わる現実の反映力といったところだ。


    　ユウヒは今頃どうしているだろう。まだ学校だろうか。それともまたマンガ喫茶に寄っているのだろうか。


    　マップを開いて確認するつもりはない。今日きようの相手はアサヒなのだ。


    「……もう家に着いちゃった」


    　アサヒは名な残ごり惜おしそうにしていた。


    「あ、あの、今日は一緒に帰ってくれてありがとうございましたっ」


    　髪が地面に触れるほど深い礼をする。


    「そ、それでですね……も、もしよかったら……ボクの家、よ、寄っていきませんか？」


    　急な申し出に、海かいは迷いながら目の前のアサヒの自宅を見上げた。


    　窓に明かりが見えないので、中は無人のようだ。ユウヒもまだ帰宅していない。


    　ということは、ひとつ屋根の下でアサヒとふたりきり。アサヒもわかっていて誘ったのか、これまで見た中で最も顔が赤かった。


    「……ごめん。これから帰って、夕飯の買い出しを手伝うんだ」


    　海は出任せで断ことわるしかなかった。あまりアサヒに近づくと、空そらのお叱しかりが怖い。


    「そ、そうですか……。す、すみません、今のは忘れてくださいっ」


    　アサヒは照れ隠しで手をぱたぱた振る。


    「センパイ、空ちゃんとふたり暮らしなんですよね？　自分たちで家事をやらないといけないし、大変だって思います」


    「そんなことない。アサヒちゃんとこうして帰る余裕もあるし。よかったら、また今度一緒に下校しような」


    「い、いいんですか？」


    「俺おれが誘ってるんだから、アサヒちゃんが答えないと」


    「よ、喜んでおつきあいさせていただきます！」


    　聞きようによっては告白をＯＫしているような言葉だったが、アサヒは気づいていないようで、太陽のような笑え顔がおを咲かせていた。


    　そんなアサヒは、まぎれもなくいい子だ。ユウヒに爪つめの垢あかでも飲ませてやりたい。それでも海かいは、攻略するならユウヒと決めている。心変わりはない。


    　ユウヒの魅力も、海は十分知っている。


    



    「昨日きのう、アサヒと一緒に帰ったそうね。あの子、やけに上機嫌だったんだけど」


    　翌日。教室に入るなり、ユウヒにじと目で非難された。


    「家まで送ったらしいけど、アサヒに用でもあったの？」


    「アサヒちゃんと一緒に帰るって用があったんだ」


    「アホなんじゃなくて」


    「おまえはやけに不機嫌だな……」


    「そんなことないわ。あなたが誰と帰ろうが知ったこっちゃないし」


    　もしかして、嫉しつ妬としてくれているんだろうか。だとしたら、脈ありだ。


    「今日きようもアサヒと一緒に帰るのかしら」


    「それもいいかもな」


    「……あなた、アサヒのことをどう思ってる？」


    　ユウヒは不意に、神妙になって聞いてきた。


    「どうって……かわいいよな、おまえと違って」


    「アホドジマヌケなんじゃなくて」


    「いや、おまえもかわいいところあるんだけどさ」


    「……死ねばいいんじゃなくて」


    　いっそう辛しん辣らつになったあと、ユウヒは口を開かなくなった。


    



    　海は今日の放課後もアサヒと一緒に帰った。その後は、コミュモードでアサヒから得た情報を、空そらを交えて吟ぎん味みする。


    「ユウヒ先輩は、自宅でパソコンを使うことがあるんですね」


    「やっぱりゲームのためかもな」


    「そう考えると、もうひとつ合が点てんがいくことがあります。ユウヒ先輩がなぜマンガ喫茶に通っているのか、その答えは自宅以外でもパソコンでゲームをしたいからではないでしょうか」


    「……ＰＣゲームってやつか？」


    「もっと正確に言うなら、ネットゲームです。マンガ喫茶はネットカフェとも呼ばれるだけあって、ネット環境が充実しています。ネットゲームを提供しているお店も多いんです」


    「ネットゲームって、わざわざ店でやるようなもんなのか？」


    「パソコンを自由に使えない人は、利用することが多いと思います。ユウヒ先輩も同じです。自宅のパソコンは親の所有物という話ですし、隠れてゲームをプレイするにも限度があります。だからマンガ喫茶に通うようになったんじゃないでしょうか」


    　ユウヒが好むゲームのジャンルは、ネットゲーム。空そらの推測を聞く限り、妥だ当とうなところだ。


    「俺おれがユウヒとゲームの話題で盛り上がるには、ネットゲームに詳しくなれってことだよな。空、教えてくれるか？」


    「……すみません。わたしは家庭用のオフラインゲームには詳しいですけど、それに反してネットゲームのほうはあまり知らないんです。いえ、避けていたと呼ぶほうが正しいでしょうか。わたしはもともと、友だちづきあいが苦手な子どもでしたから……。だから兄さんが知識をつけるには、ほかの方法に頼ったほうがいいと思います」


    　ほかにあてがあるとすれば、あそこしかない。


    「ゲーム研究部か……。前回はＴＣＧしかプレイしなかったけど」


    「部室にはテレビやゲーム機の設備はないと聞いていますが、部長の弓ゆみ倉くら先輩がネットゲームに詳しい可能性は高いです。彼女は引きこもり体質のようですし、相性のいいネットゲームにも手を出していると思いますよ」


    　海かいは少し気が重くなりつつも、明日あしたにもゲー研を訪ねることに決めた。


    「ただ、兄さん。悪影響は受けないでくださいね」


    　空の念押しにもしっかりとうなずいておいた。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空は、この日も入浴中にシンキングタイムに入る。


    　パソコンでプレイできるゲームは、なにもネットゲームだけではない。


    　たとえば18禁美少女ゲーム、いわゆるエロゲーという枠わくもあったりする。


    （で、でも……さすがにそんなことは……）


    　あのユウヒがエロゲーをプレイなんて、まったく想像できない。


    　もちろん空もプレイしたことはない。年齢的に手を出せない。


    （……いえ、年齢とは関係なしに、プレイするつもりはありませんけど）


    　どんな内容なのかなんとなく想像がつくだけに、プレイするには勇気がいる。


    （い、妹モノのゲームも多いみたいですし……）


    　つい妄もう想そうしてしまい、入浴でただでさえ火ほ照てっていた体がさらに熱くなる。空はごまかすように、湯船にぶくぶく沈む。


    　そして一気にのぼせてしまうのだった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　昨日きのう決めたとおり、海かいは昼休みを利用してゲーム研究部の部室である視聴覚室を訪ねた。


    「くー」


    　小こ雨さめが布ふ団とんの中で丸くなりながら出迎えるのは、前回と同じ展開だ。


    「弓ゆみ倉くら、起きてくれ。待望の新入部員のお目見えだぞ」


    「……なんなのですか、うるさいのです。小雨のお昼寝の邪魔をするんですか？」


    「俺おれは部活をやりに来たんだよ」


    「そうでしょうとも」


    「だから、なんでそこで得意げになるんだよ」


    「この私こそ、ゲー研の部長なのです。部員は小雨ひとりのせいで廃部寸前に……」


    「廃部を免まぬがれるために新入部員が欲しいんだろ？　知ってるから言わなくていいぞ」


    「そうですか。小雨もＲＰＧの村人みたいに同じセリフを繰り返したくありませんので、助かります」


    　海は、おや？　と思った。


    　ほかのヒロイン同様、小雨には一周目プレイ時の記憶がないはずだ。そのわりに、話がスムーズに進む。


    「それでは、部長の小雨がみずからあなたに手ほどきをしてあげましょう」


    　小雨はどこからともなくカードを取り出す。


    「ああ、いや、カードゲームはもういいんだ。おまえともいい勝負できると思うし」


    「……ムッ、なのです。小雨は初心者に後れを取るほど弱くないのです」


    　小雨とは、この二周目ではカードゲームで対戦していない。なのに小雨は、過去に対戦したことを覚えているような素そ振ぶりを見せていた。


    「ですが、ここはＴＣＧを研究する部活なのです。ほかのゲームはやりたくてもできません」


    「てことは、おまえはカードゲーム以外にも詳しいんだな？」


    「相対的に詳しいと言えるかはわからないのです。絶対的には小雨はあらゆる事象を理解し会え得とくしている天才美少女ヒロインなのです」


    「……能書きはいいとして、ネットゲームってやったことあるか？」


    「ネトゲですか。あれは悪魔の産物です。働きたくなくなりますから」


    「いつものおまえじゃねえかよ。そんなんじゃ、将来ニートになるぞ」


    「フフフ……浅はか」


    「なんだと……？」


    「小雨の将来はすでに安あん泰たいなのです。なぜなら小雨は神社のひとり娘であり、唯ゆい一いつの跡取りなのです。どこにも就職できなかったら神かん主ぬしとして適当にお祓はらい棒を振ってお金を稼かせぐのです」


    　ダメだこいつ、早くなんとかしないと……と海は切実に思った。


    「そんなわけで、小雨にはとってもすごい霊能力が備わっているのです。そもそも小雨は暗黒ゲーム神を倒すためにゲー研を創ったのです。そのためにお昼寝の場所を確保したのです」


    「……昼寝しながら倒すのか」


    「昼寝しながら倒すのです」


    「惰だ眠みんを貪むさぼりたいだけだろ……」


    「人が知覚している三次元世界とは、高次意識から生まれた現象にすぎないのです。この世界にいる小こ雨さめたちは作られた登場人物でしかなく、本物の小雨たちは高次元の世界からこの世界を見下ろしているのです。ですが、本物の小雨たちはこの世界が作り物であることを忘れ、流されるまま夢を見ているだけの状態になりがちなのです。偉い人がそう言っていたのです」


    　中二病としか言いようがなかった。


    「人は夢を見ているとき、これが夢だと知覚できる場合があるのです。これを明めい晰せき夢むと呼ぶのです。小雨にはとってもすごい霊能力が備わっていますので、夢の中でも自由に行動できるのです。今はその準備段階なのです。だからこうしてお昼寝するのです。なぜなら今のこの舞台が夢の中であるのなら、用意されたルールを無視して世界を自由に操あやつれるはずなのです。偽いつわりの物理法則に漫まん然ぜんと従っているだけのモブキャラとはわけが違うのです」


    「……中二病の講釈はいい。俺おれが知りたいのはネットゲームについてなんだ」


    「小雨も知りたいことがあるのです。あなたのその胸ポケットに入っている、[image: ]なぞの生物のことなのです」


    　海かいはとっさに制服の胸ポケットを隠す。そこにはパーシィが入っている。カンガルーのように顔だけ出して昼寝を満喫中だ。


    　パーシィのことは、海と空そらにしか認識できないはずだった。ほかの人からは姿が見えないし、声も聞こえない。


    　なのに小雨は、なぜかその存在に気づいている。


    「ずっと気になっていたのです。ひとつ前の夢の世界でも、ＴＣＧをプレイしながら気にかけていたのです。そのせいであなたとの対戦に負けたのです、小雨は弱くなんかありません。とはいえ代だい償しようを支払ったおかげで、その妖精少女はぬいぐるみではなく人語を操る暗黒生物であると推測できたのです」


    「おまえ……」


    　海は信じられない気持ちで、眠たそうな小雨の顔を見つめる。


    「……やっぱり、以前の記憶があるのか？」


    「明晰夢とは、夢から覚めたときにも記憶が維持できるものなのです」


    「おまえ、何者なんだ？」


    「美少女巫み女こ戦士なのです」


    「そういうのはもういいから」


    「小雨の質問にも答えてほしいのです。あなたと、あなたの妹は何者なのでしょう。小雨と同類の匂においがするのです」


    「……俺おれたちはおまえみたいな色物キャラじゃない」


    　いや、もしかすれば小こ雨さめの言葉は的まとを射ているのかもしれない。自分たちと同様、小雨もプレイヤーであるとするなら、これまでの言げん動どうも納得できる。


    「以前にも、この不思議な夢を見たのです。そのときは気がついたら目が覚めていたのですけど、寝すぎて学校を休むハメになったのです。おかげで親に怒られたのです、いつまで寝ているんだって。なので小雨は言いました、夢の中で暗黒ゲーム神と戦っていたと。そうしたら、満足そうに納得してくれました」


    「納得するのかよ！　満足じゃなくて心配してやれよ！」


    　いったいどんな親なんだろう。


    「あ、予よ鈴れいが鳴ったのです」


    　長話になったせいで、昼休みが終わってしまった。


    「誰かさんのせいでお昼寝があまりできなかったのです。やれやれなのです」


    　小雨はけだるそうに布ふ団とんから起き上がると、制服を正して廊下に出る。


    　布団は出しっぱなしかよ、とツッコむよりも大切なことがあるので、海かいは小雨と一緒に教室に戻りながら告げた。


    「一度、俺の妹に会ってくれないか？」


    



    　小雨は、海の言葉にうなずいた。小雨自身、海と空そらに対して興味があるようだったので、今日きようの放課後にさっそく落ち合うことになった。


    　小雨を我が家に招き入れる。


    　三人（と一匹）で落ち着いて話すには、自宅しかない。内容は誰にも聞かせられないものになるのだから。


    　空はもともと、海から小雨のことを聞いていた。小雨も小雨で空のことを気にかけていたようだったので、自己紹介もそこそこに本題に入る。


    「なるほど……。弓ゆみ倉くら先輩の解釈は、興味深いものがあります」


    　おたがいに持っている情報を交換した。


    　昼休みに聞いた小雨の中二病講義が、このゲーム世界の仕組みに通じるかもしれないとは、空の談。


    「この世界が夢の世界ではなくゲーム世界なのだとしても、小雨の認識は間違っていないのです。今の小雨たちは二次元世界の登場人物であり、本物の小雨たちは三次元世界にいるプレイヤーなのです。すなわち登場人物がプレイヤーだと自覚できなければ、この世界のルールに則のつとって動くしかできず、目覚めたときには記憶を忘れるのです。逆に明めい晰せき夢むの要領でプレイヤーだと自覚できれば、この世界を自由に動き回ることができ、記憶も維持できるのです」


    「……理に適かなっていると思います。兄さん、覚えていますか？」


    　小こ雨さめの説明を踏まえて、空そらが言う。


    「ドリメモ１を攻略したあと、友とも利り先輩は当時の記憶をうっすらと残していました。そう考えると、この世界のユウヒ先輩やアサヒちゃんも、現実世界で夢を見ている存在なのかもしれません。単なるオリジナルのコピーではなかったんです」


    「……でも、ほかのみんなは現実世界で眠ってるわけじゃないんだよな？　普通に登校してるみたいだし、やっぱりオリジナルとは違うんじゃないか？」


    「フフフ……浅はか」


    　小雨が勝ち誇ったように答える。


    「人は、意識があっても夢を見ることができるのです。非現実的な空想──白はく昼ちゆう夢むなのです」


    「……はい。ありうる話です」


    　空が再び補足してくれる。


    「白昼夢を見るのは通常、短時間になると思います。だけど、現実世界の短時間はゲーム世界では長時間になります。わたしたちが攻略ヒロインと接している時間はそれほど長くありませんし、その間だけ、ヒロイン役を演じている人たちは現実世界のところどころで夢を見ているのかもしれません」


    　ちなみにパーシィはこの話し合いが始まった時点で眠ってしまった。難しい話は苦手なのだ。


    　パーシィは生まれたての神なので、知っている情報が乏とぼしい。現状、いてもいなくてもあまり問題にならない。


    「そして、弓ゆみ倉くら先輩は明めい晰せき夢むを見る技術があったため、この世界で自分がプレイヤーであることを自覚することができた……。そういうことなんだと思います」


    　そもそも、なぜ今のヒロインたちはゲーム世界に誘われたのか？


    　空の場合は、『ゴミ捨て』のゲームすら愛せるゲーマーだったから。海かいの場合は、空を助ける目的があったから。


    　なら、たとえばユウヒが選ばれた理由とはなんだろう？


    　この三人だけで意見を出し合ってみても、これ以上の答えは得られない。ただ、小雨は悪あく神じんを滅する霊能力を持っているらしい。あくまで本人談だが、小雨が選ばれた理由はそのあたりが作用しているのかもしれない。


    「ふたりの話を聞いて、小雨は測りかねたのです。あなたたちが使し役えきしている暗黒生物は、果たして人間に害をなす悪神なのかどうか……」


    「逆なんだぞっ、あたしが海たちを使役してるんだぞ！」


    　パーシィが起きだしてちゃっかり反論した。


    　自分のこととなると敏感だ。


    「弓倉先輩。わたしたちが相手にするのはパーシィではなく、コミステのソフトに宿っているつくも神がみになると思います。最優先事項は、ゲームのクリア。たとえこの世界の仕組みを解いたとしても、やるべきことは変わりません」


    　つくも神を放っておけば、この世界に誘われる被害者が増え続ける恐れがある。そもそも海かいと空そらは、それを止めるために再びゲーム世界にやって来たのだ。


    「弓ゆみ倉くら先輩。プレイヤー同士、ゲームクリアのために協力しませんか？」


    「小こ雨さめの目的は、あくまで暗黒ゲーム神を倒すこと。悪あく神じんをお祓はらいするのは巫み女ことしての宿命なのです。なので、暗黒生物が悪神であるかどうかを見極めたいと思うのです。その範囲でなら、協力することもやぶさかではないのです」


    　三人はいちおう、ドリメモ２をクリアするために協力しあうことで一致した。


    　小雨が帰ったあと、海はふと思いついたことを言ってみる。


    「弓倉の解釈が正しいなら、今の俺おれたちはつくも神に夢を見させられてる状態なんだよな。てことは、俺がこの世界で影響を受けやすいのもつくも神のせいってことでいいんだよな？」


    「いいんだよな？　じゃないです。それは単に、兄さんが天然なだけです。現実世界でだって、野球バカだったんですから」


    「今は、恋愛バカだけどな」


    「……野球のときみたいに、無茶だけはしないでくださいね」


    「わかってるよ」


    　海は恋愛にのめり込んでいるわけじゃない。プレイしているのは、


    　あくまで恋愛ゲームなのだから。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２⑥　～姉妹の関係～


    



    



    　綾あや野の海かいは、弓ゆみ倉くら小こ雨さめからネットゲームの手ほどきを受けた。


    　協力態勢ができたので、ゲーム研究部とは関係なしに教えを請こうことができる。部室には設備がないため、代わりにふたりでマンガ喫茶に通う。


    　そんな日々がしばらく続いたあと、ユウヒが不思議そうに尋ねてきた。


    「あなた、最近マンガ喫茶に通っているわよね？　しかも弓倉さんと一緒に」


    「なんで知ってるんだ？」


    「……なんだっていいでしょう」


    　ユウヒもまた、マンガ喫茶に通っている。海は同じ店を選んでいたので、ユウヒが見かけるのも当然だ。


    「今日きようもまた、弓倉さんと一緒にデートかしら」


    「デートって、あのな……。弓倉とはゲーム研究部の仲間ってだけだ。それに、もう十分教えてもらった」


    「なにを教えてもらったのかしら」


    「あとで話すよ。ユウヒ、ひさしぶりに一緒に帰らないか？」


    「……なによ。アサヒを誘って弓倉さんを誘って、今度は私に乗り換える気？　スケコマシなんじゃなくて」


    「べつに、そういう意味じゃないって。ちょっと相談事があるんだ」


    「ふうん……相談事」


    「いいだろ？」


    「しょうがないわね、友だち思いの私に感謝しなさい」


    　やっぱり乗ってきた。


    　ユウヒと肩を並べて帰り道を歩きながら、さっそく発動。


    　────コミュモード『娯楽』。


    「俺おれ、最近ネトゲに興味持ったんだ。でも、初心者が下へ手たに手を出すとヤケドするって空そらに言われてさ」


    「……まず、あなたとネットゲームって組み合わせが想像できないんだけど。無理に組み合わせてもろくなことにならなさそう。たとえるなら猫と小判の関係ね」


    　どっちが猫でどっちが小判かはあえて聞かない。


    「あなたって熱中したらとことん突き進むタイプだし、どうせ課金しまくって散財するのがオチよ。やめておきなさい」


    「いや、俺おれもそう思ってさ、詳しいやつにいろいろ教えてもらうことにしたんだよ」


    「それが弓ゆみ倉くらさんだったってわけ」


    「ああ。それでさ、ユウヒ。ネトゲってやっぱり仲間がいたほうがおもしろいらしいから、よかったら一緒にプレイしないか？　今プレイしてるゲームがあるなら、教えてくれ。ギルドとかチームに入ってるなら誘ってくれよ。あと、ついでにチャットのＩＤも教えてくれないか。おまえ、ネトゲ好きなんだろ？」


    「ち、ちょっと待ちなさい。なんでそんなことになってるのよ。私はそのジャンルに詳しくないのだけど……」


    　……あれ？


    「相談って、私と一緒にネットゲームをやりたいってこと？」


    「あ、ああ。無理に一緒にプレイしなくても、せめておまえと語り合いたいなー、なんて」


    「それだったら、ゲーマーの空そらがいるでしょう」


    「空って、ネトゲは専門外みたいでさ」


    　ユウヒは少し考え込んでから、


    「……どうしてもって言うなら、話し相手くらいはつきあってあげなくもないけど」


    「それで十分だ。頼むよ」


    「じゃあ、明日あしたまで待ちなさい。それじゃ」


    　ユウヒは道を曲がって立ち去った。その方向には商店街がある。またマンガ喫茶に寄っていくんだろう。


    　ネットゲームはハズレだったのだろうか。だとすると、もう答えがわからなくなる。ユウヒが好むゲームとは、結局なんなのだろう？


    　家に帰って報告すると、空はなぜか頰ほおを染めた。


    「ネットゲームでもないとすると……ま、まさか、本当にあの禁断のゲームを……？」


    「禁断のゲーム？」


    「……なんでもありません。兄さんにはまだ早いです」


    　空が恥じらう理由は海かいにはさっぱりだった。


    



    　翌日、ユウヒは教室で海に会うなり言い捨てた。


    「海、ネトゲは悪魔の産物よ。働きたくなくなるわ」


    「弓倉の意見と同じじゃねえかよ！」


    「くうっ……基本無料って書いてあったからプレイしてみたのに、気がついたら今月のお小遣いが飛んじゃってたじゃない……」


    　ユウヒは席に着くと、机に突っ伏して動かなくなった。


    「おまえ、まさか課金で散財……」


    「私がそんな間抜けなことするわけないでしょう！」


    　がばっと跳ね起きて反論。そしてまた机に倒れ込んだ。哀れな屍しかばねに見える。


    　ユウヒはたぶん、自分は絶対にオレオレ詐さ欺ぎに引っかからないと高たかをくくりながら真っ先に引っかかるタイプだ。家では意外とだらしないというアサヒの評は当たっていた。


    「おまえ、やっぱりネトゲやるんだな。マンガ喫茶に通ってるのはそのためか？」


    「……あなたには関係ないわ。とにかく、ネトゲは学生の身分では荷が重いと思うわ。時間的にも、金銭的にも。あなたにはネトゲじゃなくてソシャゲをお勧めするわ」


    「ソシャゲって、ソーシャルゲームのことか？」


    「そうよ。ネトゲと同じフリー・トゥ・プレイのオンラインゲームなんだけど、ネトゲほど廃人仕様じゃないから時間とお金はそんなにかからないと思うわ」


    「……もっとわかりやすく頼む」


    「あなた、弓ゆみ倉くらさんからいろいろ教わったんじゃなかったのかしら」


    「ネットスラングは習ってた」


    「……一刻も早くゲー研を退部しなさい」


    　ユウヒは呆あきれながら言葉を続ける。


    「とにかく、ソシャゲはケータイでプレイできるし、自分に合ったペースで楽しめるんじゃないかしら。もちろん課金には気をつけるべきだけどね」


    「目の前に失敗例があるからな……」


    「誰も失敗なんかしてないわ！　アホなんじゃなくて、あああアホなんじゃなくて！」


    　顔が真っ赤かでとても必死だ。


    　この日の放課後は、ユウヒと一緒に帰ってゲームの話題を出しても、アホなんじゃなくてと一いつ蹴しゆうされるだけになってしまった。


    



    「[image: ]なぞはすべて解けました」


    　本日のユウヒとのやり取りを報告すると、空そらは顎あごに指先を当てて思案したあと、某探偵ばりに断言した。


    「ユウヒが好きなゲームのジャンルがわかったのか？」


    「いえ。ユウヒ先輩は、ゲーマーではないことがわかったんです。パソコンやマンガ喫茶といったヒントを、私たちは間違って解釈していたようですね」


    「……どういうことだ？」


    「もうひとつのヒントは、ユウヒ先輩が兄さんの相談事に応こたえるときにタイムラグがあることです。そのジャンルには詳しくないと告げたあと、必ず翌日まで待たせるんです。ユウヒ先輩がパソコンを使うためにマンガ喫茶に通っている理由も、ここにあると思われます」


    　そして空そらは、海かいに新たな攻略法を告げるのだった。


    「兄さん。明日あしたから、アサヒちゃんとデートしてもらっていいですか？」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空は、いつもの入浴タイムでユウヒについて考察する。


    　彼女はゲーム好きじゃない。


    　そうではなく、兄の相談事に乗ること自体が、好きなのだ。


    　すべては兄のために、ユウヒはネットで知識をつけていた。苦手なジャンルであるゲームについてだって、自宅やマンガ喫茶のパソコンで調べていた。


    　転校が近づいてくると、それが顕けん著ちよに現れた。もうすぐ兄の相談に乗ることができなくなる。その焦あせりから、連日のようにマンガ喫茶に通うようになったのだろう。


    　本当はもっと兄のために尽くしたい……。ユウヒはきっと、そんな気持ちを抱いだいている。


    （尽くすタイプってことですよね……）


    　方法は異なっても、本質は自分と同じ。空とユウヒはやはり似ている。


    　だとしたら、ユウヒはすでに、兄に恋をしているかもしれない……。


    　なのになぜ、一周目のプレイでは兄の告白を断ことわったのか？　口では受け入れても、心では拒絶していたのだ。


    （答えはもう、ひとつしか思い浮かびません……）


    　胸が痛い。


    　空は、胸のふくらみに手を当てる。鼓こ動どうが速いのは、のぼせたせいじゃない。肌はだが熱いのは、火ほ照てっているせいだけじゃない。


    　この熱と痛みは、罪の意識から来ているものだ。


    　ゲームクリアのためとはいえ、また友だちを傷つけることになる。その罪悪感があるからにほかならない。


    　小こ雨さめの言葉から、ドリメモ２の登場人物は単なるコピーではない可能性が出てきたため、よけいに重荷を感じてしまう。


    （……それでも、わたしたちがやるべきことは決まっているんです）


    　空はあくまで攻略を優先する。


    　この先にハッピーエンドが待つことを信じて。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾野海もまた、空の指示した作戦に罪悪感を覚えている。


    　空そらは終しゆう始し一いつ貫かんして、目移りは禁止と言っていた。だけど今回は、あえてアサヒとデートする。その行き着く先は、ドリメモ１で経験ずみだ。


    （……それでも、ユウヒ攻略には必要なんだよな）


    　空が思いついた攻略法は、アサヒの恋がキーになるというものだ。


    「あの、空ちゃんから聞きました。センパイ、ボクにご用があるんですよね？」


    「……ああ。アサヒちゃんとどこか遊びにでもいきたいと思って。俺おれ、今は野球部じゃないから放課後は時間があるし、たまにはどうかな？」


    「それって……昔みたいに四人で遊びたいってことですか？」


    「いや、アサヒちゃんとふたりがいいな」


    「えっ……な、なんででしょう？」


    「アサヒちゃんとふたりきりで遊びたいって理由じゃ、ダメかな？」


    　アサヒのぽかんとした表情が、みるみる紅こう潮ちようしていく。


    「だ、ダメじゃ……ないです……」


    　表情を隠すように深くうつむき、耳まで真っ赤かにしながらうなずく。


    　海かいは攻略のためにいやいや誘っているわけじゃない。むしろ逆で、楽しみにしている自分もいる。アサヒとは話題が合うし、気兼ねもいらない。


    　アサヒはもともと誰に対しても愛あい想そがいい。ユウヒと違い、不機嫌になるところなんてほとんど見たことがない。


    　だけど、つきあいやすい相手だからこそアサヒはかわいい後輩のままであり、それ以上の気持ちに発展したことはなかった。


    「せ、センパイ、どこに遊びにいきますか？」


    「アサヒちゃんが行きたいところがあれば、任せるよ。俺、これまで部活三ざん昧まいだったから、そういう場所に疎うとくてさ」


    「だったら、カラオケなんてどうですか？　ボク、けっこう得意なんですよ。お姉ちゃんはすごいオンチですけどね」


    「アサヒちゃんに採点で負けて、不機嫌になって二度と歌わないって言うんだよな。簡単に想像つくなあ」


    「あははっ、実際そのとおりでしたよ。ただ……もうお姉ちゃんとは、カラオケに行けそうにないですけど……」


    　アサヒは表情を曇らせた。


    　たぶん、近いうちに訪れるユウヒの転校を言っているんだろう。アサヒはすぐに思い直したように笑え顔がおを浮かべる。


    「センパイ、せっかくなので思いっきり楽しみましょう！」


    「もちろん。それじゃ、行こうか」


    「はい！」


    　アサヒが見せる太陽のような笑え顔がおが、今はまぶしすぎた。


    



    　この日を境に、ふたりのデートが始まった。


    　放課後は毎日のようにアサヒと待ち合わせをして街に出かける。


    　雰ふん囲い気きに流されて、手をつないで歩くこともあった。


    　アサヒは驚くほど積極的になることがあって、腕を組んで歩くことすらあった。


    　そして、ついにその日が訪れる。


    　いつものように遊んだ帰り道。


    　夕日よりも赤く染まった顔のアサヒから、言葉をもらった。


    「センパイ……。ボク、センパイのことが好きです」


    　海かいは計画どおりに、アサヒに告白された。


    「ずっと、ずっと好きでした。ボクと、おつきあいしてください！」


    　髪が地面につきそうなほど深い礼をするアサヒを前に、海は用意していた文句を告げる。


    「……ごめん。俺おれ、ほかに好きな人がいるんだ」


    　なんだろう、これは。


    　自分はアサヒを傷つけてまで、なにをやっているんだろう？


    　今さら後悔する気はないが、罪の意識だけはどうしようもない。


    　ハッピーエンドを目指すというのは、攻略対象だけじゃなく、全員を幸せにしてこそなんじゃないだろうか。少なくとも自分にとってのハッピーエンドとは、そのあり方だ。


    　それを今、アサヒから教わったと言ってもよかった。


    「ボクの告白……断ことわられるって、思ってました」


    　アサヒは涙を見せなかった。表向きは笑みのかたちを保っている。


    「ボクの気持ちは、中途半端だったから。ボクのこの恋は、本当は恋じゃないのかもしれない。寂しかっただけなのかもしれないんです。お姉ちゃんが、もうすぐこの街を離れるから……」


    　ドリメモ１でもこのような流れになった。だから海はユウヒ転校の情報を、アサヒの口から聞かされるのを待っていた。


    　準備していた話題を振る。


    　────コミュモード『家族』。


    「アサヒちゃん。ユウヒが転校する理由、教えてくれないか？」


    「そ、それは……」


    　アサヒは言いよどむ。それっきり黙り込んだ。アサヒ本人が教えたくないのか、それともユウヒから口止めされているのか。


    「ユウヒの転校先は、知ってるのか？」


    　アサヒはためらったあと、首を横に振る。家族なのだから、知らないとは思えない。やはり教えたくないんだろう。


    　ドリメモ１では、ユウヒは家庭の事情で転校するのだと考えていた。


    　たとえば両親の離婚。ユウヒとアサヒは、父親と母親にそれぞれ引き取られることになるのだろうと。


    　だけど今は、違う気がしてならない。それが理由なら、転校先や引っ越し先くらい教えてくれてもいいはずだ。


    「ボクも、聞いていいですか？　センパイの好きな人って……もしかして、お姉ちゃんじゃないですか？」


    　海かいはどきりとする。


    「……なんでそう思う？」


    「最近、センパイのそばにいて、わかったんです。センパイと会話が一番盛り上がるのは、お姉ちゃんのことを話しているときだったから……」


    　アサヒは寂しそうにほほえんだ。


    「だからきっと、ボクと一緒に遊んでたのも、もっとお姉ちゃんのことを知りたいと思ったからなんですよね？　お姉ちゃんって自分のことを話すのが苦手だから……」


    「……ごめん」


    　海が頭を下げると、アサヒは慌あわてて言い添える。


    「せ、センパイを責めてるんじゃないんです。謝ることなんて、なにもありません。ボクはセンパイと遊べて、すごく楽しかったんです。だからぜんぜん、大丈夫です！」


    　精いっぱいの強がり。無理やりな笑え顔がお。


    　海にだってそれくらいはわかる。


    「センパイ……。ボクは、お姉ちゃんからなにも聞いていないんです。お姉ちゃんは転校の理由を誰にも告げていないと思います。親にはもっともらしい理由を話して、転校を認めてもらってましたけど。たぶん口実だと思うんです」


    　アサヒは訥とつ々とつと語りだす。


    「お姉ちゃんは、なんでボクたちのもとを去ろうとするのか……。理由はきっと、ボクなんだと思います。ボクは、センパイのことが好きです。でも、それはボクだけじゃなかった。お姉ちゃんもセンパイのことが好きだったんです。お姉ちゃんは素直じゃないし、絶対言葉にしませんけど、妹のボクにはわかります。お姉ちゃんは、センパイに恋をしているんだって……」


    　海は信じられない気持ちになる。


    　空そらにも、似たようなことは言われた。そのときは半はん信しん半はん疑ぎだったけれど、まさかアサヒからも同じ言葉を告げられるとは思わなかった。


    　信じていいのだろうか。もし本当にユウヒと相そう思し相そう愛あいなのだとしたら、これほどうれしいことはない。


    　だけど、ならばなぜ一周目のプレイ時に、ユウヒは海かいの告白を受け入れるフリをして断ことわったのか？　それは、ユウヒが海に恋をしていなかったからではなかったのだろうか。


    「お姉ちゃんが転校するのは、ボクのせいなんです。ボクがセンパイのことを好きだから、お姉ちゃんは身を引こうとしてるんだと思います。ほかの高校に編入して、家を出て、寮に入って……。センパイやボクから離れるために、街を離れることに決めたんです」


    　アサヒは寂しそうに続ける。


    「ボクは一度、お姉ちゃんを責めました。転校する理由がボクのせいなら、そんなのは大きなお世話だって。お姉ちゃんにはもっと正直になってほしいって、強く言いすぎちゃったかもしれません。それでケンカになっちゃって……。今もまだ、すれ違ったままなんです」


    　それが、ユウヒが海に恋をしていても、離れることに決めた理由。


    　海は、もしかしたらと思う。現実でのふたりも仲なか違たがいしているが、その原因を今、アサヒが話してくれたのかもしれない。


    「センパイとお姉ちゃんは、お似合いです。お姉ちゃんって強がりなところがあるけど、センパイならそんなお姉ちゃんも支えてくれるって思います。ボク、応援します！　空そらちゃんだって、ボクと同じことを言ってくれるはずですよ」

  


  [image: ]


  
    　ふたりが応援してくれるなら、これほど心強いものはない。必ず、ユウヒと結ばれてみせる。海かいは心の中で誓う。


    「それじゃあボク、帰りますね」


    　アサヒは立ち去ろうとする。家まで送ることはできない。アサヒの強がった笑え顔がおが、海の優しさを拒こばんでいる。


    「センパイのこと、ずっとずっと大好きでした。これからも、ずっとずっと大好きです！」


    　アサヒは最後まで笑顔だった。


    　それでも、去り際に見えた涙は気のせいではなかった。


    　ゲームクリアのためだとしても、簡単には割り切れない。それでも迷いはなるべく捨てるべきだ。立ち止まっていたら、タイムリミットが訪れる。結ばれる前にユウヒが転校してしまえば、ゲームオーバーは確定なのだから。


    （ユウヒ。今度こそ、おまえを攻略するからな）


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　ユウヒの転校は、本人の口からも聞くことができた。


    　その際、ユウヒはもう相談に乗ることはないと言い切った。言葉を換えれば、もう二度と会うことはない、ということだ。


    「ここからが本当の勝負ですね……。時間に余裕はありませんけど、慎重にいきましょう」


    　海は、空そらと共に登校しながら最後の作戦を確認する。


    　日付から考えても、ユウヒの転校はもう間近。攻略はラストスパートに入っている。それはつまり、告白の機会が迫っていることを意味している。


    「告白はやっぱり、放課後がベストだと思います」


    「コミュモードがあるからだよな」


    「はい。コミュモードを使いつつ、ベストタイミングを計ってみてください。話題のほうは『娯楽』以外でいきましょう。ゲームの話はもう必要ないはずです」


    　ユウヒはこれまで、ゲームの相談事は新鮮だったからという理由でこの話題に反応していた。


    　今はもうその段階を過ぎている。ユウヒは二度と相談に乗らないと明言しているため、いかにそこを切り崩すかがポイントのひとつになる。


    　海はアサヒとデートしていたので『会話』パラメータが上がっている。こちらはまだコミュモードに関係するとは限らないが、話術が磨かれているならそれに越したことはない。


    「ユウヒ先輩は、兄さんがいつ相談してきてもいいように普段からネットで知識をつけていたくらいです。うまい具合に押し切れば、また相談に乗ってくれるんじゃないでしょうか」


    　ユウヒは素直じゃないうえに、負けず嫌いだ。そこをうまく利用するのがいいだろう。


    「兄さん、がんばってください。ふたりの恋を、わたしも応援しています」


    　失敗は許されない。


    　空そらとアサヒの応援を裏切るわけにはいかない。


    「念のため、ひとつアドバイスをしておきます。兄さんは策さくを弄ろうすることが苦手ですし、ユウヒ先輩には正直にぶつかっていくほうがいいと思います。覚えておいてくださいね」


    　海かいはありがたく助言を受け取った。


    　緊張感と共に、静かに闘志を燃やしていく。


    



    　放課後。


    　海は、おそらく最後になるだろう定番のセリフを言う。


    「ユウヒ。ちょっと相談があるんだ」


    「……言ったでしょう。相談に乗るのは、もう終わりだって」


    「ククク……浅はか」


    「なんですって……？　あなた、弓ゆみ倉くらさんの影響受けすぎでしょう」


    「それはどうでもいい。重要なのはおまえが浅はかってところだ」


    　海はいやらしい笑みを浮かべる。


    「おまえ、俺おれの相談に乗れる自信がないのか？　俺の無理難題をいつも華麗に突破してきたおまえなのに、最後の最後で黒星をつけるのか？　負けを認めるってことか？　見た目は子ども、頭脳は大人、たったひとつの真実を見抜くのが楠くすの瀬せユウヒというツンデレヒロインだったのに、これじゃあ誇こ大だい広告もいいところだな！」


    「……ぐぬぬ」


    　ユウヒは歯ぎしりしたあと、通学カバンから牛乳パックを取りだしてチュウチュウ吸った。意味がわからない。


    「誰の見た目が子どもですって？　今の私は羽う化かを待つ蝶ちようなのよ！　言わば変身をまだ残してるのよ！　嫌いな牛乳だって飲めるようになったんだからね！」


    「いや、そっちに反応するのかよ！　相談事のほうを気にしてくれよ！」


    「……ていうかあなた、私を煽あおってなにを企たくらんでるのよ」


    「い、いや、べつに企んでなんか……」


    「慣れないことはするものじゃないわよ。あなたの相談事はなにかの罠わなだって言っているようなものじゃない」


    　策を弄しても、ろくなことにならない。空のアドバイスは的確だ。


    「……ごめん、言い方が悪かった。正直に話すよ。俺、たぶん寂しいんだ。おまえに相談に乗ってもらうの、好きだったみたいでさ。もうできなくなるって知ったら、いてもたってもいられなくなったっていうか……。とにかく、また相談に乗ってほしいんだ。おまえが転校する前に、せめてもう一度くらいはって思ったんだよ」


    　ユウヒは、海かいの言葉を最後まで聞いたあと、ぷいっと顔を背そむけた。その横顔は戸惑っているようでもあり、恥じらっているようでもある。


    「……わかったわよ。餞せん別べつ代わりに、相談に乗ってあげる。でも、これが本当に最後だからね」


    「ありがとうな」


    「お礼はいいから。どんな相談なの？」


    「帰りながら話すよ」


    　ユウヒを連れて、学校をあとにする。


    　道すがら、海は用意していた話題を振る。


    　────コミュモード『勉強』。


    「もうすぐ期末テストだな」


    「そうだけど……あなたがそんな話題を出すなんて、雪でも降りそうね」


    「俺おれだって自分の成績くらい気にしてる。でもさ、俺って自慢じゃないけど体育以外はからっきしなんだよな」


    「本当に自慢にならないわね。あなたは帰国子女なんだから、せめて英語は得意科目でもおかしくないはずなのに」


    「それでさ、折り入って頼みがあるんだ。俺に勉強、教えてくれないか？」


    「……それが相談事なの？」


    「まあな」


    「そんなのでいいの？」


    　ユウヒはちょっと不満そうにする。


    「最後の相談だし、もっと壮大なほうがよかったか？　世界征せい服ふくに協力してくれ、とか」


    「アホなんじゃなくて」


    　ユウヒがこの期末テストで成績上位に入ることは知っている。だとしたら、今は隠れて勉強しているはず。誰かに勉強を教えることも容た易やすいだろう。


    「これからふたりで勉強会でもしないか。頼むよ、ユウヒ先生」


    　ユウヒは、不出来な生徒を抱える家庭教師のような態度でため息をついた。


    「あなたと勉強会なんて、初めてね……。いい思い出になるかしら」


    「あ、じゃあ」


    「しょうがないから、つきあってあげるわ」


    　海とユウヒは、街の図書館に寄った。


    　勉強会には打ってつけの場所だが、海は図書館という施設自体、初めて利用する。


    　そう話したらユウヒに思いっきり呆あきれられた。たまには頭を使えと心配までされる始末だ。


    　机を挟んで向かい合い、教科書とノートを広げる。これから、五教科のテスト範囲を満まん遍べんなく教えてもらうつもりだ。


    「テストまで余裕があるわけじゃないし、要点だけ教えていくわよ。短時間の勉強でも点数が取れるように配慮するから、ありがたく思いなさい」


    「くー」


    「いきなり寝ないで」


    　デコピンされる。


    「あなた、人に頼んでおいてその態度はどういうことよ。ケンカ売ってるのかしら」


    「い、いや、ここってやけに静かでさ。眠くなるっていうか」


    「図書館というのはそういう場所よ。話すときもひそひそ声でお願い。ポイントだけ指摘するから、基本は自習というかたちにするわ」


    　ユウヒは言うだけ言ったあと、自分の勉強を始める。海かいもそれにならって、黙々と取り組むしかなかった。


    　言げん動どうはそっけないユウヒだが、教えるのは案外うまかった。いや、よくよく考えればユウヒは世話焼きなところがあるので、意外でもなんでもない。妹の空そらに似ている部分でもある。


    「眠い……」


    「口じゃなくて手を動かしなさい。人の集中力には限度があるし、適度な休憩は入れるけどね」


    　一時間に一度は、談話室に移動して頭を休めた。ユウヒはこういったところにも気を配ってくれる。海は頭が上がらない。


    　二度目の休憩に入ったタイミングで、海はコミュモードを発動させる。テスト勉強中は基本的に私語が厳禁なので、使うならこの時間がベスト。


    　次の話題はこれだ。


    　────コミュモード『恋愛』。


    「俺おれ……この前、アサヒちゃんに告白されたんだ」


    「…………」


    　ユウヒは反応しなかった。


    　驚かないところを見ると、すでにアサヒから聞いていたか、アサヒがなにも言わなくても態度から察していたんだろう。


    「だけど、断ことわったよ。ほかに好きな子がいるって答えたんだ。アサヒちゃん、俺のこと応援するって言ってくれた。無理させたと思う。……ごめん」


    　ユウヒは横目でちらりと海を見る。


    「謝る必要はないでしょう。私にはもちろん、アサヒにだって必要ないわ。あの子の恋は、ただの憧あこがれだと思うから。運動神経抜群のあなたを、昔からキラキラした瞳ひとみで見つめてたもの。要するにミーハーなのよ、あの子」


    　アサヒ自身も、自分の恋が本物かどうかわからないと言っていた。その理由はユウヒの指摘とは違い、姉と別れるのが寂しいからだとも。


    「あなたがフったことで、あの子も気づいたはずよ。自分の恋が偽いつわりだったって。あなたのことを応援するって言ったのなら、自分の恋を諦あきらめるってことだしね。あなたへの気持ちは所しよ詮せん、それまでのものだったのよ」


    　ユウヒの言葉はドライだが、アサヒを元気づけているようにも聞こえる。おそらくそれが本心だろう。アサヒには本物の恋を見つけてほしいと願っているに違いない。


    　とすると、ユウヒはもうアサヒに気兼ねする必要がなくなったことになる。わざわざ転校して自分たちのもとを離れなくたっていい。


    　海かいは、ユウヒの転校を止めるつもりだった。それだけじゃない、今なら告白しても受け入れてくれるんじゃないだろうか？


    　言うなれば、アサヒが勇気を出して海に告白してくれたからこそ、海のほうにもユウヒに告白するチャンスが生まれたのだ。


    （……ありがとう、アサヒちゃん）


    　告白のタイミングはもう、ここしかない。海は決意する。


    「海……聞いていいかしら」


    　海がなにか言うより先に、ユウヒのほうから口を開いた。


    「アサヒに言ったのよね、ほかに好きな子がいるって。じゃあ、その子って……？」


    「おまえだよ」


    「…………」


    　ユウヒは固まった。予想だにしていなかったようだ。


    　遅れて、ユウヒは赤面する。しぼり出すように海の告白に応こたえる。


    「……海。オマエって、どういう漢字を書くのかしら。めずらしい名前ね」


    「ちげーよ！　おまえだよおまえ、楠くすの瀬せユウヒのことだよ！」


    「私と同姓同名の女があなたの近くにいただなんてね……」


    「それもちげー！　俺おれの幼おさななじみである楠瀬ユウヒのことなんだよ！」


    「な、なんですって……。海の幼なじみである楠瀬ユウヒが私以外にもいただなんて、にわかには信じられないわ……」


    「信じられねえのはあくまで認めようとしないおまえの思考回路だよ！　いいかげん腹くくれよな！　俺は今、目の前のおまえに対して告白したんだよ！」


    「こ、声が大きい！　ほかの人に聞かれるでしょう！」


    　もうすでに聞かれていた。


    　談話室はざわつき始め、好奇の視線がふたりに多数突き刺さる。


    「ば、場所……変えない？」


    「賛成だ……」


    　海とユウヒはすごすごとその場を離れ、図書館もあとにした。


    



    　図書館の外は中と打って変わって寒い。だが、先ほどの恥ずかしい思いをしたせいか、体は逆に暖かく感じる。


    「……ごめんな、ユウヒ。俺おれから頼んだのに、とんだ勉強会になって。だけど、さっきの言葉は本気なんだ。それだけは信じてくれ」


    　海かいの言葉が聞こえているのかいないのか、ユウヒは黙って歩いていく。ちょっと早足なのは怒っているせいだろうか。


    　ユウヒはどこに向かっているのだろう。まさかこのまま帰ってしまうんじゃ、と不安になったが、道は帰路から外れている。


    「俺……ユウヒには、転校しないでほしいよ。ずっと俺たちのところにいてほしい。俺のそばにいてほしいって思うんだ」


    　ユウヒは答えない。


    　表情は不機嫌そうだが、頰ほおがほんのり染まっている。完全無視を決め込んだのは怒っているせいだけじゃなく、照れ隠しもあるようだ。


    　三十分は歩いただろうか。その間、ユウヒは一言も話さなかった。海は辛しん抱ぼう強く、ユウヒの言葉を待っている。


    　そして、ユウヒはようやく足を止めた。すでに日がかたむいていて、大小のふたりの影が長く地面に伸びている。


    　到着したのは、街外れにひっそりと広がる公園だった。


    「ここって……」


    　古い記憶がよみがえる。忘れるはずがない。


    　この公園は、ユウヒと初めて出会った場所。


    　ユウヒは奥の鉄棒に向かって歩いていった。海もその後ろについていく。


    「……転校はもう、決定したことよ」


    　鉄棒の前で振り返ると、ユウヒはやっと口を開いた。


    「手続きもほとんどすんでるの。私は親に無理を言って転校を許してもらった身分だし、今さら覆くつがえすことはできないわ。今後は、遠くの進学校で寮生として生活することになるでしょうね」


    　進学校と聞いて、海は納得した。


    　ユウヒは難しい編入試験を突破するために、これまで勉強していたのだ。だから期末テストでも好成績を残せるし、そもそも転校先が有名校だから親を説得することもできたんだろう。


    「あなたの告白……遅すぎたわ。私の気持ちがどうであれ、答えはもう、ひとつしか残っていないんだもの」


    　それは、ノーを突きつけられたに等しかった。


    　海は焦あせりを抑えられない。ユウヒの言葉どおり、遅すぎたのだろうか。すでにユウヒ攻略はタイムリミットを過ぎていたのだろうか。


    「……俺おれたちは離ればなれになるから、たとえユウヒが俺のことを好きだとしても、恋人にはなれないってことか？」


    　ユウヒは、静かにうなずく。


    「通う学校が変わるからって、会えなくなるわけじゃない。遠距離恋愛って言葉もあるじゃないか。そんな理由で断ことわられても、納得なんてできねえよ……。アサヒちゃんも、空そらだって応援してくれてる。俺とおまえのこと、お似合いだって言ってくれたんだよ……」


    「……そのふたりがどう言おうが、愛は距離には勝てない。ボッサードの法則ってやつよ」


    「なんだよそれ……」


    「遠距離恋愛が続かないのは、心理学の中でもう法則化されてるの。面倒な説明は省くけど、終わりが最初から見えてる恋愛を楽しめるほど、私は酔すい狂きようじゃないわ」


    　この知識もまた、海かいの相談のために仕入れていたのだろうか。いつか来るかもしれない、恋愛相談のために。


    　海の恋を応援するために。


    （すげえよ、おまえ。本気で惚ほれそうだよ……）


    　ユウヒの献けん身しんぶりには舌を巻く。


    　その対象が自分なのだから、光栄の一言に尽きる。


    　今なら素直に言える。自分は彼女に、恋をした。


    「ユウヒ……。俺はこれから先も、おまえに相談に乗ってほしい。それだけじゃない。いつかは、俺もおまえの相談に乗りたい。おまえが困っていたら助けてあげたいって、本気で思うよ」


    「その機会はもう、二度と来ない。あなたとはこれでお別れなんだから」


    「遠距離恋愛は続かないから？」


    「そうよ」


    「だったら、俺も転校する。おまえの学校に入って、おまえのそばに居続けるよ」


    「……私の転入先は進学校よ。アホみたいな成績のくせに、アホなことを言わないで」


    「勉強するよ。期末テストのためじゃない、編入試験を通過するために。できるなら、おまえにまた勉強を教わりながら。約束するよ……必ずおまえを追いかけてやるってな！」


    　ユウヒは、笑みを浮かべた。どうせ呆あきれられるだろうと思ったら、優しくほほえんでいた。ユウヒのこんな表情はめずらしい。


    「昔からあなたは、そうなのよね。私と違ってひたむきでまっすぐで、うらやましいくらいに一いち途ずだったわよね……」


    　ユウヒは思いを巡らせるように、近くの鉄棒に触れる。


    　その手を今度は、海の前に差し出した。


    　海は、ユウヒの小さな手を握る。


    「そんなあなただから、私は好きになったんでしょうね……」


    　この握手は、ふたりが友だちであるという証あかし。


    「だけどもう、あなたとは友だちでいられない……」


    「……ああ、そうだな」


    　握った手に、力がこもる。


    「おまえとはもう、友だちじゃない。だって俺おれたちは、恋人の関係になれるんだから」


    　ユウヒもまた、笑って握りかえしてくる。


    「遠距離恋愛は続かないだなんて、理屈をこねて言ったけど。あなたを試したかったのよ。私の言葉くらいで諦あきらめてしまうようなら、それまでの気持ちだったってことだから……。イジワルな女で、ごめんね」


    「そんなおまえを、俺は好きになったんだ。ユウヒ……俺と、つきあってくれないか」


    「……うん」


    　ユウヒは恥ずかしそうに、ささやくような返事をする。


    　あの日と同じ夕暮れ時。


    　ふたりは晴れて、恋仲になった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　そして、ユウヒは転校した。


    　だけどその先は、事前に教えてもらっていた進学校ではなかった。詳しくは知りようもなかったが、県外に出たことだけはわかった。聞いていたよりもさらに遠く離れている。


    　そう。


    　ユウヒはあくまで自分の行き先を隠し続けた。


    　最初から最後まで、ユウヒの言葉は偽いつわりで塗り固められていたのだ。


    　連絡は一切途絶え、海のもとに残ったのはたった一通のメールだけ。


    『イジワルな女で、本当にごめんなさい。でも、もう二度と会うことはないから、あなたもせいせいするでしょう。さようなら』


    



    　ふたりの恋は、距離には勝てなかった？


    　そうじゃない。


    　ふたりの恋は、得え体たいの知れない何物かに勝てなかったのだ────。


    



    　────ゲームオーバー。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２⑦　～思い出～


    



    



    　綾あや野の海かいと妹の空そらのふたりは、再びゲームスタート時の日付に戻された。


    　これで二回目。登校したあとに始まるプロローグのヒロイン紹介イベントは、三度目になる。


    「なんだこれ……。俺おれの告白を、ユウヒは今度こそ受け入れたって思った。それ以外考えられないシチュエーションだった。なのに、なんでまたゲームオーバーになるんだよ！」


    「落ち着いてください、兄さん……。答えはやっぱり、ひとつしかありません」


    「おまえが虫以下だからなんだぞ！」


    　割り込んできたパーシィをハエたたきでかっ飛ばす。


    「おまえのおふざけにつきあってる余裕はないんだよっ」


    「ふざけてないっ、あたしはいつも本気なんだぞ！」


    「パーシィ、おかえりなさい。現実世界へのおつかい、ご苦労さまでした。そ、それで、わたしたちの様子ですけど……」


    「ちゃんと確認してきたぞ。思ってたとおり、服が全部脱げてハダ……」


    「それ以上言わなくていいです！」


    　空もついに、ハエたたきでパーシィをかっ飛ばした。


    　ゲームオーバー一回で下着姿になり、二回目で全ぜん裸らになる。ここまではドリメモ１でも経験ずみ。問題はそのあと、三回目以降である。


    　脱げてしまった服は、仮想世界に移動する。だから最悪の可能性は、肉体まで服と同様にこちらにやって来てしまうこと。


    　その危険があるからこそ、もう失敗は許されない。この三周目でハッピーエンドに到達しなければならないのだ。


    「それでは、話を戻しましょう。今後の方針についてです」


    「あれ、現実世界の俺たちをテレビで確認しなくていいのか？」


    「……兄さん、セクハラでしたらハエたたきでたたきますよ」


    「パーシィの言葉だけじゃ不安なだけだって！」


    「それなら、わたしがあとで確認しておきます。ひとりで。兄さんがそこまで不安なら仕方がありません、わたしの本意ではありませんが兄さんの裸はだかを拝おがみます。ひとりで」


    「なぜひとりを強調する……」


    　それに拝むってなんだよとツッコみたくなったが、無駄話をしている時間がもったいない。登校時間も迫っている。


    「ユウヒ先輩は告白を受け入れましたけど、今回の結末もハッピーエンドではなかったようです。幸せな恋愛のかたちではなかったんです」


    「ユウヒは結局、俺おれのことが好きじゃないってことか……？」


    「それは……まだ、わかりません。ひとつ言えるのは、ユウヒ先輩とはただ恋仲になっただけでは攻略にならないということです。つまりユウヒ先輩は、たとえ兄さんに恋をしていたとしても、恋人の関係にはなりたくない、なってはいけないと考えているんです」


    　空そらは確信したような調子で続ける。


    「だとすると、ユウヒ先輩が兄さんの告白を受け入れる理由もおのずと見えてきます。おそらく兄さんを安心させたあと、安全に別れるためです。諦あきらめの悪い兄さんを見越してのことなんでしょうね。兄さんに引き留められると、転校の意思が揺らぐことを自分でもわかっている……。そう考えると、ユウヒ先輩はまだ脈ありです。兄さんに恋心を抱いだいている可能性は、潰ついえていないと思います」


    「……それが本当なら、ユウヒが恋人になるのを拒こばむ理由はどうなるんだ？」


    　アサヒとの兼ね合いは、あの時点ですでにクリアしていた。それなのにユウヒは、海かいと結ばれることをよしとしなかったのだ。


    「まだわたしたちが知らない、隠された理由があるんだと思います。進めるべきイベントが足りなかった証明とも言えるでしょうね……」


    　ユウヒの本心がわからない。自分の気持ちを殺すことに長たけている彼女なので、本ほん音ねを引き出すことは困難を極める。


    　だけど、攻略には避けて通れない。本心を突き止めるためには、とにかく会話するしかない。


    　そう考えると、コミュモードはまるで海とユウヒのためにあるようなシステムだった。


    「イベントを進めるためには、コミュモードを駆く使しするしかないんだよな」


    「はい。それと並行して、ステータス条件も満たさなければいけません。わたしたちはまだ、ユウヒ先輩攻略に必要なステータスを把握しきれていないんです」


    　もう三周目に達してしまったというのに、不透明な情報が多く残っている。攻略期間が短い弊へい害がいが、ここに来て重くのしかかっていた。


    「ドリメモ１で友とも利り先輩を攻略したときも、決して楽な道ではありませんでした。ドリメモシリーズは総じて難易度が高いんでしょうね……」


    「……それだけ理り不ふ尽じんなシステムとも言えるな」


    　ゴミ捨て呼ばわりすると、またパーシィが怒り出しそうだ。


    　これなら、ほかのゲームを攻略したほうがよかっただろうか。だが、今さら言ってもあとの祭り。そもそも、『コミステ』のソフトに簡単なものなんて存在しないのかもしれない。批評サイトで調べた限りはどのソフトも似たような評価だと、プレイ前に空が言っていた。


    　ふたりは登校の準備を進め、家を出る。空と一緒に学校に向かいながら、これまでの経験則からコミュモードの使用法を確認する。


    　話題は前半に『娯楽』、後半に『恋愛』を選ぶ。


    　ユウヒを相手にするだけじゃなく、アサヒにも『家族』を選ぶ。


    　そうすれば、ユウヒの転校の理由はアサヒにあることが判明する。


    「だけど本当は、違う理由なんだよな」


    「さらにこのあとのイベントで、隠された真実が浮かび上がるのだと思います」


    「告白する前に、もうひとつイベントを発生させる必要があるわけだな」


    「はい。そしてこの流れでイベントを進めると、兄さんのステータスは『センス』と『会話』が上がることになるんです」


    　小こ雨さめと一緒にゲームをプレイすることで『センス』が上がり、アサヒと一緒にデートすることで『会話』が上がるのだ。


    「攻略に必要なパラメータは、この二種類で確定かもしれませんけど……」


    　だとしたら、不透明だった情報が一気に鮮せん明めいになる。ほかにヒントがない現状では、『センス』と『会話』に[image: ]かけるしかない。


    「気がかりなのは、この二種類のステータスを満たしても、二周目でわたしたちはハッピーエンドを迎えられなかったことなんです」


    「さっき言ってたとおり、イベントが足りなかったからじゃないのか？」


    「それだけならいいんですけど……」


    　告白をして、たとえ恋仲になってもあと一歩が足りない。その足りていないイベントとは、いったいどのようなものなのか？


    「兄さんはひとまず、告白をする直前のイベントまで進めてください」


    「図書館で勉強会するところまでか。なるべく早く、そこまで到達してみせるさ」


    「お願いします。わたしはその間に、足りないイベントを模も索さくしてみます」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは今夜、兄が寝静まるのを待って行動に出た。


    「パーシィ、首尾のほうはどうですか？」


    「合図があればいつでもいけるんだぞ」


    　パーシィはすでにテレビの前でスタンバイしている。


    「わかりました。それでは作戦行動、開始です」


    「がってんなんだぞ！」


    　空がテレビの電源を入れると、パーシィの脳内で再生された映像が画面に映し出される。


    　そこでは一いつ糸しまとわぬふたり──現実世界の空と海かいがベッドの上で抱き合っていた。まるでベッドインした恋人のように。


    「ぶっ」


    　空そらは即座に鼻血を吹いた。


    「そ、空、大丈夫か？」


    「は、はい……。刺激が強すぎて、意識が飛びかけただけです……。命に別状はありません」


    「命とか言ってる時点で心配なんだぞ……」


    　空は作戦行動を開始すると言ったが、それはべつにこのあられもない映像を目に焼きつけることだけを指しているわけじゃない。


    　兄とユウヒが結ばれるための、最後の一歩。それを埋めるなにかを、空はある程度つかんでいる。空だから知ることができたと言っていい。


    　兄には教えることができなかった。なぜなら、このイベントは兄を抜きにして進める必要がある。つまりは、兄がそばにいるとできない話をユウヒとしなければならない。


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームやＡＤＶアドベンチヤーではしばしば見かけるが、主人公視点ではないパートが挟まれることがある。たとえばヒロイン視点で進むイベント。それが攻略に欠かせないこともある。


    　ユウヒ攻略はおそらく、隠しヒロインである空もまた、当事者になる必要がある。


    （隠しヒロインが誰なのかは、これまでの情報を合わせればわたししかありえません……。だからわたしは、勇気を出さないといけません……）


    　そのために空はこの映像を見ていた。自みずからを鼓こ舞ぶするために兄とのベッドインを見ていた。なんらおかしな行為ではない。


    　現実世界の空は、兄に寄り添って幸せそうに寝息を立てている。


    　兄の体に腕を回し、同じように素足もからめている。


    　露あらわになった胸のふくらみは、兄の胸板にやわらかそうに重なっている。


    　もはや上から下まで、ふたりの肌はだという肌が密着していた。


    （わ、わたしたち……大胆……）


    　は、恥ずかしい……。


    　だけど、いつかは……。


    「うへへ……」


    「空のこんなだらしない笑え顔がおは初めて見るんだぞ……」


    　パーシィが恐れおののいていた。


    　空はハッと我に返り、頭をぶんぶん振る。どうも表情と気持ちが一致していなかった。本心が表に出ただけなのかもしれないけど。


    「……これはあくまで無事を確認するための行為です。兄さんとくんずほぐれつしてるのを見て勇気をもらうわけじゃなく、わたしたちの安全が保証されたことで強い意思と諦あきらめない心が生まれるんです。やましい気持ちなんてこれっぽっちもありません！」


    「誰に言い訳してるかわからないんだぞ……。とりあえず、もう再生は止めていいのか？」


    「あ、あともうちょっとだけ……」


    　いちおうＤＶＤに焼いているが、空そらはまだ目を離すことができなかった。興奮冷めやらず、鼻血が定期的にぽたぽた落ちている。


    『お兄ちゃん……好き……』


    　現実世界の空が、無む邪じや気きに寝言をつぶやいている。意識があったら絶対に言えないセリフ。もし本人を目の前に言ってしまったら、羞しゆう恥ちのあまり舌を嚙かんで死ぬかもしれない。


    （だけど……いつかはわたしも、勇気を出して……）


    　ユウヒ攻略のための最後の一歩は、その前ぜん哨しよう戦せんのようなものだ。


    　空はユウヒに、自分の本心を告げることになるのだから。

  


  [image: ]


  
    「……パーシィ、ありがとうございました。もう大丈夫です」


    「役に立ったんなら、よかったんだぞ。あたしはもう寝るぞ」


    「おやすみなさい。あたたかくして寝てくださいね」


    「はーい！」


    　パーシィは後ろ頭に刺さっていたケーブルを引っこ抜くと、姿を消した。


    　パーシィの寝ね床どこである次元の狭はざ間まに温度という概がい念ねんがあるのかは知らないが、春真っ盛りの現実世界と違って、この仮想世界は肌はだ寒い。カゼなんてひいて攻略に差し支えてはいけないので、空そらもあたたかくして眠るつもりだ。


    （……今はあたたかいどころか、暑いくらいですけどね）


    　とにかく刺激が強すぎた。こんな調子では、俗に言うエロゲーなんてプレイした日には、どうなってしまうのだろう。


    （ぷ、プレイをするつもりなんてありませんけど）


    　空はディスクを取りだして、宝物を扱うようにケースにしまう。


    　これはあくまでゲーム内での録画。現実に持って帰れないのは残念だが、ドリメモ２の世界にいる間はお守り代わりになる。今後、勇気を持つために深夜にこっそり見ることもある。


    　それってエロゲーをプレイするようなものなんじゃ？　という疑問はすぐに追いやる。


    （勝負は、兄さんが告白の直前までイベントを進めたとき……。告白の前に、ユウヒ先輩には素直になってもらう。そして、誰にも遠慮することなく兄さんと結ばれてもらう。わたしという隠しヒロインは──兄さんの妹は、そのためにいるんです）


    　この夜の空の寝顔は、現実世界で兄に寄り添う自分とは違って辛つらそうだった。べつに、鼻血のせいではなくて。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　楠くすの瀬せユウヒはシャワーを浴びている。


    　時間は朝。


    　ユウヒは夜よる風ぶ呂ろ派ではなく、朝シャワー派。登校前に髪と体を洗い流すのは日課のようなものだった。


    （じゃないと、寝ね癖ぐせを直すのが大変なのよね。顔も洗えるし、一いつ石せき二に鳥ちようだわ）


    　水滴を浴びたユウヒの髪が、華きや奢しやな背中に艶つややかに広がっている。


    　一石二鳥と言っているだけあって、ユウヒは髪と肌はだの手入れをほとんどしない。


    　なのにその柔肌はきめ細かく、幼おさな子ごのように白くてまっさら。


    　髪も見み惚とれるほどさらさらで、シャワーを浴びたあとに乾かしてもその瑞みず々みずしさは少しも損なわれることがない。


    　まるで精巧な工芸品、完成されたお人形のよう。妹のアサヒからもよく言われる。髪も肌もそんなに綺き麗れいなのに、手入れしないのはもったいないと。


    　そんなことをしなくても十分に綺麗だからというのもあるが、ユウヒはそもそも自分を着飾ることに興味がない。


    　だから服だってろくに買わない。強いて言うなら、暑いのは苦手なので夏服は涼しそうなもの、寒いのも苦手なので冬服はあたたかそうなものを選ぶくらいだ。


    （要するに、私は向上心を失ってしまったんでしょうね。現状維持で満足するようになってしまったのよ……）


    　ユウヒは取り留めのないことを考えながら、髪と肌はだを適当に洗う。


    　スポンジで胸のあたりを撫なでたところで、手がぴたりと止まった。


    「私はまだ変身の可能性を残してるわ！　たぶん二回以上！」


    　オシャレは気にしないくせに、ぺたんこな胸は気にしていた。ユウヒが唯ゆい一いつ、向上を願っている部分である。ちなみにシャワーを浴びながら叫んだせいで、口の中が大変なことになって咳せき込んだ。


    「くうっ……妹のアサヒがあんなに大きいんだから、姉の私だっていつかは……」


    　あまり胸のことばかり考えると立ち直れなくなるので、ユウヒはほかに意識をかたむける。


    　すると今度は、海かいの顔が思い浮かんだ。


    （……そうよね。海の相談に乗ることも、もうなくなるんでしょうね）


    　ユウヒは近く転校する。それはすでに海にも話した。


    　昨日きのうは最後の相談事という体ていで、図書館で勉強会も行おこなった。いい思い出になったとユウヒは思っている。


    （海は、私がアサヒから身を引くために転校するって考えてるみたいだけど……）


    　本当は、そうじゃない。


    　ユウヒが身を引いた相手とは、アサヒではない。


    　海の妹である、綾あや野の空そらなのだ。


    　これまでのつきあいで、痛いくらいに思い知っている。


    　海は、空を中心に生きていること……。


    （そして、空もまた海を中心に生きていること……）


    　たとえるなら、どちらも蒼あお。


    　空がなければ、海は生まれなかった。


    　海がなければ、空は広がらなかった。


    　ふたりはそれだけ強固な絆きずなで結ばれている。


    　楠くすの瀬せユウヒという異い分ぶん子しが入り込む余地はない……。


    　少なくともユウヒ本人は、そう信じて疑わない。


    （それを覆くつがえすことなんて、もう不可能なんだから……）


    　ユウヒは目をつぶり、それ以上の思考を止める。


    　感じるのは、熱いシャワーが肌を弾はじく感覚だけ。


    　願うのは、この水滴がよけいな苦悩も洗い流してくれることだけ……。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　進められるイベントはすべて進めた。


    　兄は一週間程度でそれを成し遂げてくれた。いざというときは頼りになる自慢の兄に、綾あや野の空そらは感謝する。


    　小こ雨さめからカードゲームとネットゲームの手ほどきを受け、ユウヒとゲームの相談事で盛り上がり、アサヒとのデートの最中にユウヒ転校の報を聞いたあと、ユウヒと一緒に勉強会をした。


    　そして兄は、まだユウヒに告白していない。


    　一周目のプレイでは体育倉庫で告白した。二周目のプレイでは思い出の公園で告白した。そのふたつともがゲームオーバーの引き金になった。


    　ゲームオーバーを回避するのに必要な最重要イベントについて、空はもう確信に至っている。


    「……空？　こんな時間に出会うなんて、めずらしいわね」


    　空は朝早くから校門に立ち、ユウヒの登校を待っていた。


    「おはようございます、ユウヒ先輩」


    「おはよう。近くに海かいの姿が見えないし、私とふたりきりで話でもあるのかしら」


    「さすがユウヒ先輩、怖いくらい察しがいいですね。この調子だと、わたしが話す内容にも見当がついているんじゃないですか？」


    「皮肉にしか聞こえないわね……。少し攻撃的なところを見ると、あなたは私を責めたいようね。その理由、ひとつしか思い当たらないわ。あなたの話は私の転校についてでしょう」


    　本当に察しがいい。


    　空が知る限り、ユウヒほど頭の回転が速い人はいない。だからこそ空が尊敬する相手であり、ひそかにライバル心も抱いだいていた。もしユウヒが兄の彼女になれば、自分は到底敵かなわないと知っているからだ。


    「誰にも聞かれたくない話なんでしょう。空、場所を変えましょうか」


    　ユウヒの先導で、学校の裏庭に移動した。この時間なら誰も通りかからない。


    「ねえ、空。あなたがなにを言おうが、私の転校はもう決まっているの。だから、話をしたって時間の無駄よ」


    「……本当に、そうでしょうか」


    　空は声に感情をこめず、努めて冷静に言う。


    「ユウヒ先輩が転校するのは、アサヒちゃんが原因ではありません。このわたしに遠慮しているせいですよね？　わたしもまた、兄さんのことが好きだから……」


    　ありったけの勇気を奮い起こし、だけど決して感情的にはならないように言葉を続ける。


    「ユウヒ先輩はわたしに気を遣っている。だけどそんな必要はないと言いたかったんです。ユウヒ先輩にはもっと素直になってほしい。兄さんへの恋を諦あきらめてほしくないって思うんです」


    　ユウヒと兄がいくら恋仲になっても、その近くに空がいるとユウヒは素直になれない。


    　不安、嫉しつ妬と、罪悪感──さまざまな負の感情を抱いてしまう。そのかたちは、幸せな恋愛とは言いがたい。


    　ユウヒは険けわしい顔を作っていた。


    「私が、あなたに遠慮している？　なにを根こん拠きよに……」


    「根拠は、先輩が兄さんの相談に乗ったことです。その中で最も盛り上がったのが、ゲームでした。ゲームの話題に反応したのは、ゲーマーであるわたしへの対抗心からだったんじゃないですか？」


    　自分が兄のそばにいる限り、ハッピーエンドは迎えられない。


    　身を引くのはユウヒではなく、空そらのほう。


    　そもそもこの気持ちは、禁断の恋。


    　かなたの水平線は、いくら接しているように見えたとしても。


    　綾あや野の空と綾野海かい、ふたりが交わることは、決してない。


    （現実のユウヒ先輩も、きっとわたしに遠慮していたんです……）


    　ユウヒは勉強さえすれば成績優秀。事実、現実でも進学校に通っている。あえて兄の学校とは違う進学先に決めたのだ。


    　だけど本当は、兄と同じ学校に入学したかったのではないだろうか。その願望がこの世界に反映され、兄のクラスメイト、さらには隣同士の席というかたちで表れたのではないだろうか。


    　現実のユウヒは、そのような非現実な空想をしたことで、この世界にヒロインとして呼ばれたのではないだろうか……。


    「ユウヒ先輩。わたしは、たしかに兄さんのことが好きです。だけど、アサヒちゃんと同じでもあるんです。わたしのこの気持ちは、恋かどうかわからない……。兄きよう妹だい愛でしかないかもしれないんです。友達思いのユウヒ先輩だから、わたしから兄さんを横取りしたくないって思ったのかもしれませんけど、わたしから見たらよけいなお世話でしかありません。わたしはそこまで、弱くない。少なくとも、勇気を出せないユウヒ先輩よりも強い人間だと自負しています」


    　空は今、勇気を出して噓うそ偽いつわりのない自分の本心を吐と露ろした。


    　だから次は、ユウヒの番。


    （あとは、ユウヒ先輩が勇気を出してくれたら、わたしの役目は本当に終わります……）


    　空は、フェードアウトを覚悟する。


    　隠しヒロインは、最後まで隠されたまま、主人公のもとを去らなければならない。


    「……ふふ。あははははっ」


    　ユウヒは急に笑い出した。


    　空はぎょっとして口をつぐむ。


    「そうね。私は、弱い女よ。あなたから言われるまでもなく、自覚している。笑っちゃうほど痛感してるのよ。だけどね、あなたの推理は間違ってるわ。私の弱さは、愛やら恋やら、そんな高こう尚しようなところにあるんじゃない。もっと幼よう稚ちな部分こそに解答が眠ってるの」


    　ユウヒは口の端をゆがめ、自みずからを[image: ]あざけるように言い放った。


    「忠告するわ。あなたは海かいから離れるべきじゃない。そんなことをしても逆効果よ。そういえば、海が恋愛ゲームの相談を持ちかけていたわね。ちょうどいいわ、それにたとえてあげる。空、もしもこれがゲームだとしたら、あなたが海から離れた時点でゲームオーバーが確定してしまうわよ」


    「え……？」


    「だってそれは、ハッピーエンドじゃない。少なくとも私にとっては。あなたが不幸になれば、私がいくら海の恋人になったとしても、そんなのは幸せな恋愛じゃない。私だけが幸せになることは、私の幸せにはなりえない。私の望みはね、全員が幸せになることよ。誰もいなくなることなく、みんながみんな、同じ時間を共有しながら笑っていられること。私、海、空そら、アサヒの四人で昔のように楽しく過ごすこと。なんの悩みもない、無む垢くで無知で、無む邪じや気きだったあの日々のようにね」


    　空は、絶句するしかなかった。


    「これはあなたが言う、遠慮じゃない。私のエゴよ。誰のせいでもない、私だけが責められるべき罪なのよ。だから私も言ってあげる、あなたのお節せつ介かいこそがよけいなお世話だって。どのヒロインも幸せになれる究極のエンディングこそ、私のハッピーエンドなのだから」


    　空は言葉を返せない。


    　どのヒロインも幸せになるエンディング？　恋愛ゲームにおいてそんなことが可能なのだろうか。現実に置き換えてみてもいい。男一人と女三人の恋愛において、全員が幸せになる結末など存在するのだろうか？


    　人は成長する生き物だ。子どもではいられない。関係だって変わっていく。残酷な時の流れの中で、いつまでも無邪気でいられるわけがない。


    　たとえば兄とアサヒが恋仲になれば、空とユウヒは、以前と同じ態度でふたりと接することはできなくなる。


    　空が作っていた兄のための弁当は、恋人のアサヒが作ることになるだろう。


    　兄が相談事を持ちかけるのは、ユウヒではなく恋人のアサヒになるだろう。


    　そんな関係もいずれは慣れてくるかもしれない。恋が破れた空とユウヒも、いつかは傷が癒いえ、幸せな時間を過ごせるようになるかもしれない。


    　だけどそれは、タイムリミットが存在するこのドリメモ２においては絵え空そら事ごとでしかない。


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームとは、主人公が誰かと結ばれた時点でエンディングが決まってしまう────！


    「わかったでしょう。もう、すべてが手遅れなのよ。あの日々には二度と帰れない。時間はどうやっても戻ってくれない。幼稚な望みを持つ私だって、それくらいは理解しているんだから」


    　ユウヒにとってのハッピーエンドとは、思い出の時間に帰ること。だとすれば、ユウヒを攻略するにはゲームスタート時からでさえ、遅きに失したことになる。


    　この『ドリメモ２』では、ユウヒを攻略することは不可能だと突きつけられたも同然だった。


    「私たち四人の関係はいつか必ず壊れるわ。それが早いか遅いかの違いでしかないのなら、早いほうが傷が浅くてすむでしょう。だから私は転校を決めたのよ」


    　ユウヒは、最後に笑みを浮かべる。


    　これまでの自じ[image: ]ちようとは違う、素直な笑え顔がお。ようやく見せた、ユウヒの本心。


    　それはひたすらに優しくて、自じ己こ犠ぎ牲せいにすぎていて、空そらはそんな彼女を痛々しく感じた。


    「……そろそろ予よ鈴れいが鳴る時間ね」


    　話は終わりとばかりに、ユウヒは背を向ける。


    「ま、待ってくださいっ、まだ話は終わって……」


    「結論はとっくに出てる。私は最初に言ったじゃない、話をしても時間の無駄だって。それじゃあ、さよなら。あなたとも二度と会うことはないでしょうね」


    　ユウヒは振り返りもせず、去っていった。


    　空は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    　万ばん策さくは尽きた。攻略の糸口は、完全に潰ついえた。


    　ラストチャンスだったはずのこの三周目のルートもまた、行き着く先はもう、ゲームオーバーしか残っていない……。

  


  
    



    



    　　　　ドリームメモリーズ２⑧　～ホワイトクリスマス～


    



    



    　その日、楠くすの瀬せユウヒは夢を見た。


    　過去の思い出。幼おさななじみ四人で遊んでいた、まぶしい情景。


    　行動派の海かいとアサヒ、頭脳派の空とユウヒ。バランスがとれた仲よし四人組。


    　無む邪じや気きだった。無む垢くで無知でも許された。恋を知らなくても楽しく過ごすことができた。


    　あの頃は、この日々が永遠に続くのだと思っていた。


    　……滑こつ稽けいな話だ。


    　その果てに、ユウヒとアサヒの姉妹は、どちらも海に好意を持ったのだ。


    　そして、空は言わずもがなのお兄ちゃん大好き妹で。


    　三人の「好き」に囲まれた海は、いわゆるハーレム状態。


    　ついでに本人は、超がつくほどの鈍どん感かん男。初恋もまだだと豪語する彼はひとり、人の気も知らないでのほほんと生きている。ていうかおまえはどこのラブコメ主人公だ！　今どきそんなの流は行やらないのよ、アホなんじゃなくて！　はっきり言って腹立たしい。


    　……だけど、どうしようもない。


    　理性で抑えられる程度の感情なら、最初から苦労しない。恋愛は好きになったほうが負け。


    　人を愛するとは、きっとそういうことなのだ。


    



    　この夜、現実のユウヒと仮想のユウヒ、どちらともが涙を流した。


    　その涙は朝を迎える前に乾いてなくなり、ユウヒが気づくことはなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　年が変わり、三が日も過ぎて。


    　冬休みもすでに残り少なかった。


    　だけどまだ、三周目のプレイは続いている。


    　このルートも、これまでのルートと同じ展開を迎えている。ユウヒは転校し、綾あや野の海かいたちの前から姿を消した。


    　だけど、ひとつだけ違う点を挙げるとすれば。


    　海はまだ、ユウヒに告白していない。


    　だからだろう、ゲームオーバーにはなっていない。


    　逆に言えば、ゲームオーバーを迎えていないからこそ、このルートは初めて年を越したのだ。


    「さて、行こうか」


    　海は歩みを止めない。


    　ユウヒ攻略のルートは依然続いているのだから。


    　いくらユウヒが諦あきらめても。


    　空そらですら諦めてしまったとしても。


    「俺おれはもう、二度と諦めることはしない」


    　諦めた先に待つのは後悔しかないのだと、海はすでに現実で学んでいる。


    「いつかおまえから教えてもらった逆転の発想……使わせてもらうからな」


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　楠くすの瀬せユウヒは道を歩いている。


    　通り過ぎる風景は、どれもなじみがないものばかり。


    　新しい街。


    　新しい学校。


    　新しい居場所……。


    　感かん慨がいなんて湧わかなかった。


    　感情をどこかに置き忘れた顔で、ユウヒはただ機械的に足を進めている。ガラス越しに見ているような、ぼんやりとした頭で思うのは、正面にある夕日がまぶしくてとにかくわずらわしいということだけ。


    　邪魔な陽光がやっと建物の陰に隠れたとき、ユウヒは立ち止まる。


    　目の前に、真新しい女子寮が建っている。


    　今後はここで暮らすことになる。県で名高い進学校だけあって寮のほうも立派な佇たたずまいをしているが、ユウヒの目には空くう虚きよにしか映らない。


    　だって、ここには家族がいない。


    　友だちがいない。


    　大好きだった彼が、いない。


    「…………」


    　ユウヒの肩が、徐々に震える。


    　握った拳こぶしに、爪つめが食い込む。


    「うっ……くっ……」


    　固く結んでいたユウヒの唇くちびるから、嗚お咽えつが漏もれる……。


    「……泣いてるのか？」

  


  [image: ]


  
    　突とつ如じよ、背中から届いた声。


    　周囲はなじみのないものばかりだったのに、その声だけはなじみ深い。


    　まるで暗くら闇やみに差す光のようで。


    　ユウヒは、信じられない思いで振り返る。


    「おまえの涙は、初めて見たよ……」


    　ここにいるはずのない、大好きだった幼おさななじみの彼が、立っている。


    「なあ、ユウヒ。困ってるなら、力になるぞ？」


    　綾あや野の海かいが、救いの手を差し伸べている。


    　ユウヒはその手を取りたかった。


    　だけど、できない。できるわけがない。


    　自分は、いつだって弱いところを見せない。人前で泣くことなんてしない。そんなのは許されない。弱いからこそ虚きよ勢せいを張る。強くありたいと願うからこそ噓うそ偽いつわりで自分を飾る。


    　ずっとそうだった。そうやって生きてきた。素直じゃなくて負けず嫌いの自分、その本質は昔からなんら変わっていないのだ。


    「……そっか。俺おれの助けは、いらないか」


    　海は苦笑する。


    「あの日、公園でケガをしてたときもそうだったな。おまえ、強がってたもんな。痛いの一言も言わずに、ひとりで我慢して。俺が助けようとしても、迷惑そうにするだけでさ。きっと、今でもそうなんだよな。おまえはずっと、強がってただけなんだよな……」


    　……なぜ、海がここに？


    　どうやってこの場所がわかった？　ウソの転校先を教えたはずのに！


    　渦巻く疑問は瞬またたく間まに霧む散さんする。だってそんなのは重要じゃない。問題なのは、自分の弱さを見られたこと。強くあるための仮面を剝はがされたこと。


    （私……海に、泣き顔を見られた！）


    　嫌だ、恥ずかしい、これじゃあ幻げん滅めつされる、自分は海にとって頼りになる幼なじみだったはずなのに、それがなくなったら私なんてただの嫌な女なのに、海に嫌われちゃう、そんなのダメ、耐えられない、死んだほうがマシ、私は海に嫌われる前にお別れしたかったのに……！


    　頭が真っ白になり、ユウヒは流れる涙をそのままに道を駆かけ、やみくもに海から逃げ出した。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾野海は、逃げるユウヒを追いかける。


    　ユウヒはたしかに転校先を教えなかった。ウソをついてまで引っ越し先を隠していた。ユウヒが強く言ったからだろう、アサヒに聞いても教えてはくれなかった。


    　それでもユウヒとこうして出会えたことには、理由がある。


    　逆転の発想だ。


    　海かいが考えたのは、ユウヒ攻略は転校前ではなく、転校後にこそ活かつ路ろがあるというものだった。


    　海はこの三周目のルートで、選択授業を駆く使しして『学力』を上げていた。帰宅後もほぼ徹夜で勉強を続けていた。ユウヒを追いかけ、同じ進学校に編入するために。


    　試験勉強は辛つらかった。はっきり言って地獄だった。こんなに頭を使ったのは、生まれてこのかた初めてだ。


    　海は野球以外の運動もお手のもの。そのぶん、学力に関するパラメータは限りなく低い。その穴を埋めるのは並大抵の努力では叶かなわない。


    　だけどユウヒのためなら、ユウヒと結ばれるためなら苦労にはならなかった。


    （ユウヒ、おまえも知ってるだろ？　俺おれは、こうと決めたらとことん突き進むタイプなんだよ）


    　こうしてユウヒと出会えたのは、マップのおかげだ。


    『ドリメモ２』に新しく搭とう載さいされたマップシステムは、このときのためにあったと言っても過言じゃない。


    　なぜなら、転校後に地図を調べることで初めてユウヒの現在位置、すなわち転校先を知ることができたのだから。


    「ユウヒっ、待ってくれ！」


    　まるで現実に向けての予行演習。


    　現実世界でも、離ればなれとなったユウヒと再び出会うためには、こうして自分から会いにいくしかないのだから。


    「ユウヒ！　もう一度俺に話をさせてくれよ！」


    　ユウヒはまだ逃げる。走る速度は一向に落ちない。


    　我を忘れているのか、周囲が見えていないようだった。十字路に差しかかっても、信号を無視して道路に飛び出す。


    「ユウヒ……！」


    　車の急ブレーキ音が耳をつんざく。海は必死に手を伸ばす。


    　ユウヒの足が速くないのが幸いした。もうほとんと追いついていたため、海はユウヒの腕をつかむことに成功、そのまま引き寄せて抱き留めた。


    　勢い余り、ふたりで歩道に倒れ込む。腕を回してユウヒをかばうことはできたが、代わりに肘ひじに鋭するどい熱を感じる。擦すりむいたようだ。


    　急停止した車が抗議のクラクションを鳴らす。海は上体だけ起こし、ユウヒを抱きしめたまま何度も頭を下げた。


    　車が走り去ったあと、海は腕の中で震えるユウヒに視線を落とす。


    「ユウヒ……ケガはないか？」


    「…………」


    　ユウヒは流れる涙ごと、海かいの胸に顔を強く押しつけていた。小さな体が、今はよけいに小さく見える。


    　一周目のプレイでは体育倉庫で抱きしめたこともあった。だがあのときは、後ろから。今度は正面からだ。


    　なのに、今もユウヒの顔は見えない。いつだって本心を隠す彼女のスタンスを表しているかのよう。


    　海は、ユウヒに告白するつもりだった。告白のタイミングを転校後に遅らせることこそ、攻略の打開策だと考えていた。


    　だけど、ユウヒが泣いているような事態は想定していなかった。どう声をかけるべきかわからない。優しい言葉がいいだろうか。励ますことが大事だろうか。


    　海が最善策を練ろうとしたところで、空そらのアドバイスを思い出す。


    『兄さんは策さくを弄ろうすることが苦手ですし、ユウヒ先輩には正直にぶつかっていくほうがいいと思います。覚えておいてくださいね』


    　そして次に思い浮かんだのは、アサヒからもらった言葉。


    『お姉ちゃんって強がりなところがあるけど、センパイならそんなお姉ちゃんも支えてくれるって思います』


    　海は、自分の中に眠った素直な気持ちを探る。


    



    　────コミュモード『恋愛』。


    



    　違う……。


    



    　────コミュモード『友達』。


    



    　そうじゃない。


    　恋愛だの友だちだの、そんなのはもうどうだっていい。


    「……ユウヒ。俺おれにとって、おまえは初めての友だちなんだ。もしかしたら、初恋だったかもしれない。でもさ、友情だろうが恋愛感情だろうが、もうどっちだっていい。俺、バカだからさ。難しいことはわからないんだ。でも、ひとつだけはっきり言えることがある」


    



    　────コミュモード『恋愛』『友達』、同時発動。


    



    「俺はただ、おまえと一緒にいたい。友だちとしてでも、恋人としてでもいい。とにかく、おまえのそばにいたい。お別れなんてまっぴらだ。それが噓うそ偽いつわりのない、俺おれの本ほん音ねなんだよ」


    　ユウヒはなにかに耐えるように、海かいの服をきつくつかむ。


    「おまえはどうだ？　おまえの本音、俺に聞かせてくれないか？　約束するよ。おまえがどんな気持ちを抱いだいてたって、俺がおまえを嫌いになることはない。だって俺は、おまえと出会ってからずっと、おまえのことが好きだったんだから」


    　ユウヒは大きく息を呑のみ込んだ。


    　震える唇くちびるで、しぼり出すように言う。


    「本音なんか、わからない……。本心なんて、自分でもよくわからない……。だって私は、素直じゃないから。無む邪じや気きな時間は終わったから。それが成長ってことだから……ううん。私は、ずる賢がしこく退化してしまったのよ……」


    　できるなら、成長したくなかった。いつまでも無む垢くで無知な子どもでいたかった。ユウヒの悲痛な望みが伝わってくる。


    「だから私は、恋なんてわからない。あなたのことを好きでも、これが恋かどうかわからない！　もしこの気持ちが恋だとしても、辛つらくて苦しいだけなのよ！　あなたを好きになって！　初恋かもしれないって思って！　なのにあなたは海外に引っ越しちゃって！　一度は諦あきらめたのに、また帰ってきて！　これ以上、私を振り回さないでよ！　辛いのよ、すごく痛いのよ！　こんな気持ち、欲しくなかったんだから……！」


    　ユウヒは堰せきを切ったように泣きじゃくる。


    　その姿は傷つくことを怖がる子どもに見える。


    　いくらユウヒの言げん動どうが大人びていても、その本質は逆なのかもしれない。幼おさななじみ四人の中で、実は最も幼かったのかもしれない。


    　子どものように穢けがれない心を持つ彼女。それが楠くすの瀬せユウヒという女の子。


    　それは成長ではないかもしれないが、しかし退化でもなかった。変化という概がい念ねんが介かい在ざいしない、もっと尊とうといところにあるものだと海は思う。


    「私だって、あなたのそばにいたい……。離れたくない、ずっとこうして抱きしめてもらいたい……。でも、そんなのは許されない。空そらとアサヒが傷ついちゃう……。あなたが私たち三人の中の誰かひとりを選んだら、選ばれなかったふたりは必ず傷つくことになるんだから……」


    　ユウヒは嗚お咽えつ混じりに言い募つのる。


    「あなたはたぶん、私の話を聞いてこう思ったでしょう。それだったら、誰も選ばないようにするって。それはね、最悪の選択よ……。私たち四人が誰ひとり幸せになることがない、最悪で最低な結末なのよ……」


    「……ユウヒ。だから、おまえが真っ先に身を引くのか？　四人で一緒に過ごすことを諦めるのか？　諦められるのなら、その程度の気持ちだったってことじゃないのか？　忘れたわけじゃないよな、この言葉はおまえがアサヒちゃんの告白を聞いたときの感想だぞ」


    「違う……！」


    　ユウヒは激げき昂こうする。


    「そんな簡単に諦あきらめられるなら、ここまで苦しんでなんかいないわよ……！」


    「だったらもう、答えは決まってるじゃないか。おまえが苦しまないよう、俺おれが助けるよ。おまえに相談に乗ってもらうばかりじゃなくて、おまえが困ってたら今度は俺が助けるよ。必ずそうするって、俺は誓ったんだから」


    「無理よっ……！」


    「無理じゃない」


    「私たち三人、あなたのことが好きなのよ！　だけどあなたが選べるのは、この中のひとりだけ……！　ほかのふたりはどうしたって不幸になるじゃない！」


    「不幸になるって決めつけるな。もっと信用してくれよ。俺を信じてくれ。空そらとアサヒちゃんをもっと信じてやってくれよ！」


    　海かいは、決して離さないとばかりにユウヒの体を抱きすくめる。


    「みんな、強くなった。もう子どもじゃない、強く成長した。無む垢くで無知で無む邪じや気きじゃなくなった代わりに、障害を乗り越える知恵と勇気を養うことができたんだよ。おまえだってそうだ。現状維持で満足してるわけじゃない、向上心を失ったわけでもない。そんなふうに苦しんでるのは、成長するための準備をしてるってことなんだよ」


    　そう言いながら、海はユウヒをさらに強く抱きしめる。


    「今の俺たちなら、たとえ傷ついても助け合える。俺がこうやっておまえを追いかけることができたのも、空とアサヒちゃんの協力があってこそだ。ふたりが支えてくれたから、辛つらい試験勉強も耐えることができた。おまえを一いち途ずに追いかけられたのは、ふたりの応援があってこそなんだ。ふたりがいなければ、俺はおまえを抱きしめることもできなかったよ。俺が今幸せだと感じてるのは、空とアサヒちゃんがそばにいてくれたおかげなんだよ」


    　海は、なおも言い募る。


    「おまえはどうなんだ、空とアサヒちゃんがいなければこんなに悩まなくてすんだなんて考えてないだろ？　空とアサヒちゃんがいてこその俺たちふたりだ。俺たちふたりがいてこその空とアサヒちゃんだ。俺たち四人は幸せも不幸も共有できるんだ。わかったらひとりで勝手に不幸になってるんじゃねえ！　俺たちも混ぜろ！　じゃないとズルいだろうが！　おまえが感じてる苦しみも悲しみも俺たちに分けてくれよ……！」


    　ユウヒはもう、言葉もなかった。


    　海はたたみかけるように言う。


    「俺、ちゃんと編入試験に合格したよ。冬休みが明けたら、晴れておまえと同じ学校の生徒だ。またクラスメイトになれたらいいな。席も隣同士だといいな。おまえが嫌って言っても、離れてなんてやらないからな。残念だったな、もう諦めろ。俺たちと別れることを諦めてくれ。そんなわけで、これからもよろしくな、ユウヒ」


    　そしてユウヒは、大泣きした。


    　人ってこんなに涙を流せるのかと、海かいが驚くほど声を荒らげて泣き続けた。


    　それは、これまで溜ため込んでいたぶんを、すべて吐き出しているかのようで。


    　海はやっと、ユウヒを救うことができたのかもしれない。


    （俺おれは、おまえに何度も助けられてきたんだ。これくらいじゃ、まだ足りないよな）


    　この続きは、できるなら現実で。


    　仮想で留とどまることなく、現実にも続いてくれたら──コンテニューしてくれたらと、海は願ってやまなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは胸ポケットにパーシィを忍ばせながら、ゲーム研究部の部室を訪れた。


    「くー」


    　布ふ団とんにくるまって寝ているのは、弓ゆみ倉くら小こ雨さめ。


    　いつだったか攻略に協力すると言っていたはずなのだが、この三周目のルートに至ってはこの部室で寝てばかりいた。


    「この中二病女、なんの役にも立ってないんだぞ！」


    「……うるさいのです。食っちゃ寝妖精にだけは言われたくないのです。あんまり暴ぼう言げんを吐くと、悪あく神じんと認定してお祓はらいしてやるのです」


    　小雨は、パーシィが人に害をなすのではないかと疑っている。


    　だけど空は、心配いらないと話した。今は閉じ込められているこの世界にしても、そろそろ脱出できる頃合いだろう。


    「今ごろはきっと、兄さんがうまくやってくれていると思います」


    　一度は攻略を諦あきらめた。だけど、兄は一度たりとも諦めなかった。だから空もそんな兄に手を引かれ、前向きになれるのだ。


    　ただ、裏を返せば、あとは兄に任せるしかない自分が情けない。


    　空が放課後にこの部室を訪れたのは、そんな気持ちがあったからだ。この世界が仮想だと知っている数少ない仲間の小雨に、話を聞いてもらいたくなったのだ。


    「弓倉先輩……。恋愛感情って、なんのためにあるんでしょうね。子孫を残すためだけだったら、こんなに非ひ効こう率りつな行為はないですよね」


    「たしかにそうなのです。べつに相手の気持ちなど関係なく、自分の欲望のままにエッチするだけでいいのです」


    「ち、直球すぎます……」


    「小こ雨さめは、恋愛感情の機き微びというのはよくわからないのです。恋愛は専門外なのです。これでも処しよ女じよなものですから」


    「だから直球すぎますよう……」


    「小雨はたった今、気づきました。女子の前で処しよ女じよだと言うのはべつに恥ずかしくないのだと」


    「いえ……普通に恥ずかしい言げん動どうだと思いますけど……」


    　小雨は不思議そうに小首をかしげる。彼女の瞳ひとみはいつだって眠たげだ。


    「おかしいのです。小雨は以前、あなたの兄である綾あや野の海かいの前で処女だと宣言したのです。そのときは寝ぼけ眼まなこが涙目になるほど恥ずかしかったのです」


    　その言葉を聞き、空そらは嫌な予感がして、つい口に出して聞いてしまう。


    「……弓ゆみ倉くら先輩も、実は兄さんのことが好きだったり？」


    「言ったとおり、小雨は恋愛というのがよくわからないのです。そもそも男子とまともに会話したのは、彼が初めてなのです。ただ、小雨がひとつ言えるのは、暗黒ゲーム神を倒すのに恋愛感情などこれっぽっちも必要ないということです。たとえ恋愛ゲームを舞台にしていても、です。なぜなら三次元のプレイヤーは、二次元のヒロインに対して恋心を持たずとも、攻略することができるからなのです。これは先ほど言った、自分の欲望のままにエッチすることに通じるものがあるのです」


    　小雨の言葉はふざけているようで、一理ある。しかし空は素直にうなずくことができない。


    　認めてしまったらゲーマーとしてだけでなく、人としてもダメになる気がした。


    （……弓倉先輩が人としてダメという意味じゃないですけどね。むしろわたしは、彼女のブレない態度に好感すら持っています）


    　空は、また布ふ団とんにくるまってしまった小雨に一礼してから、部室を出る。


    　すると廊下の向こうで、見知った後ろ姿を見つけた。


    （あれは、友とも利り先輩……？）


    　空は無意識に追いかける。星ほし見みは廊下の角を曲がる。空はさらに追いかけたが、すでに星見の姿は消えていた。


    　……わたしはなぜ、彼女に会いたがってるの？


    　……会ってどうするというの？


    　空は、星見に教えてほしかったのかもしれない。


    　恋愛とは、なんなのか。人生の先輩である彼女に、その意味と意義を説いてほしかったのかもしれなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾野海は、楠くすの瀬せユウヒを背負って帰途につく。


    　あの後、ユウヒは海かいの胸に寄りかかったまま、ひとりで立つことができなくなった。さまざまなアクシデントが重なり、気が抜けてしまったようだ。


    　背負っていくと海が言ったとき、ユウヒは嫌がらなかった。ただ、顔は不機嫌そうだった。


    　きっと照れていたんだろう。もう涙は乾いていたが、ユウヒは顔を隠すようにうつむいた。小さな仕草だったため、それが首しゆ肯こうだと知るには時間を要した。


    　こうしていると昔を思い出す。過去にも似たような出来事があった。


    　楠くすの瀬せユウヒという少女との出会いの思い出。あの日の彼女は、足首にケガを負ってうずくまっていた。そんなとき、海が偶然通りかかった。


    　痛いだろうに、ユウヒは泣かない。ひたすら我慢している。


    　海は、子ども心に助けなければと思った。実際、行動にも移した。


    　なのに彼女の態度はやけに大きくて、感謝の言葉はおろか、アホやらドジやらマヌケやらの雑ぞう言ごんがぽんぽん飛び出す。


    　それでも、この出会いをキッカケにふたりは友だちになることができた。アサヒとも知りあい、空そらも入れて四人で遊ぶようになった。


    　その後、海と空は親の仕事の都合で海外に渡ることになったが、数年後には日本に再び戻ることができた。


    　再会を果たしたとき、ユウヒは一言。


    『……アホなんじゃなくて』


    　海は、その言葉に救われたのだ。


    　だって彼女は、思い出のままの彼女だったのだから。


    「……ごめんなさい」


    　背中から声がした。


    　その言葉がかすれているのは、それだけ長くユウヒが泣いていたからだ。


    「私……素直じゃなくて。いつも、きつい言い方になって。相手に不快な思いをさせてばかりで。そのせいで、アサヒとはケンカになった。空のことも突き放した。そして今度は、あなたにケガまでさせちゃった……」


    　ユウヒのすすり泣く声が聞こえる。


    「そんな、気にするな。肘ひじを軽く擦すりむいただけだし、こんなのケガのうちに入らないって」


    「ごめんなさい……」


    　いつも強がって、気を張って、そうやって自分を飾っていたユウヒ。だけど今は、別人のように気が弱くなっている。


    　これが素すの彼女なのだろうか？


    　いや、どちらも本当の彼女なのだ。


    　なぜなら海は、どちらの彼女も好きになっている。


    「はは。おまえって、泣き虫なところもあったんだな」


    「…………」


    「いてっ、いてっ、頭をぽかぽかたたくなよ！」


    　少しは元気になっただろうか。


    　ユウヒはたたくのをやめたあとも、無言を貫つらぬく。まだ気落ちしたままだ。


    　なんとかして元気づけてやりたかった。そのためにはどうすればいいだろう。今のユウヒには、どんな言葉をかけるべきか？


    　海かいにはひとつ、気になっていた話題がある。コミュモードの七種類の話題の中で唯ゆい一いつ、まだ使っていないものがあったのだ。


    　海は思いきって選んでみることにした。


    　────コミュモード『エッチ』。


    「こうして背負ってみて、改めてわかったんだけどさ。おまえって、胸ないよな」


    「…………」


    「おまえ、成長したくなかったって言ってたけど。たしかに体は成長しなかったな、ははは」


    　思いっきり首を絞められた。


    「くううっ……このまま絞め殺してやるわ！」


    「苦しい苦しいっ、冗談だって！」


    　ユウヒの手から逃れようとして勢い余り、ふたりして道ばたに倒れそうになる。


    　海はユウヒをかばうつもりで、とっさにその体に腕を回した。


    　ふにゅんっ。


    　どうにか自分が下敷きになれたのだが、手にはなにやらやわらかい感触があった。


    　さわることで初めてわかる、ささやかなふくらみ。


    　ユウヒは海の上に乗ったまま、自分の胸にあてがわれた手を見て絶句していた。


    「……ユウヒ。おまえ、やっぱ胸あったわ」


    　ばちぃぃぃぃぃんっ[image: ]


    　マウントポジションから繰り出される強烈な平手打ちが、海の頰ほおを襲おそった。


    



    「……まったく、アホなんじゃなくて。私を元気づけるにしろ、ほかにやり方があるでしょう」


    　ユウヒを背負い直して歩いていると、大きなため息が聞こえた。


    　それから、ユウヒの手が海の体に回される。大切な宝物を包み込むような仕草。


    「……ありがとう」


    　海の耳元で、ユウヒは優しくささやいた。


    　今のユウヒはいったい、どのような表情をしているのだろう。背負っているため顔は見えない。


    　まさかお礼をもらうとは思わなかった海かいは、どう応こたえようか迷った末に、こう言った。


    「しおらしいおまえは不気味だな……」


    「……また首を絞められたいのかしら」


    「これも冗談だって！」


    　ユウヒは元気になったようだ。まあ、結果オーライということで。


    　海がまた歩きだそうとしたところで、ユウヒは「あっ」と声を上げた。


    「……どうした？」


    　そう聞いたとき、海の視界をなにかが横切った。


    「これって……？」


    　海とユウヒは、同時に空を見上げた。


    　鮮あざやかな夕日を背に、白い結晶が舞っている。


    　天気雨ならぬ、天気雪。


    　初雪────。


    「そういえば……クリスマスは、もう過ぎたのね」


    　ユウヒのつぶやきに、海も懐なつかしそうに答える。


    「次は一緒に祝おうか？　昔みたいに、みんなでさ」


    「……うん」


    　それは、今年だけじゃない。


    　来年も、再来年も。


    　その先も。


    　空そらやアサヒも入れて、四人で。


    「海、もういいわ。降ろして」


    　ユウヒに促うながされ、海はそのとおりにする。


    「もう歩けるのか？」


    　ユウヒは答えない。


    　海をじっと見つめるだけで、歩きだそうともしない。


    　ふたりの間に、雪がゆらゆらと舞い降りている。


    「海……」


    　ようやく届いた声。


    「ちょっと、しゃがみなさい」


    「……なんで？」


    「だって……私の背じゃ、届かないじゃない」


    　なにをするつもりだろう。海は怪け[image: ]げんに思いながらも、ユウヒの前で腰を落とした。


    「次は、目……つぶって」


    　ユウヒはたどたどしく言ったあと、視線を逸そらす。


    　横顔が赤いのは、夕日のせいか、それとも。


    　海かいは、鼓こ動どうが早鐘を打つのを感じながら、目をつぶる。


    　それからまた、しばらく時間が過ぎた。


    　永遠とも感じられる空白のあと、それはついに訪れる。


    「……ンっ」


    　その感触は、唇くちびるではなく頰ほおだった。


    　ユウヒは、海のほっぺにキスをした。


    「……友だちのキスよ」


    　海がまぶたを開けると、ユウヒははにかんだ笑みを浮かべていた。


    「ふふ。海、頭に雪が積もってるわよ」


    　ユウヒはそう言って、海の髪にそっと触れる。


    「四人で祝うクリスマスは、楽しみだけど……」


    　愛いとしそうに、海の髪を撫なでている。


    「……私がもっと強くなったら、ふたりで祝える日も、来るかもしれないわね」


    



    　────ゲームセット。

  


  [image: ]


  
    



    　雪と共に天からまばゆい光が降り、視界が白に染まる中で、声が聞こえた。


    『ハッピーエンド、おめでとうございます。楠くすの瀬せユウヒの攻略に必要なパラメータである「センス」と「会話」、そして「学力」のすべてが満たされたことで、ステータス条件を達成しました。最後の選択肢であるキスを選んだことで、好感度も同様に達成しました。ゲームクリアしたことで、次回プレイのためのヒントをひとつ授さずけます。どのヒロインの攻略もパラメータは二種類以上満たす必要がありますが、三種類を超えることはありません────』


    　そうして、すべてはやがて暗転し、闇やみに溶けていった。

  


  
    



    



    　　　　エピローグ　～コンテニュー～


    



    



    　心地よいあたたかさを感じている。


    　やわらかくていい匂においのするなにかを抱いている。


    　これは……枕まくらだろうか？


    　感触が気持ちよくて、おかげでいつまでもまどろんでいたくなる。


    　だけどそろそろ、起きなければならない。


    　誰かがそう呼びかけたような気がした。


    　綾あや野の海かいは、まぶたを開ける。視界が徐々にはっきりする。


    　するとようやく、このまどろみの正体を知る。


    （空そら……？）


    　目の前にあったのは、空の顔。


    　まだ幼おさなさを残している、あどけない妹の寝顔。


    　兄の海に抱きつくようにして眠っている。


    　生まれたままの姿で。


    　やわらかくてあたたかくていい匂においがして、気持ちいい感触だと思っていたのは枕まくらではなく、空そらの裸はだかだった。ゲームオーバーの影響でおたがいに服を着ていない。


    　というより、なぜ自分たちはこんなふうに抱き合っているんだろう？　おかげで上から下まで、肌はだという肌で妹のぬくもりを感じている。


    （……空の体って、こんなにやわらかかったっけ？）


    　記憶にあるのは、子どもの頃に一緒に湯船につかっていた幼おさない裸。


    　体の洗いっこなんかもしていたのだが、覚えている感触と今の感触は違っている。背はい徳とく的てきになにもかもが変わっている。


    　意識すると、もうダメだった。


    　急激な照れに襲おそわれ、海かいは妹の裸ら体たいから離れようとした。だが、そうすると空の秘められるべき部分が視界に入りそうになる。


    　海は毛布を手に取り、目をつぶりながら空にかぶせた。


    「ンんっ……」


    　空の唇くちびるが動いた。今の行動で起こしてしまったかもしれない。


    　空に目撃される前に、海は部屋から逃げ出した。


    （見てない、俺おれはなにも見てないからな！）


    　よくわからない罪悪感に苛さいなまれ、海は心の中で必死に弁明していた。


    



    「おはようございます、兄さん。無事、現実に戻ってこられたみたいですね」


    　ふたりはリビングで顔を合わせた。今はどちらも服を着ている。


    　時刻は朝なので、一晩まるまる使ってドリメモ２を攻略したことになる。


    「寝すぎたせいか、まだふわふわした感じです……。あまり頭が働きませんが……あの、兄さん、つかぬことをお聞きしますけど……」


    　空は腕でさりげなく胸を隠したり、内うち股またになったりして、もじもじと恥ずかしそうにする。


    「起きたら、そばに兄さんがいませんでした……。わたしたちは、同じ部屋でゲームスタートしたはずなのに……」


    　聞かれると思っていた。


    　海は用意していた言い訳を使う。


    「ククク……浅はか」


    「に、兄さん？」


    「いつからこの俺がおまえの部屋でゲームをスタートしたと錯さつ覚かくしていた？　俺は俺の部屋、おまえはおまえの部屋で別々にプレイしていたんだよ！」


    「い、いえ、コミステはわたしの部屋にしかありませんし、それは不可能のような……」


    「無線のコントローラを使えば可能だったんだよ！」


    「コミステは古いハードなので有線のコントローラしかないんですけど……」


    「パーシィのつくも神がみパワーでなんとかなったんだよ！」


    「そ、そうだったんですか。不思議現象が関わっているなら納得するしかありません。ファンタジーとはそういうものです、細かいことはいいんです」


    　ゲーマーらしい（？）意見を言ったあと、空そらは首をひねった。


    「あれ？　でもわたしは、ゲームオーバーになった際に兄さんとわたしがベッドの上で寝ていたのを確認したような……」


    「きっと夢でも見たんだろ。非現実的な空想、白はく昼ちゆう夢むってやつだ」


    「そ、それじゃあわたしが兄さんと裸はだかで寝たいって妄もう想そうしたみたいじゃないですか！」


    　空は顔を真っ赤かにして目をぐるぐるさせて怒鳴った。


    「わ、わたしはそんな、えええエッチじゃありません！」


    「落ち着けって！　とにかく全部おまえの勘違いなんだよ！」


    　海かいが強く主張すると、空はひとまず矛ほこを収めてくれる。


    「そうなんでしょうか……。お守りのＤＶＤが手元にないので、裏付けが取れません……」


    「なんだよお守りって……」


    「あ、そうです。パーシィに聞けば、万事解決じゃないですか」


    　だが、先ほどからパーシィの姿は見当たらない。ふたりは家中を捜してみたが、やはりどこにもいなかった。


    　空の部屋のテレビには、『ＦＩＮ』の文字が浮かんでいる。コミステはまだ起動中。だからふたりは、パーシィは仮想だけではなく現実にも存在するのだと信じることができる。


    「兄さんは、ユウヒ先輩とハッピーエンドを迎えたんですよね。わたしは近くにいなかったから知らないんですけど、どのようなエンディングだったんですか？」


    　海はかいつまんで空に話す。


    　最後まで聞いた空は、すべてを得とく心しんしたように人さし指を立てた。


    「聞く限り、ユウヒ先輩とのエンディングは恋人エンドとは言いがたいです。だからこそ、ハッピーエンドだったんでしょう。兄さんが告白をするといつもゲームオーバーになっていたところからも窺うかがえます。ユウヒ先輩は、恋愛エンドがないヒロインだったんです」


    　恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームなのに恋愛をしたら攻略できなくなるヒロインを擁ようする、恐るべきソフト、その名も『ドリームメモリーズ２』。クソゲーと呼ばれる最大の所以ゆえんなのだった。


    　いつかユウヒが言った言葉がよみがえる。


    　──『最善手が、容た易やすく最悪手になりうるのが、恋愛なのよ』


    （……まさか、ユウヒに告白することが最悪手だったなんてな。ある意味、ひねくれてるおまえにぴったりのルートだったよ）


    　空そらの話はまだ続いている。


    「兄さんは、コミュモードをうまく使いました。マップも上手に利用しました。ユウヒ先輩を追いかけるために、苦手な勉強もがんばりました。恋愛ゲームの攻略には恋愛感情だけでは足りません、システムを理解することも必要です。だけど好きという気持ちがなければ、たとえゲームでも途中で挫折してしまいます。ハッピーエンドを迎えられたのは、兄さんが諦あきらめなかったおかげですね」


    　それだけではなかった。そんな海かいを、空は最後まで応援してくれた。だからこの結果はやっぱり、ふたりが互いを信じて協力し合ったから。どちらかひとり欠けていても、エンディングにたどり着けなかっただろう。


    　海と空は登校の支度を始めた。


    　夢ゆめ色いろ高校ではなく、次に向かうは現実の高校。


    　せわしないが、体のほうは特に疲れていない。ゲームプレイ中は眠っているので、体力はちゃんと回復している。


    　空と一緒に通学路を歩きながら、海は思いついたことを言ってみる。


    「俺おれたちが次に攻略に乗り出すゲームは、どんなものになるんだろうな」


    「それは、学校から帰ってきたら考えましょう。ゲーム攻略も大切ですけど、この日常だって大切です。現実の生活と仮想の生活を、わたしたちは両立しなければならないんですから」


    「……空は、元気だな」


    　海は正直、こんな生活がいつまでも続いたら疲れ果てて引きこもるかもしれないと思った。体力的な意味ではなく、精神的に。


    「なにを言っているんです、元気は兄さんの得意分野じゃないですか」


    「そんな俺から見ても、おまえはやる気に満ちてるって意味だよ。やっぱりそれって、コミステが大事なハードだからなのか？」


    「……はい」


    　空はためらいがちにうなずく。


    「なんで大事にしてるのか、聞いていいか？」


    「……兄さんが聞いてくる時点で、言いたくありません」


    「なんでまた」


    「つーん」


    　機嫌を損ねてしまったらしい。


    　海は不思議に思うことがある。


    　あの日、初めてコミカルステージにさわったとき、海はなぜコントローラのスタートボタンを押してしまったのだろう？


    　べつに強制力が働いたわけじゃない。もっと自然な、懐なつかしいような、心の奥深くに根付いている衝しよう動どうが海かいにそうさせたのだ。


    「なんで大切かって……兄さんとの思い出の品だからに、決まってるじゃないですか」


    　その後につぶやいた空そらの独り言は小さくて、海の耳には届かなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　弓ゆみ倉くら小こ雨さめは巫み女こ装しよう束ぞくを着込み、神社の境内を掃はいている。


    　登校時間のぎりぎりまで掃除をするつもり。自宅から学校までは、それほど遠くない。


    　昨日きのうは夕飯を食べたあと、気がついたら朝まで寝ていた。


    　ちょっと寝すぎて、頭がぼんやりする。


    「あの世界から無事に戻ってこられたのはよかったですが……」


    　この掃除は、眠気覚ましの一いつ環かんだ。


    　掃除に取りかかる前、親はやけに慌あわてていた。


    　引きこもり体質の我が子が、まさか家の手伝いをしてくれるなんて！　熱でもあるのかと失礼なくらい心配された。


    　弓倉家は、今日きようも今日とて平和である。


    「この平和を脅おびやかすかもしれない存在……その名は、食っちゃ寝妖精」


    　食っちゃ寝では負けない小雨なのだが、自分のことを棚に上げるのはいつものこと。


    「荒ぶれば禍わざわいをもたらし、和なぎれば幸をもたらす……」


    　善にも悪にもなれるのが、つくも神がみの性質。


    　小雨の、ホウキを持つ手に力がこもる。


    　パーシィが善悪のどちらなのか、小雨はまだ判断がついていない。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の空そらは、教室でぼんやりと窓の外を眺めている。


    　澄み渡った青空。


    　この天気なら、雪は降らない。


    　いや、あの世界と違ってこの世界の季節は春。


    　もうすぐゴールデンウイークだ。


    （連休に入ったら、たくさんゲームができますね。仮想世界にダイブするんじゃなくて、もっと純粋にゲームを楽しみたいものです）


    　つくも神を助ける生活が嫌になったわけじゃないけれど。


    　帰宅したら、パーシィが待っているだろうか。おかえりと言ってくれるだろうか。そうしたら大好きなハンバーグを作ってあげるつもりだ。


    　空そらが愛する、コミカルステージの小さな神さま。


    　コミステは空にとって、兄との思い出のゲーム機だ。ほかのハードよりも大切に扱っている理由でもある。


    　空は過去、友だちづくりが下へ手たな子どもだった。


    　兄は外で遊んでばかりいて、気がつくといなくなっているような子どもだったし、部活に入ってからはさらに家にいる時間が少なくなったので、空はよけいにゲームにのめり込んだ。


    　コミステは、親に買ってもらった。同じく買ってもらったソフトは、一本だけ。


    　コミステのソフトの中でただひとつ、空が最後までクリアしているゲームだ。


    　そして唯ゆい一いつ、兄と一緒にプレイしたゲームでもある。


    　だけど兄は、すぐにゲームから離れてしまった。兄は元来、行動派。部屋でじっとしていられないタチなのだ。


    　そんな経緯があったから、空もすぐにコミステから離れてしまい、ほかのゲーム機に移ってしまった。


    　ドリメモ１や２といったその他のゲームは、この春、ふたり暮らしが決まってから通販で探して買ったもの。


    　発売当時から時間が経たっているため、すでにバックアップの電池が切れていた。そのせいでプロローグ部分しかプレイできていない。


    　だけど、いつかまた。


    　兄と一緒にゲームをプレイしてみたい。


    　ゲームを楽しむ秘ひ訣けつとは、一緒にプレイしたいと思えるような、そんな相手と出会うこと。空にとってはその相手こそが、兄の海かい。


    　ふたり暮らしが決まるとその思いが強まって、思い出を懐なつかしむように、またコミステに手を出してしまった。


    （もしかして……）


    　空のこのささやかな願いを叶かなえるために、コミステの神さまがふたりをゲーム世界に誘いざなったのだろうか？


    （……そんなわけ、ありませんよね）


    　きっとパーシィに聞いても、「わからないんだぞ」と答えるだけだ。


    　ふと、あの声がよみがえる。


    　エンディングを迎えたときに天から降りる、あの声だ。


    （あの声の主ぬしって、まさか……）


    　ソフトのつくも神がみではないとしたら、もう、残るはあの子しかいない……。


    「空ちゃん、もうお昼休みに入ったよ」


    　空そらが考え事にふけっていると、クラスメイトの楠くすの瀬せアサヒが話しかけてきた。


    「どうしたの、ぼーっとして。これからまた、センパイと一緒にお昼ごはんじゃないの？」


    「……アサヒちゃん。わたしはこの学校で兄さんと一緒に食べることはほとんどありませんよ」


    　それはあくまで、ゲーム世界での話。攻略の作戦会議をするためにすぎない。


    「あれ……そうだった？」


    　アサヒはしきりに首をひねっていた。


    「そんな気がしたんだけど……ボクの勘違いだったのかな」


    　空は、もしかしたらと思う。


    　アサヒの中には、ドリメモの記憶が残っているのかもしれないと。


    「そういえば、アサヒちゃん。野球部の件はどうなりました？」


    「……まだ迷ってるんだ。センパイには、マネージャーとして入部するって言っちゃったんだけどね」


    　まだ勇気を出せずにいるのだろうか。


    　その勇気を持つために、アサヒはまたゲーム世界に取り込まれることになるのだろうか。


    　そんなアサヒを、いつかは兄が攻略することになるのだろうか。


    　星ほし見みを攻略して、ユウヒを攻略して。


    　そして今度は、空の親友であるアサヒを……。


    （……なにを考えているんでしょうね、わたしは）


    　すべては憶おく測そくにすぎない。


    　真実は、いずれ向こうから会いに来てくれるだろう。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　友とも利り星見は意を決すると、二年生のクラスを廊下からそうっとのぞく。


    （あれ、いないな……。もうお昼を食べにいったのかな）


    「友利先輩、なにやってるんですか」


    「わっ」


    　後ろから声をかけられ、星見は飛び跳ねた。おそるおそる振り向くと、星見が会いたかった男子生徒が立っている。


    「……もう。海かいくんってば、お姉さんを驚かせないで欲しいな」


    「いや、なんか不審者みたいにしてるから」


    「キミが教室にいないのが悪いんだよ」


    「ちょっとトイレにいってただけです。俺おれに用なんですか？」


    「うん。ちょっと、お姉さんにつきあってほしいなって」


    　海かいの顔に、なにか嫌な予感がすると書いてある。


    「……まさか、これから校舎裏に連行？」


    「わ。よくわかったね」


    「そこでは友とも利り先輩の下げ僕ぼくたちが釘くぎバットを構えながら待っているわけですね」


    「あはは。海くんの冗談、おもしろい」


    　星ほし見みの顔は笑っていたが、目は笑っていなかった。


    「海くん、私のことをそんなふうに思ってるんだ。お姉さん、ちょっとショックだな」


    「……すみません。冗談です」


    「うん。だから私も、おもしろい冗談だなって言ったんだよ」


    　星見は結局、強引に海を連れ出した。彼が押しに弱いことは知っている。


    　だが、いざというときの海は逆に押しが強くなる。


    　そんな彼の印象は、少し前までは天才ともてはやされる世間知らずの男の子という認識でしかなかったが、今ではだいぶ違っている。


    　海が肩を壊した事故をキッカケに、星見の彼を見る目は変わったのだ。


    　無人の校舎裏に着くと、星見はさっそく本題に入った。


    「話っていうのは、部活のことなんだ」


    「……野球部の勧誘ですか？」


    「そうだよ。しつこくしちゃって、ごめんね」


    「…………」


    「そう思うなら、諦あきらめてほしいって思った？」


    　図星を指されたせいか、海はぐっとうめいた。


    　星見はその隙すきを見み逃のがさず、素早く寄り添って彼の手を取った。


    「なっ、なんですか？」


    　うろたえている。顔も赤くしちゃって、カワイイ。きっと女の子に免めん疫えきがないんだろうなと、小悪魔めいた感想が浮かぶ。


    　いや、もっと言えば、彼は妹以外の女の子に慣れていないのだ。


    「先輩、天使みたいに見える悪魔の笑え顔がおを浮かべないでください」


    「……海くん、私に対してひどいよね。それもしょうがないけど」


    　星見は持参していたものを、海に握らせた。


    「これは……？」


    「入部届だよ」


    　海は野球部を一度退部しているため、これは再入部のための届け出になる。


    「……勧誘は断ことわったはずですよ。俺おれ、何度も言ってますよね」


    「うん。でも、私も諦めないって何度も言ってるよ」


    　星ほし見みは、海かいに熱い視線を注ぐ。


    「もうひとりの私が、ささやくんだ……。ここで逃げたら、ダメだって」


    　恥じらう態度を装よそおって、告白みたいな流れをつくりながら星見は言う。


    「私はまた、マネージャーとしてキミの力になりたい。お世話をしたい、キミのために尽くしたい。そしてキミに無む下げにされたりイジメられたりして私の罪を責められたいの！」


    「変態だー！」


    「たとえば私が綺き麗れいに洗ったタオルを目の前でドブの中に投げ捨てたりとか！」


    「ドＭの変態だー！」


    　海はひとしきりリアクションしたあと、心配げに声をかける。


    「先輩、俺おれに何度カミングアウトすれば気がすむんですか……」


    　星見はその言葉に、すぐには反応できなかった。


    「……ねえ、海くん。私がこの趣味をキミに話したのは初めてじゃない？」


    「趣味だったのか……。あ、いや、たしかに初めてだったかもしれません。あれはゲームの話だったし……」


    「ゲーム？」


    「……なんでもありません。とにかく、俺に復帰の意思はありませんから」


    「ああ……断ことわられれば断られるほど燃えていく……」


    「ほんとに変態ですね！　じゃあ俺は、これで」


    　海は疲れた様子で去っていった。


    　星見はその背中に向かって、静かにつぶやく。


    「入部届……少しでもキミの力になってくれたら、うれしいな」


    　このときの星見の微笑は、小悪魔めいてなどいなかった。


    



    　　　　　　　　　　☆


    



    　綾あや野の海は星見と別れ、教室に戻ってきた。


    　席に着き、渡された白紙の入部届を机に広げ、じっと見つめる。


    （……そうだな）


    　ドリメモ２をクリアしても、自分にはまだやるべきことが残っている。


    　それは、部活に復帰することではなくて。


    　海はケータイを手に持った。電話をかける相手は、楠くすの瀬せユウヒ。


    　メールではなく、直接話したい。もうずいぶんと長い間、ユウヒの声を聞いていない。仮想ではなくこの現実で、しっかりと会話したい。


    　海は、ユウヒが今どこにいるかもわからない。どこかの学校に通っているのだとは思うが、ドリメモ２とは違ってその進学校の場所を知らない。住んでいる街も知らない。


    　現実世界が恋愛ＳＬＧシミユレーシヨンゲームと違うのは、マップ移動ができないところだ。ヒロインの位置を示すマークなんて存在しない。


    　ユウヒの居場所を知るには、本人に直接問いただすしかない。


    （……大丈夫。俺おれはもう、勇気を持っているはずだ）


    　コミュモードの経験を生かすときは、今をおいてほかにない。


    （俺は、仮想での経験を、この現実にコンテニューさせたいんだ）


    　海かいは覚悟を決めて、ユウヒに電話をかける。


    『もしもし』


    「はやっ！」


    　１コールが終わる前に出た。聞きたいと願っていた声がこんなにもあっさり聞けるなんて。笑いが抑えられない。


    　たったこれだけのことに長い時間をかけていた自分は、あまりに滑こつ稽けいだ。


    『な、なにを笑ってるのよ。べつにあなたからの電話を待ってたわけじゃないんだからね！』


    「そうとしか思えないタイミングなんだが」


    『アホなんじゃなくて、あああアホなんじゃなくて！』


    　とても必死だ。


    　受話器の向こうで深呼吸の音。ユウヒが落ち着くまで待つ。


    『……まったく。もう会うことはないと言ったのに。会っていない、電話をしただけだとのたまうつもりなら、アホドジマヌケなんじゃなくて』


    「それで結構だ。今度さ、俺、そっちに遊びにいくよ」


    　拒否されるだろうか。電話を切られるだろうか。ユウヒに嫌われてしまうだろうか。


    　だけど、それを恐れて行動に出なかったら、なにも変わらない。待つのは、タイムリミットによるゲームオーバー。


    　海は二度も、恋愛ゲームで学んでいる。


    「住所、教えてくれないか。おまえに会いたいんだ。遅くとも、初雪が降るまでにはな」


    『…………』


    　わずかな沈黙のあと。


    『まるで、恋愛ゲームのルート分岐ね……』


    「……なにがだ？」


    『恋愛に限らず、人生においては必ず、もしもがある。昨夜、そんなことを思わせる夢を見てしまったのよ。初雪が降る空の下で、ホワイトクリスマスを祝う夢だったわ。まだ春なのに、おかしいわよね』


    　海は、ごくりと唾つばを飲み込んで。


    「そのクリスマスは、四人で祝ってたのか？　それとも……」


    『ふふ。内緒』


    　ユウヒのこんなに楽しそうな笑い声を聞いたのは、いつ以来になるだろう。


    『クリスマスを待たなくても、長い休みに入ったらそっちに帰省するわ。イベントは冬だけじゃないんだから。夏の海水浴、秋のハイキング、冬のクリスマスに、春はお花見だってあるものね』


    　そして最後に、ユウヒはこう締めた。


    『まあ、今の言葉だって、噓うそ偽いつわりかもしれないけど。私はイジワルな女だからね』


    　ユウヒの笑い声を聞きながら、海かいもまた笑うのだった。

  


  
    　あとがき


    



    　恋愛ゲームは大好物です。その気持ちから本作は生まれました。


    　ＰＣゲームライターという関係上、恋愛ゲームに携たずさわることは多いのですが、仕事だけではなく趣味でもよくプレイしています。


    　その中でも、特に印象に残っていたゲームは執筆の資料として活用させていただきました。


    　１巻で攻略した『ドリームメモリーズ』のゲームシステムは、恋愛ＳＬＧシユミレーシヨンゲームの金字塔である某有名タイトルを参考にしています。また、この２巻で新しく登場した『コミュモード』というシステムも、テレビアニメ化された人気の恋愛ゲームをモチーフにしています。


    　もしプレイされた方がいましたら、本作を読んでニヤリとできるかもしれません。


    



    　そんなわけで、おひさしぶりです。もしかしたら、はじめまして。なかひろです。


    　１巻をお手に取っていただいた読者様、おかげさまで２巻を出すことができました。


    　wingheartウイングハート様。１巻に引き続いての美麗なイラストに、生きる気力が湧きました。


    　担当の江え橋はし様。原稿に対するご意見やご指摘、いつも大変助かっています。


    　他、この本の製作に関わってくださった皆様にも、心から感謝申し上げます。


    　ありがとうございました！

  


  
    なかひろ


    Nakahiro


    



    千葉県在住のフリーランスライター。


    この前、生まれて初めて胃カメラを飲みました。


    鼻から挿入した方が楽だと聞いてたのに……。


    トラウマがまたひとつ増えました（泣）


    http://www1.seaple.ne.jp/nakahiro/

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    初恋コンテニュー２
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